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昭和 22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第 2回大会から使

用されています。30度右傾斜した赤色の火炎を直径 10分の 1の紺青色の

円帯で囲んでます。

味の素スタジアム (東京都調布市)
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第 68回国民体育大会と第 13回全国障害者スポーツ大会を、スポーツの夢と感動を伝える

一つの祭典として表しています。

東 京 に  多 摩 に  島 々 に  羽 ば た け ア ス リ ー ト

多摩・島しょ地域を中心に、東京都全域を舞台として、アスリートの夢が羽ばたく大会で

あるという趣旨を表しています。

マスコツトキヤラクター

応援します。
『ゆリーと』

国民体育大会マーク

総合開会式・総合開会式会場

大会愛称

スローガン

「ゆリーと」は、都民の鳥「ゆりかもめ」がモチーフです。

「アスリー ト」や多くの人々が、東京都を舞台に、夢と目標に

向かつて羽ばたいていくよう、スポーツ祭東京 2013を
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第68回国民体育大会会長
公益財団法人 日 本 体 育 協 会

会 長  張  富 士 夫

政治・経済・文化など日本の中心として発展し世界最先端を進む大都市であるととも

に、豊かな自然と風情溢れる街並みが残るここ東京都において、天皇陛下・皇后陛下の

ご臨席を仰ぎ、東日本大震災復興支援 第 68 国民体育大会が多摩・島しょ地域を中心

に東京都全域を舞台に開催されますことは、誠に意義深いことであります。

スポーツを通して広く国民に夢と希望を与え、明るく豊かな国づくりを目指しスター

トした国民体育大会は、今日まで多くの関係者のたゆまぬ努力と情熱に支えられ、わが

国最大のスポーツの祭典として充実、発展を遂げてまいりました。

日本体育協会では、国民体育大会をより時代に即した魅力ある大会とするとともに、

スポーツのさらなる普及・発展の一助となるよう、本年 3月 に「21世紀の国体像 ～
国体ムープメントの推進～」を公表し、国民体育大会の改革に鋭意まい進しているとこ

ろです。

このような中、昭和 34年の第 14回夏・秋季大会以来、54年ぶり3回 目の開催となる

本大会の開催にあたり、首都東京都ならではの時代に即した魅力ある大会とするため、

「スポーツ祭東京 2013」 の愛称のもと、1,300万都民の皆さんが準備に万全を尽く
されたものと存じます。

全国かわ厳しい予選を勝ち抜き、栄えある郷土の代表として参加された選手の皆さん

は、フェアプレー精神のもと日頃鍛えた力と技を存分に発揮されるとともに、東京都の

皆さんとの交流の輪を広げられ、実り多い大会とされるよう切望いたします。

また、今大会に全国各地から参加された選手の皆さんの全力で競技に取り組む姿が、

一昨年の東日本大震災により被災された皆様の力となることを、大会に関係する方々と

ともに主催者の一員として強く願っております。

終わりに、本大会の開催にあたり、長年諸準備にご尽力をいただいた地元東京都をは

じめ、ご関係の皆様方のご支援、ご協力に対し心から感謝申し上げ、ごあいさつといた

します。
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文 部 科 学 大 臣

下 村  博  文

日本の首都 と して集積 された都 市機 能、江戸 か ら約 400年 にわた つて引 き

継 がれ る歴 史や文化・伝統 芸能、世界 自然遺産であ る小 笠原諸 島 をは じめ とす

る豊 か な 自然 な ど、数多 くの魅 力溢 れ る ここ東京都 において、天皇皇后両陛下

の御 臨席 を仰 ぎ、東 日本大震 災復 興支援 第 68回 国民体育大会「 スポー ツ祭東

京 2013」 が盛大 に開催 され ます こ とを、誠 に喜 ば し く存 じます。

スポー ツは、心 身の健全 な発達 、健康 及 び体力の保持増進 に寄与す るだけで

な く、人 々に夢 や希望、感動 を与 え、明 る く豊 か な社会 を形成 す る上 で欠かす

ことので きない ものであ ります。

今 回で 68回 の歴史 を数 える国民体育大 会 は、我 が 国最大 の スポー ツの祭典

と して、広 く国民 の間 に親 しまれ る とともに、スポー ツの振 興 。発展 に極 めて

重要 な役割 を果 た して まい りま した。

東京都 での国体 開催 は、昭和 34年 の第 14回 大 会以来、 54年 ぶ りとな り

ます。「東京 に 多摩 に 島 々に 羽 ばた けアス リー ト」 を合言葉 に、東京都

全域 を舞 台 に して全 国の アス リー トの夢 が羽 ば たいて い くこ とを願 って開催

され る意義深 い大会であ ります。

本年 1月 か ら 2月 に開催 され、大成功 を収 めた冬季大会 スケー ト競技 会、ア

イスホ ッケー競技 会 と同様 、国民 に夢 と感動 を与 える とともに被災地 の復 興支

援へ とつ なが るす ば ら しい大 会 にな ります こ とを心 か ら願 ってお ります。

厳 しい予 選 を勝 ち抜 き都道府県 の代表 と して参加 され る選手 の皆 さん、これ

まで積み重 ねて こられた練 習の成果 を思 う存分発揮 され る とともに、この機 会

に全 国の仲 間や東京都民 の皆 さん との交流 の輪 を広 げ られ、思 い出 に残 る大会

となるこ とを期待 してお ります。

結 びに、「スポー ツ祭東京 2013」 の開催 に当た り、都民総参加 で諸準備

に当た られた地元東京都 、会場 となる各区市町村 をは じめ とす る関係 の皆様 の

御支援 ・御協 力 に対 し、心 か ら感謝 の意 を表 しま して、御挨拶 といた します。
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公益財団法人日本バ ドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔
「東京に、多摩に、島々に、羽ばたけ」のスローガンのもと、東日本大震災

復興支援「スポーツ祭東京 2013 第 68回国民体育大会」が、東京都町田市で盛

大に開催されますことは、誠に喜びに堪えないところであり、心よりお祝い申

し上げます。

昨年、ロンドンオリンピックで女子ダブルスの藤井瑞希・垣岩令佳組がバ ド

ミントン界の悲願であつた銀メダルを獲得し我が国の熱いバ ドミントンファン

に感動と夢を与えてくれました。

今年も若手の台頭が著しく、「2013ア ジアジュニア U19選手権大会」女子シン

グルスで、大堀 彩選手が金メダルを獲得し、「アジアユースゲーム 2013」 混合
複で古賀 穂・山口 茜組が金メダルを獲得する快挙を成し遂げるなど順調に
U16・ U19の成長が見られたところです。

今、バドミントン競技熱が最高潮に達しているなか、東京都では 2020年東京

オリンピック・パラリンピックの夢がかない 56年振りに開催権利を獲得できま

した、その中、多くのオリンピック選手がこの国民体育大会をステップとして

世界へ挑戦し、大きく羽ばたいて来たところです。

本会では「国民体育大会は、国内最大のスポーツの祭典」として最も重要な

大会の一つとして位置付け、リオ・オリンピック2016で活躍される選手の育成

に取り組んでおります。

全国各都道府県の代表として参加される選手の皆様には、日頃鍛えた技量を

遺憾なく発揮され、郷土の栄誉と栄光を目指して全力で戦っていただき、観戦

される皆様の思い出として残るプレーを見せていただけることを期待している

とともに、町田市の地において友情・交流の輪を広げていただくよう願ってお

ります。

終わりに、第 68回国民体育大会の開催にあたり、誠心誠意ご尽力いただきま

した東京都および町田市ならびに地元協会関係各位の皆様に対して心から御礼

と感謝を申し上げあいさつといたします。
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歓 迎 の こ と ば

スポーツ祭東京 2013実 行委員会会長

東京都知事 猪 1頼 直 樹

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国から多くの選手及び役員の皆様をお迎

えして、ここ首都・東京で、東日本大震災復興支援第 68回国民体育大会「スポ

ーツ祭東京 2013」 を盛大に開催できますことは、この上ない喜びであり、

東京都民を代表して心から歓迎申し上げます。

さて、今回の第 68回国民体育大会につきましては、直後に開催されます第

13回全国障害者スポーツ大会と一体の祭典として開催することとし、共通の愛

称として「スポーツ祭東京 2013」 を掲げております。「スポーツ祭東京 20
13」 が、障害のある人とない人の連帯の輪を広げ、誰もが、いつでも、いつ

までもスポーツに親じめる社会をつくっていく契機となることを願い、多くの

都民の参加のもと準備を進めてまいりました。

それぞれのふるさとを代表して参加される選手の皆様には、日頃の練習の

成果を存分に発揮されることはもちろん、東京に住む全国 47都道府県出身者の、

ふるさとへの思いあふれる応援を感じていただきたいと考えております。そし

て、この機会に、東京の歴史、文化や食などとともに、多摩・島しょの豊かな

自然など、多彩な魅力を存分に味わい、温かいおもてなしの心に触れていただ

くことを期待しております。

また、一昨年に発生した東日本大震災から 2年半が経過しましたが、引き続

き、全国民が一九となって復興 。再生に取り組んでいかなければならない状況

でございます。「スポーツ祭東京 2013」 が盛り上がることにより、スポーツ

の力で被災地の方々を勇気づけるとともに、2020年オリンピック・パラリンピ

ックの成功につながる大会となるよう、都民の総力を挙げて開催いたします。

終わりに、各都道府県選手団の皆様の御健闘・御活躍を心からお祈り申し上

げるとともに、本大会の開催に当たり、多大な御支援と御協力をいただきまし

た関係者の皆様に心から感謝を申し上げ、歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

スポーツ祭東京2013町 田市実行委員会会長

町田市長 石 阪 丈

全国各地から多くの選手・監督並びに大会関係者の皆様をお迎えし、東日本

大震災復興支援「第68回国民体育大会バドミントン競技会」が「とどけよう
スポーツの力を東北へ !」 を合言葉に、ここ町田市において盛大に開催できま

すことは、誠に喜ばしく市民を代表して心から歓迎申し上げます。

町田市は、物流、交通の要衝に位置し、多摩丘陵の恵まれた自然環境のもと、

42万人を超える市民が住む活気あふれる首都圏の中核都市として発展を続けて

おります。また、来年の Jリ ーグ昇格を目指す FC町田ゼルビア、ラグビートッ

プリーグに所属するキヤノンイーグルス、町田市立総合体育館を本拠地とし、F

リーグに所属する ASVペスカドーラ町田など、町田市をホームタウンとするチ

ームも活躍するスポーツの盛んなまちです。

本市では、国体開催にあたり、全国からのお客様に素晴らしい思い出を持ち

帰っていただけるよう、市をあげて「おもてなし」の気持ちを持ってお迎えで

きるよう鋭意準備を進めてまいりました。

この大会が町田市で開催されますことは、本市はもとより東京都のバドミン

トン競技の技術向上やスポーッの振興に大きく寄与するものと大いに期待して

おります。日頃の厳しい練習によって鍛え抜かれた技術とチームプレーを遺憾

なく発揮され、心に残る熱戦をご期待するとともに、大会を通じて多くの友情

の輪を広げられ、思い出に残る大会となりますよう願っております。

終わりに、本大会の開催にご尽力を賜りました関係者の皆様に心から敬意と

感謝を申し上げますとともに、本大会の成功とバドミントン競技の今後のます

ますの発展をご祈念いたしまして、歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

東京都バ ドミントン協会

会 長 浅 岡  武
東日本大震災復興支援 「スポーツ祭東京 2013 第68回国民体育大会」
が「東京に多摩に島々に羽ばたけアスリー ト」のスローガンのもとバドミント

ン競技が全国からの精鋭を迎え、ここ東京都町田市で盛大に開催されますこと

は誠に喜びに堪えないところであります、東京都バドミントン協会を代表して

心から歓迎申し上げます。

東京都は昭和 34年第 14回国民体育大会以来、54年ぶり3回 目の開催と
なります、再び東京都で熱戦が繰り広げられるかと思いますと感慨無量であり

ます。

昨年はロンドンオリンピックにおいて女子ダブルスで藤井瑞希・垣岩令佳組

が念願でありました銀メダルを獲得し、世界ジュニア選手権大会においては個

人戦男子シングルスで桃田賢斗選手と女子シングルスで奥原希望選手が共に優

勝する快挙を成し遂げ、全国のバ ドミントン愛好者に夢と希望と感動を与えて

くれました。

また、東京都では、「2020年東京オリンピック・パラリンピック」の招致活動

が実り、1964年以来、56年ぶりとなる夏季オリンピック・パラリンピックの開

催を勝ち取りました。

選手の皆様におかれましては、 日ごろの厳しい練習で培われました高い技術
力と精神力を存分に発揮し、全国各地区 (郷土)の代表として白熱した試合が

展開されることを期待しております。

また、本国体が町田市で開催するにあたり、当協会副会長故花岡牧夫氏の大

変なご尽力のおかげであります、残念ながら4年前急病で逝去され今日を迎え

ることが出来ませんでした。

終わりに、本大会開催にあたりまして東京都ならびに町田市、さらに全国か

らご支援とご協力を賜りました役員 。関係各位に深く感謝申し上げるとともに

選手監督の皆様のご活躍、ならびに本大会を機にバドミントン競技がますます

の発展を遂げることができますよう心より祈念いたしまして歓迎のことばとい

たします。
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第 2条

第 3条
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国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位

の都道府県に授与する。

第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

天皇杯及び皇后杯は、総合開会式に授与し、次回の総合開会式において返還

する。

天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)信 託会社又は確実な金庫に保管する。
(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。
(3)公益財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要
によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

本規程は、昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9日 一部改訂
平成 17年 6月 16日 一部改訂

平成 22年 3月 17日 一部改訂

本規定は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日

日)か ら施行する。
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第 1条

2

第 2条

第 3条

附  則

大会会長 卜回フィー

国民体育大会会長 卜ロフィー授与規程

国民体育大会会長 トロフイー (以下「大会会長 トロフイー」という。)は、正式

競技別男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

大会会長 トロフイーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還する。

大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

(2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第 1条 第 2項の

場合は、当該都道府県で協議 して決めるものとする。

(4)公益財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応

じなければならない。

本規程は、昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9日 一部改訂

平成 17年 6月 16日 一部改訂

本規定は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日

日)か ら施行する。
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大 会 役 員

森

猪 瀬

安 西

有 竹

片  野

柴 田

平 田

真 野

福 井

山  根

高 田

大 島

田 中

関 根

木 本

島 田

中 村

東

竹 田

園 山

伊 部

田 澤

廣 瀬

高  橋

下  村

村 木

橋 詰

油 野

太 田

葛 目

廣  田

菊 山

河 野

(順不同・敬称略 )

名

会
　
副

　

　

顧

誉  会 下 村  博 文

張  富 士 夫

佐 治  信 忠

久 保  公 人

森  喜  朗

日 比 野  弘

翁 長  良 成

坂 本  祐 之 輔

樋 口 久 子

前 田  彰 一

青  木  剛

永 井

堀 内

市 原

東 一

光 一 郎

則 之

豊 巳

嘉 雄

修 二

二 郎

幸 太 郎

勝

久 平

真

か お る

寛

潔

福 本

藤 田

片 山

後

村 岡

村  越

知 念

霜

′」ヽ   り11

野  本

島 田

石 川

増 田

福 井

久 保 田

藤  原

蓑 田

吉 田

平 池

徳 一

恵 一 朗

和 貴

基 雄

文 也

恵

智 通

秀 博

徳 見

正 博 監 物 永 三 岡 崎 助 一△
〓

長

長

長

春

子

隆

穂

二

彦

雄

臣

修

夫

少

千

；

　

俊

浩

正

雅

一

　

達

髭
　
老
　
村
　
　
　
満
　
一ノ
　
井

白

不

中

谷

岩

鈴

笠

裕 司

問

彦

信

昇

弘

亮

次

行

夫

人

俊

恭

清

　

彰

直

俊

正

正

哲

博

田

本

下

部

藤

原

岡

山

邊

藤

春

吉

真

建

佐

萩

浪

中

田

佐

像

　
田

宗
　
笹

仁

徳

義

司

彦

己

一

雄

昭

正

和

隆

清

義

信

哲

国

本

澤

田

地

崎

田

井

野

城

市

中

向

東

岩

和

高

梅

高

直 樹

孝 之

隆 佐

裕

益 孝

竹 男

正 道

一 也

明

猪 谷

宇 津 木

勝  田

黒  川

章
　
一二
　
彦

寛
　
敬
　

一

佐
　
野
　
口

帖
　
大
　
川

研 一

英 壽

義 雄

由 孝

晴 男

ゆ り子

敏  昭

恒 正

和 夫

廣 明

俊 明

敬 彦

悟

修

啓 作

澄 雄

利 博

光 宣

憲 昭

彰

直 幸

一 郎

竹

分

村

木

二

岡

前

山

末

神

栗

荒

遠

宮

衣

京

鈴

和

樹

子

新

徳

実

恒
　
秀
　
芳

　

　

英

田

本

田

ホ

木

フ

浩

雄

正

男

夫

也

弘

尚

正

秀

行

忠

茂

久

容

英

原

本

栖

崎

原

井

藤

本

均

徹

夫

之

良

守

治

克
　
賢

山

音

羽

友

田

チ

石

阿

丹

大

飯

松

剛

　

努

笠
　

極

木 洋 一

組 橋 正 人

一　

信

浩
　
武

田

納

平
　
喜

琴
　
巳

」県
　
一兄

橋
　
黒

高
　
石

隆
　
博

光

久
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寺 澤  正 孝

谷 川  弥 一

板 東  久 美 子

赤 枝  恒 雄

石 原  宏 高

大 熊  利 昭

小 田 原  潔

笠  井   亮

小 池  百 合 子

高 木  陽 介

長 島  昭 久

松 島 み ど り

三 谷  英 弘

小 川  敏 夫

中 川  雅 治

山 本  太 郎

秋 山  俊 行

西 川 太 一 郎

伊 藤  俊 明

鈴 木  大 地

吉 田  大 士

河 野  博 文

大 林  剛 郎

宗 岡  正 三

坂 本  剛 二

高 橋  義 博

岩 城  光 英

達 増  拓 也

福 田  富 一

山 下  泰 裕

吉 田  哲 也

斉 藤  斗 志 二

武  田  退

仁 坂  吉 伸

三 井  関 成

西 山  昌 男

甲 斐  隆 博

仲 井 員 弘 多

日 枝   久

丹 羽  秀 樹

藤 本  完 治

秋  元   司

伊 藤  達 也

太 田  昭 宏

越 智  隆 雄

鴨 下  一 郎

菅 原  一 秀

田  畑   毅

長  妻   昭

松  原   仁

山  田  宏

吉 良 よ し子

松 田  公 太

蓮     肪

木  村   孟

竹 内  俊 夫

小 澤  一 美

大 仁  邦 彊

羽 牟 裕 一 郎

渡 邊  佳 英

大 森  一 人

徳  田  寛

福 田  康 夫

佐 藤  浩 市

奥 住  恒 二

吉 村  美 栄 子

児 玉  二 郎

馬 場 潤 一 郎

横 内  正 明

大 村  秀 章

町 田  勝 彦

溝 口 善 兵 衛

多 田 野  榮

小  り|1  洋

広 瀬  勝 貞

木 原

高 木

土 屋

平 沢

松 本

若 宮

竹 谷 .

山 口

安 藤

西 村

伊 東

横  川

大 久 保

福 田

表

千

石 川

酒  井

奥 島

蝦  名

角 田

森 田

谷 本

小 野 木

河 本

誠

洋 平

健 嗣

と し子

那 津 男

立 美

泰 彦

しん じ

浩

尚武

健 作

■_  .口 .

英  典

保
　
ヲ家

森

義

彦

介

夫

郎

治

男

照

一

愛

晃

史

信

途

仲

　

伸

洋

格

未

井

中

木

原

村

倉

沢

福

山

青

石

今

小

柿

戸 谷

石 原

辻

萩 生 田

松 本

部

万 里

直  人

将  明

清  人

光 一

太

一
　

直
（　
一信
　
一央

上
西
測

井

大

海

菅

平 代
　
忠

　

栄

智一き
　
正
　
勝

葺
フ

明

樹

三

代

明

郎

夫

茂

雄

彦

文

美

敬

珠

利

陸

文

　

信

泰

田

見

川

野

田

村

Ｌ

柳

津

山

武

丸

吉

仁

河

杉

畔

深

子
　
五
口　
輔
　
尭

聖
　
新
　
民

本

尾

貫

ナ

勤

　

也達

橋

松

綿

笹

武

堀

昭
　
宏
　
室

富
　
子
工　
玄

夫

健

康

武

夫

武
　
　
　
孝
　
　
　
芳敏

　
司
　
一

守

清
　
隆

形
　
田
　
井

宗
　
上
　
石

守

秀

敏

義

嘉

部

名

戸

野

泉

阿

岩

井

青

飯

一

樹

三

昭

門

康

夫

孝 二

五
口
　
明

正
　
義

井

藤

荒
　
加

裕
　
道

孝
　
法

亀

村

大
　
中古  川
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参 山 脇  良 雄

相  り|1  博

新井 ともはる

和 泉 な お み

上 田  令 子

遠  藤   守

大場 やすのぶ

尾 崎  大 介

神  林   茂

木 内  良 明

栗 林 の り子

小 磯  善 彦

小 竹  ひ ろ子

小 宮  あ ん り

斉藤 やすひろ

里 吉  ゆ み

島 田  幸 成

神 野  次 郎

鈴 木  錦 治

高 倉  良 生

高 橋  信 博

田 中  朝 子

徳 留  道 信

中村  ひ ろ し

西 崎  光 子

野 島  善 司

林  田  武

ほ つ ち 易 隆

松 村  友 昭

村 上  英 子

山 内 れ い 子

山 田  忠 昭

吉  原   修

松 浦  精 行

比 留 間 英 人

中  西   充

今  里   譲

秋 田  一 郎

石 川  良 一

伊藤 こういち

上 野  和 彦

大 島  よ しえ

大 松  あ き ら

お と き た 駿

川 井  しげお

北 久 保  員道

栗 山 よ し じ

河 野 ゆ うき

小 林  健 二

小山 くにひこ

酒 井  大 史

塩 村 あや か

清 水  孝 治

鈴 木  章 浩

鈴 木  隆 道

高 島 な お き

田 島  和 明

田  中  健

ともとし 春久

中 屋  文 孝

西 沢  け い た

野 村  有 信

東 村  邦 浩

堀   宏  道

三 宅  茂 樹

両 角 み の る

山 加  朱 美

吉 倉  正 美

米 倉  春 奈

内 館  牧 子

藤 井  寛 行

中 井  敬 二

森 岡 裕 策

あ さの 克 彦

石 毛 しげ る

今 村 る か

宇 田川 聡 史

大 津  ひ ろ 子

大 山 と も子

か ち 佳 代 子

川 松 真 一 朗

きたしろ 勝彦

栗 山 欽 行

河 野  ゆ りえ

小 松 大 祐

近  藤  充

峙 山 知 尚

柴 綺 幹 男

清 水  ひ で 子

鈴木 あきまさ

曽 根 は じめ

高 椙 健 一

橘   正  剛

田 中 た け し

中 嶋 義 雄

中 山 信 行

野 上 純 子

服 部 ゆ くお

藤  井   一

松田 やすまさ

三 宅 正 彦

やながせ 裕文

山 崎 一 輝

吉 住 健 一

中  村  靖

竹  花   豊

宮 内 健 二

畔 上 三 和 子

和 泉 武 彦

植 木 こ う じ

内  田  茂

大 西  さ と る

尾 崎  あ や 子

加 藤 雅 之

か ん の 弘 一

木 村 基 成

こ い そ  明

古 賀 俊 昭

小 松 久 子

斉 藤  あ つ し

桜 井 浩 之

島 崎 義 司

自石  た み お

鈴 木  貫 太 郎

高 木 け い

野 上  ゆ き え

早 坂 義 弘

舟 坂  ちか お

まつば 多美子

み や せ  英 治

山  内  晃

山 下 太 郎

吉 田 信 夫

吉  田  永

乙 武 洋 匡

河  合   潔

小  林   清

み
　
康

ず．　
　
　
Ｌ
ヨ

ヽ
　
　
　
　
一隋
Ц

「
″
　

　

‘‐百

橋
　
‥

高
　
立

一
　

きゆ

桂
　
ろひ

橋

山

長
　
中

谷 村 孝 彦

弘
　
平

信
　
洋

田

　

田

前
　
新
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細  井   優

塚 田  祐 次

松 田  芳 和

松 井 多 美 雄

岡  村   正

長 友  貴 樹

出 川  長 芳

是 松  昭 一

澤 本  則 男

村 野  弘 一

泉   正  文

川 島  雄 二

荒  り|1  昇

木 内  貴 史

菅 原  哲 朗

山  口  香

齋 藤  文 夫

東 海 林 俊 夫

若 宮  茂 樹

川 口 三 二 夫

中 山  正 雄

森   泰  夫

堤   雅  明

野 村  俊 郎

篠  宮   稔

小 松  勝 彦

三  宅   豊

長 尾  英 宏

溝 井  利 和

小 野  恭 子

藤 谷  良 弘

松 村  広 大

奥 山  敏 之

西 川  由 香

大 信  寿 洋

向 坂  嘉 一

矢 岡  俊 樹

松 尾  尚 之

長 谷 川  明

塚 本  直 之

産  形   稔

岳 野  尚 代

山 崎  孝 明

清 水  庄 平

坂 本  義 次

人 田 野 芳 孝

渡 辺  軍 三

菊 池  滋 夫

醍 醐 勇

多 羅 尾  光

真 田 正

文
　

一

俊
　
良

澄
　
溝

川
　
横

司

睦

義

敏

影 山 竹 夫

日 黒 克 昭

濱  野   健

北 チ|1 懐 一

九 鬼 東 一

三 田 敏 哉

秀
　
　
　
和

‥
　
木

　
―

口

　

　

　

Ｆ

大
　
並
　
梅

,とヽ

久

委

員ll

総

委 員

孝
　
憲

忠
　
幸

田

峰

坂
　
小

紀

雄

直

公

‘
谷
　
垣

見氷

稲

員

　

委

委

　

務

徹
　
浩

林
　
本

福
　
山

員 長
　
長
　
員

小 笠 原 行 仲

渡 追 建 一

村 越 政 雄

古 川  貞 二 郎

松

ヨー

ゼッ

塩

杉 浦

飯 坂

菊

林

山 本

岸 本

藤 原

藤 村

西 田

野  原

船 川

戸華:   ナ|
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久 弘

尚 登

幸  一

辰  男

征 悦

坂 井 利 郎

子

嘉

弘

　

ド

和

二

昭

ン

正

一

康

　

ラ

好

惧

文

一

子

戸

崎

コ
タ

澤

井

舞

金
　

三

一
　

一　

行
　
之

良

敬

利

晴

典

二

茂

生

伸

昇

一　

浩
　
　
　
民
　
元

垣

木

Ｌ

木

成

月

板

鈴

樋

鈴

江

藤

純
　
利昌

造
　
夫
　
勲

和
　
樹

美
　
正

勝 義

隆

松
　
鷹

則

信

博

昭

博

吉

孝

勝

二

人

英

　

　

史

清

清

芳

　

元

一

野

谷

岡

田

井

　

泉

柄

藤

藤

中

高

松

岩

新

森

小

末

斉

伊

字 佐 美 義 光

高 山 雅 夫

毅

生

和

明

裕

敬

川  合

植 田

山 本

佐 久 間

末 木

若 尾

松  井

田 村

浅 野

日比 野

加 藤

市 川

松  村

天 野

中 西

伊 知 郎

裕 司

倉ll

輝

慎 也

敦 行

幹 生

晴 彦

清 治

博

日
入

ｎ
ロ

登
　
Ｉ

ル．昨̈
　　
△
〓

修
　
宏
　
久

下
　
根
　
念

日
　
関

城

男

彰

次

一

雄

み

郎

博

智

聡

ヽす

　
一　

康

ム
″

Ｆ
ロ

間
　
橋
　
股
　
司

本

高

猪

古

口

藤

倉

藤

山

衛

山

佐

木 野 内

雅

洋

秀

寿

口

原

槻

井

山

栗

大

川

彦

正

輔

彦

恒

徹

敬

和

奥  田

堀 江

齊 藤

佐 藤

鵜  川

菜 津 子

寛 人

雅 美

敬



史

譲

浩

Ｌ
Ｆ

■
ｏ

　

ス
”

Ｆ
Ｆ浦

齊

石 橋 浩 一也

淳

進

昭

樹

樹

彦

達

　

　

信

直

芳

一

日

藤

井

予

予

予

日

扉

　

　

　

　

　

里

　

里

　

里

　

日

野

平

荒

内

上

大

船

拓

1真

和 哉

光 郎

和 雄

好 道

修 司

建 二

理 恵

榮 一

良 立

俊

西  沢

花  田

齋 藤

花 上

吉 野

松 田

坂 本

野 津

近 藤

森

佐 々木

中 嶋

原  田

越  り|1  均

濱 辺 正 実

増 田 不口 伯

杉 山 隆 充

吹 野 英 明

小 野 嘉 孝

築 地 裕 樹

日 高 和 典 吉 田 義 博 上 間  司

孝

之

守

巳

定

行

裕

　

　

繁

　

　

晴

坂

藤

月

野

古

田

松

佐

老

茅

世

吉

代

靖

道井
　
Ｆ

石
　
原

雄

寛

伸

久Ｆ

澤

川

溶
”加

　
有
　
浅

男
　
之
　
雄

幹
　
知
　
重

井
　
本
　
時

寺
　
士
口　
川

彦
　
之
　
隆

和
　
英

敏

藤

本
口

島

佐
　
川
　
東

史
　
仁

隆尾
　
ホ

長

高

栄
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名
　
△
〓
　
副

照 1

参

長

長

長

に同

与

夫

和

義

壽

司

明

寛

稔

之

昇

之

忠

良6

夫

憲

」ゴ

有

平

末

田

成

西

中

相

関

官

中

築

演

目
'1

小

菅

手

杉

嵯

金

大

岡

中

里

池

藤

根

藤

組

太

水

塚

田

峨

森

日[j

峙

村

脇

田

田

巨
″F

原

井

村

須

田

上

誉  会

競 技 会 役 員

東京都町田市長

公益財団法人日本バ ドミントン協会会長

公益財団法人日本バ ドミントン協会副会長

公益財団法人日本バ ドミントン協会副会長

東京都バ ドミン トン協会会長

一般財団法人町田市体育協会会長

スポーツ祭東京 2013町 田市実行委員会事務局長

森   喜  朗

村 上  忠 治

清 水  規 矩 雄

福  田  武

牧  野   武

福 岡  幸 一

野 村  嘉 明

竹 林  克 彦

鈴 木  隆

磯 井  貞

宮 川  忠

石 川  博

澤   長

加 藤  博

松 浦  稔

本 田  正

近  藤

秋 草  直

佐  藤

鈴 木  勝

野 村  安

木 戸  純

杉 山  郁

関   敏

栗 田  光

関 谷  勝 嗣

橋 本  角 市

平 田 登 志 郎

内 多 小 五 郎

村 山  幸 雄

岡 本  武 利

里 見  光 徳

油 井  秀 男

(順不同・敬称略)

石 阪  丈 一

綿 貫  民 輔

籾 井  勝 人

関 根  義 雄

浅  岡   武

吉  原  修

笠 原  道 弘

林  芳  正

原  二 三 雄

毛 利  清 志

吹 田  修 一

演  中  誠

三 宅  祐 司

佐 藤  芳 朗

遠 井  稔 男

星 野  忠 男

栗  原   進

斉 藤  永 吉

日 野   昇

保 坂  和 也

中 嶋  光 司

杉 山  忠 国

石 田  真 敏

田 村  興 造

西 森  潮 三

冨  田  浩

金 城  芳 雄

田 中  修 一

真 壁  幹 雄

神  戸  照

福 井  正 康

荻  田  責

森 谷 喜 久 男

鈴 木  利 雄

△
〓

岡 村  英 男  川 島  一 郎

藤 本  滋  加 藤  寛 治

中 村  弘  竹 林  克 彦

垣
　
　
　
原

板
　
原
　
菅

森  田

権 田

青 木

小 宮

戸 田

本 郷

山  根

木  村

正 一

昭 二

淳 宏

清 一

節 生

怜

寛

隆 房

紀  征

周 一

克 彦

博

九

正

繁 雄

彬

時 広

清 隆

徹

庸 右

知 子

航

裕

明

得 司

耕 貴

英 二

田  邦 男

瀬  浩 一

林  良 治

岡  熙 章

中 田鶴 子

相  安 信

野  昌 明

尾  昌 由

澤   潔

場   武

永  武 司

山  紀 子

地  孝 彦

中  勉

田  耕 作

林  健 二

原  幸 雄
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今 来

竹 内

谷 沢

細  野

佐 藤

若 林

い わ せ

河 辺

佐 藤

岡 田

有 金

本 多

西 村

沖

石 井

小 池

平 本

植 木

石 川

溝 田

近 藤

幸  山

サ キ

ヒ ロ子

和 夫

龍 子

仲 一 郎

章 喜

和 子

康 太 郎

和 彦

英 子

浩 一

浩 子

正 明

要

洋

重 雄

哲  郎

章 夫

惧 一 郎

勝 哉

将 弘

義 洋

正 泰

直 弥

博

兒  嶋

藤  田

吉 田

佐 藤

あ さみ

新 井

山 下

戸 塚

渡 辺

井 関

渋 谷

酒 井

志 村

馬 場

吉 川

田 後

宗 田

河  野

田 中

高 橋

林

瀬 谷

鈴 田

加 藤

人 木

学

つ とむ

洋 子

美 子

克 尚

て つ や

正 人

厳 太 郎

孝 善

友 克

和 人

靖 彦

昭 乃

正 志

員 人

隆 由

潔

久 雄

倫 正

伸  光

雅 行

良 男

喜 義

邦 治

昇  殿 川  宣 勝

ら 敏明

宣 也

け い 子

孝 典

費 占  幹 夫

川 畑  一 隆

殿 村  健 一

佐 々木  智 子

熊 沢 あや り

三遊亭 らん丈

市 川  勝 斗

松 岡 み ゆ き

池 川  友 一

鷲 北  秀 樹

小 島  達 也

水 越  壽 彦

大 谷  光 雄

市 川  常 雄

楠 本  啓 二

渋 谷  晴 久

亀 田  文 生

坂 本  修 一

松 村  信 一

川 崎  登 志 喜

川 村  益 彦

山 本  正 実

久 保  福 子

伊 藤  公 介

Ｆ讚

西

坂

野

お

大

宮

上

中
　
井

山

田
　
大
　
内

お く 栄 一

齋 藤  祐 善

わ た べ 真 実

森 本 せ い や

高 橋  圭 子

高  橋   豊

坂 下  知 司

平  野   清

大  貫  武

笠 原  裕 至

浅  沼  修

田 後   毅

人 木  友 則

尾 留 川  朗

山  本   登

佐 々 木 の り

平 野  謙 一

萩 原  智 博

渋 谷  守 生

競 技 会 委 員 長

競 技 会 副 委 員 長

公益財団法人日本バ ドミントン協会専務理事

公益財団法人日本バ ドミン トン協会総務本部 本部長

東京都バ ドミントン協会理事長

町田市バ ドミントン連盟会長

スポーツ祭東京 2013町 田市実行委員会事務局次長

阿 部  秀 夫  小  野  理  河 崎  正 紀

帰 山  好 和  坂  上  昭  佐 竹  養 一

銭 谷  欽 治  高 橋  英 夫  民 谷  千 寿 子

能 登  則 男  村 元  英 美  山 田 順 一 郎

藤 原  和 文  宮 路  秀 憲  辻 澤  康 弘

石 森  敏 男  山 中  達 雄  池 田  公 子

今 井  茂 満

千 葉  健 夫

河 合 秀 二 郎

能 條  敏 明

河 野  幸 男

芝  ス ミ 子

西 村  健 二

上 原  信 彦

横  山  登

鏑 木  興 司

競 技 会 委 員
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十

，田

」= 田

落 合

佐  藤

山 田

安 藤

麻 生

簑

川 杉

浩 之

繁

久 夫

隆

ミ ヨ子

武 夫

了 輔

藤 井  弘 行

白 鳥   卓

輌 永  正 信

森   麗  子

大 川  孝 允

村  田  香

久 保 田  剛

青 木  康 敏

橋  回  誠

土 田  証 雄

横 田  和 長

河 内  準 治

目 黒  仁 一

多 田  晃 一

中 村  憲 尚

寺  内  稔

川 原  孝 子

保 田  秀 行

笹 林  義 春

山 城  譲 治

小 川  裕 介

木 村  昭 義

柳   敬  三

原   正  人

奥  村   優

露 木  博 保

大 塚  敏 之

目 黒  克 彦

奥 山  勝 実

佐 野  玲 子

松 本  竜 典

落 合  忠 繁

森 泉  篤 司

上 田  敏 之

島   朝  樹

須 田  和 裕

内  村   実

山 口  高 司

宇 田 川  孝

中 野  正 一

森 本  章 稔

加  藤   孝

樋 地  正 秀

山 川  宏 治

福 島 美 記 子

稲  村   昇

沼 田  昭 子

宮 内  美 廣

小 林  啓 蔵

■4
′(

善 如 寺

木 村

菊 池

西 村

近  岡

本 多

飯 島

本 山

通 昌

日雄

笑 美 子

泰 次 郎

和 宏

昭

修 治

啓 男

初 男
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競 技 役 員 長

総 務 部 長

競 技 審 判 部 長

総合成績計算委員長

総 合 成 績 計 算 委 員

総  務 目11 部 長

総 務 主 任

総 務 冨ll 主 任

総 務 委 員

村 元  英 美

千 葉  健 夫

宮 路  秀 憲

能 登  則 男

殿 川  宣 勝

辻 澤  康 弘

山 中  達 雄

今 来  サ キ

池 田  公 子

落 合  久 夫

佐  藤   隆

佐 野  玲 子

巌   節  子

三 宅  朝 子

中 川  明 文

佐 藤  ゆ か り

入 江  俊 行

中  根   聡

碓 井  あ ゆみ

辻   武  司

横  山  登

笹 林  義 春

小 林  三 男

関  節  子

近  岡  昭

坂 本  智 佳 子

鈴 木  利 雄

目 黒  仁 一

中 澤  悦 子

稲  村   昇

山 田 ミ ヨ子

小 川  裕 介

加 藤  浩 之

仲 川  敏 幸

内  村   実

競 技 役 員

鸞 永

白  鳥

(順不同・敬称略 )

正 信

卓

見  嶋   昇

鏑 木  興 司

山 城  譲 治

森   麗  子

松 本  竜 典

志 村  桂 子

松 本 真 佐 美

野  方   孝

大 佛  房 子

小 野 原  拓

藤 本  隆 恵

伊 藤  良 文

加々見 香代子

吉  田  繁

竹 内

田 村

ヒ ロ子

浩 之

石 森

島

敏 男

朝  樹

木 村  笑 美 子

大 平  ヒ サ

苗 田  節 子

篠 原  ま さ子

柏 谷  直 人

堀   雅  之

野  口  晃

石 川  達 也

太 田  睦 子

野  本   剛

福 島 美 記 子

鶴 田  雅 子

田後 美 世 子

三  船   剛

石 井  芳 文

俯 木  莉 紗

桑  原   淳

森 川  和 子

鈴 木  荘 輔

長
　
任
　
員

部副
　
主
　
委

判審
　
技
　
技

技競
　
競
　
競

進
　
進
　
記

行
　
行
　
録

任

員

任

任

員

任

員

任

員

任

員

主
　
委
　
主

主

主
　
委

委
　
レ
　

レ

‐

　

　

―
卜

　

　

■
ド

主

委

主

委

属ll

遠 山 由 貴 江  山 崎  清 久 保  和 美

小 沼  勇 次

記  録

記  録

シ ヤ

シ ヤ

点  示

点  示

掲  示

掲  示

小 川  正 代
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報  道

放  送

放  送

招  集

招  集

入  場

入  場

練 習 会

練 習 会

主  任

主  任

委  員

主  任

委  員

主  任

委  員

場 主 任

場 委 員

須 田  和 裕

花 岡 久 仁 子

若 林  孝 子

荒 木  康 伸

カロ 藤   孝

多 田  晃 一

折 笠  聖 崇

定 直  史 人

彦  田  勇

光 永  暢 宏

飯 田  公 男

大 向 マ キ子

畦 田 や よ子

伊 勢 崎 綾 子

高 橋  智 子

広 田  知 子

藤 井  弘 行

保 田  秀 行

上 田  敏 之

増 田  朋 晃

岩 崎  夏 樹

安 田  信 一

樽 島  博 幸

大 河 原  淳 一

小  形   浩

大 嶋  峰 子

平 野  安 男

土 谷  玲 子

小 川  員 理

千  葉   毅

鈴 木  英 昭

益 頭  和 雄

柳 沢 小 夜 子

伊 藤  ち は る

小 林  寛 久

野津山 恵美子

横 山  朱 美

久 保 田 千鶴  目 黒  克 彦

岩 崎

尾 崎

脊 黒

甲 斐

藤 根

石 橋

花 岡

伊 巻

ま り

香 代 子

智 子

美 智 代

義 信

秀 久

嗣 夫

む つ 子

安 田

小 川

佐 野

畦 田

伊 勢 崎

宮  脇

石 井

理 英

香

清 美

佐 藤  陽 子

笹 本  英 穂

中 島  久 美

小 宮 山 貞 子

渡 辺  睦 子

菅 原  健 二

吉 水  京 子

中 西 あ ゆみ

三 浦  泰 子

板 垣  哲 司

鈴 木  満 弥

慶  野   誠

田 中  淳 一

中 川  淳 子

吉 田 千 代 子

上 似 屋  淳 一

梅 蔭 喜 久 治

佐  藤   健

岩 崎  和 実
昔  +   ‐
口 1  4｀     :ス :

が 、 キ   カフI:    4｀        ltしヽ

佐 藤  政 行

石 橋  律 子

山 田  芳 香

村  田  香

秋 山  昭 子

裕 見 子

さ
　
治
　
晃

う

親

任

任

主

Ｌ

一不
　
．．

表
　
１

．

中

点得

審

任

員

主副

判

判審

審 皆 川  芳 久

北  原   茂

山 本  浩 二

戸 田 敬 一 郎

六 本 木  歩

木 村 奈 々 子

須 永  和 男

市 川  澄 江

堀 野  雅 裕

内 田  貢 司

深 澤  訓 子

溝 上  善 之

原  山  聡

矢 野  節 子

増 田  智 恵

安 藤  武 夫

藤 崎  靖 子

吉 原  さ と子

早 戸 多 美 恵

佐 伯  玲 子

小 野 寺 政 博

大 谷 恵 美 子

神 田  義 雄

山 田  世 貴

井 原  清 美

菅 崎  誠 司

高 橋  秀 和

前  り|1  正

関  場   武

菅 野  英 美

大 塚  真 弓

原 山 真 理 子

吉 永 正 太 郎

家 財  留 美

草  メll  学

宇 田 川  孝
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深 見

須 見

:や  り||

藤 田

大 澤

岡 島

工 藤

塚 原

木 谷

三 浦

江 澤

萩 原

平 井

宮 田

福 田

安  藤

楯

中 村

横 田

山 口

宮 山

菊 池

朋 子

ひ ろみ

明 美

智 音

つ や 子

工  人

優

陽 子

由 美 子

局  ~

英 二

由か里

由 美 子

直 美

輝 美

博 保

耕 太 郎

成 子

雄 二

葉 月

恵 美 子

山 本  正 枝

小 林  淑 子

飯 野  洋 子

竹 田 小 百合

渡 邊  春 男

関     昭

赤  間   仁

戸 坂 恵 美 子

秋 林 江 梨 子

岡  本   幸

青 木  康 敏

鳥 越  俊 秀

横 川  明 弘

沼 田  昭 子

岡 村  敦 子

北 本  清 行

加  瀬   恵

樋 地  正 秀

菊 池  葉 子

秋 元 み や 子

軍 司  洋 子

小 坂  ゆ か り

小 野 寺 裕 子

松 本  有 実

金   由 善

伊 草  幸 子

工 藤  弘 明

森 原  義 博

山 本  義 正

中 野  正 一

小 林  和 代

平 山  孝 志

新 井  雄 一

藤 井  真 理

高 増  道 子

鮎 川  美 香

瀬  沼  誠

久 家  富 美 子

中 林  和 男

菊 池  泰 次 郎

井 元 忘 美 子

今 野  雄 悟

妙 子

ひ とみ

敬 子

友 子

恵 子

ち り子

史 子

美 津 子

雅 子

秀 明

曜 子

勝 一

牧 子

奈 美

聡 子

功

島 崎

村 本

木 村

西 山

井 上

水 上

小佐野

高 足

寺 井

菅 野

露 木

白木

伊 藤

奥 村

田 ロ

佐 藤

田

岩
　
取
　
山

原

窪

平

香

畠

志
　
男
　
長

三
　
和

篤

律 子

義 浩

敏 朗
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東京都立町田高等学校

堀 越  柚 衣  石 田

奥 野  桜 子  津 崎

東京都立山崎高等学校

渡 辺  雄 太  篠 綺

山崎 瑛 美 梨  笹 森

浅 川  由 衣

東京都立町田工業高等学校

笹  沼  悟  奥 山

竹 内  詠 音  山 口

東京都立成瀬高等学校

古 谷  昌 暉  釜 田

植 木  匠 人  大 関

濱 口 佳 奈  鈴 木

梶  俊  輔  大 矢

鈴 木 美 登 里

東京都立町田総合高等学校

莉 音 佳

葉

夏 帆

千 乃

直 人

翔 太

光 子

莉 果

舞 海

清 晴

田 野  絢 也
加 藤  瑞 樹
内  田  充
松 本  神 委
堤  あ す か

須 田 衣 舞

美 波

七 夏

笑 吉

遥

真 理 奈

梨 菜

有 希 子

石  り11  崚

立 木  優 花

友 添  和 樹

青 木 翔 太 朗

毛 利  智 裕

大  塚   匠

倉 重 健 一 朗

安 城  千 咲

鈴 木  理 紗

茉 優

遥 香

稜

江 越

多 田

朝  島

大 塚

夢 乃

恵 子

凛

鷹 弘

松  尾

小  林

殿 前

瀬 古

土 谷  瑞 樹

中 野  幹 太

井 上  祐 希

前 村  昂 虹

本  間  優

関  奈 々 美

増 本

鹿 又

三 浦

菜 摘

み ち る

慎 平

比 留 間 員未

鮫 島  優 太

塚 原  万 祐 子

清 水  ま どか

競 技 補 助 員
(順不同・敬称略 )

石 井  紗 織  藤 原  夏 美  中 川  怜 奈

藤 本  有 紗

平

苗

諒

伽

岡

橋

串

高

吉 田

長 澤

来 菜

知 輝

千 種

武 藤

愛 里

龍 樹

田 口  暁 佐 藤 弾 石 井 彩

拓

澪

稀

星

有

優

梅 本

長 澤

千  原

出  村

友  保

小 里

高 田

柿 本

大 野

彩 香

銀 河

仁

栞

駿

連 太 郎

啓 夢

倫 和

瑛 玲 香

河 野

森

小 林

中  原

篠 塚

上 鶴

光

樹

樹

健

み

正

　

　

尭

　

　

く

宏

　
　
　
　
め

麻 衣 里

東京都立狛江高等学校

三 浦  郁 美  天 池

伊 東  世 奈  岩 崎

石  川  巧  員 田

東京都立片倉高等学校

鈴 木  佑 悠  熊 谷

姉 時  成 美  小 池

安 井  佑 太  北 村

高 橋  茉 那  田 宮

清 家 菜 々 南  福 本

田

野

峙

河

山

豊

中 村

若 木

安  黒

優 花

拓 美

翔

真 希 河 野  渉 一

橋 本  凌 太

金 澤  涼 花

窪  ひ な た

東京都立小川高等学校

安 部  利 哉  井 上 瑳 喜子  丼 上  湧 樹  小野瀬 晶子  加 藤  彩 花
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金 丸

松 江

稲 見

」ヒ

戸 田

松 山

侑 未

海 風

希 美

菜  月

な つ 美

一 太郎

窪 田

松 澤

井 上

佐 藤

中村

宮 寄

東京都立豊多摩高等学校

千葉  吉 一 郎  福 嶋

齋藤  栞 一 郎  西 尾

笹  俣   凱  安 田

梅 田  侑 佑  増 田

星  希  実  奥 平

森  明  子  坂 田

日本大学第二高等学校

新 井  堅 登  今 倉

高 橋  大 咲  大 脇

小 川  広 大  大  工

宮 内  雄 作  下 田

板 橋  鴻 司  立 川

内 田  大 貴  山 本

橋  本   樹

綿 引 美 ノ 莉

五 十嵐  晃 大

塚 田  悠 那

長 澤  世 那

山 田  真 子

」ヒ 島

本 城

鈴 木

石 川

岡 田

関

土  甘
力 Zさ

さ く ら

宏 和

翔 一

日菜 子

千  晴

森

高 須

死 下

佐 藤

中 林

高 橋

億  人

賀  充

敦 史

紗 佑 里

曰  ′曇
曰  旦

穂 乃 香

萌 実

一 輝

龍 哉

美 里

翔 太 郎

大 吾

凛 太 郎

彩 菜

龍 之 介

倫 一 郎

千 尋

菜 緒

日

日

鹿

本

ぉ

増

秋

大

塚

堀

祥 也

龍 輝

誠 滋 郎

優 花 子

一 樹

雄 一

結 衣

悠 介

菜 月

雪 乃

望 月

飯 野

釜 田

椿

増 田

出 口

山 口

石 垣

鈴 木

引 地

小 林

安 達

′
1ヽ  り||

水 谷

堀 田

美 勇 士

滉 大

由 美

悠  矢

直 也

優 太

舜

倉11

南 帆

裕 貴

聖 人

怜 士

祐 輔

快 斗

三 紀 弘

海 人

小 林

川 崎

平 井

井 上

小 林

恭 亮

真 由

意 大

梨 央 奈

美 優

大 志

大 晃

一 樹

祥 彦

隼 矢

根

田

澤

野

藤

山

久

半

久

近
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実 施 本 部 員

石 井  健 河  本

(順不同・敬称略 )

進  高 橋  良 彰

務
　
内

総

案

営
　
前

運
　
駅

運 営 総 務 部 部長

班 班長

係 係長

係員

広 報 記 録 係 係長

係 員

イ ベ ン ト運 営 係 係長

係 員

輸 送 消 防 警 備 部 部長

輸 送 交 通 班 班長

班員

消 防 警 備 救 護 班 班長

班it

河 井  康 雄

久 松  雄 二

樋 口  真 央

石  岡  勉

諏 訪 部  啓 子

栗 原  尚 子

細 野  正 志

内 田  和 子

小 稗  美 信

中 村  昌 子

掛 川  育 子

東  亮 太 郎

高 橋  徹 男

小  林   学

中  島  彩

皆 木  将 志

北 村  峻 一

磯  崎   悠

人 木 橋  美保

吉 田  公 生

大 川  直 貴

松 本  圭 右

西 山  英 典

三  沢   亘

佐 々 木  啓

高 橋  心 哉

岩 澤  洋 輔

榎 本  悦 次

鈴 木  秀 行

小 林  啓 子

粕 谷  英 孝

榊  真 理 子

堀 江  府 美

飯 塚 陽 子

江 成  裕 司

東 城  美 穂

羽 根 田

吉  川

杉 崎

栗 原

文 夫

輝

光 男

隆 亨

星 野

大 貫

落 合

典 子

亜 利 紗

信 子

山 田  行 雄

大 坪  直 之

菊 地  賢 治

野 々 村  潤

加 藤  光 彦

細 野  康 男

佐 藤  義 男

中村  浩 一 郎

山 口  智 一

佐 藤  ひ とみ

熊 谷  直 文

小 椋 あ ゆ み

滝 沢  恭 司

岡 庭  岳 朗
-22-

高 橋  修 一

佐 川 美 智 子

高 木  幸 枝

田名 部  景 子

田 中  茂 明

和 南城  愛 理

平 野  優 香

吉 田  陽 子

池 上  浩 彰

金 子

篠 崎

加 藤

小 原

富 士 夫

泰 男

淳 一

竜 也

小 林

廣 田

大 久 保

朋 子

真 帆

勇 雄

高 階

唐 沢

康 輔

祐 一

池 田  恵 子

斉 藤  幸 一

井 上  祥 子

高 崎 み さ と

鎌 田  陽 子

徳 本  知 恵

荻 原

中 井

大 塚

太 田

康 義

和 浩

晴 征

優 人

森 田

武 松

加 藤

昭 彦

千 尋

優 子

加 藤  慎 也  霜 鳥  敬 子  山 形  悠 介

野 瀬  麻 理 子  久 保  浩 平
ファーカー ソン

真  樹  子

山 家  優 裕  谷  澤  繁  西 尾  良 太

西 尾  芙 美 江  鬼 頭  敦 子  木 村  定 子

黛  暁 仁  小 島  睦 美

金 成  洋 右  皆 見  洋 三

神 蔵  文 佳  狗  飼  匠  鈴 木  大 介

バ ドミン トン競技部

総   務   班

会 場 総 務 係

部長

班長

係長

係員

救

　

　

　

弁

所  係 係長

係員

当   係 係長

係員

護



歓 迎 接 待 班 班長

関 係 者 受 付 係 係長

係員

休  憩  所

係 係長

係員

係 係長

係員

環境美化・装飾係 係長

係員

班 班長

係長

係員

班 班長

係 係長

係員

係 係長

係員

小 佐 野  鮎 美

齊 藤  明 日香

伊  奈   誠

人 本  文 典

小 野  芳 隆

皆 見  健 一

松 本  恵 子

高 島  舞 子

山 崎  厚 史

堀   正  憲

澁 谷  正 徳

名 倉 穂 菜 美

渡 部  理 恵

谷 田部 秀 行

下 知  丈 晃

田 中  純 太

三 沢  英 昭

岸 波  達 也

狩  野   修

西  村   薫

寺 島  章 智

吉 岡  明 良

今 井  圭 介

長 谷 川 俊 之

下 薗 真 美 子

中 村  光 男

伊 藤  大 二 郎

池 田  奈 央

鈴 木  美 紀

安  田  晋

上 村  哲 夫

橋 本  貞 俊

若 杉  壮 一

赤 木  信 裕

萩 原  成 基

村  上  龍

田 中  宏 樹

堀     仁

中 島  智 徳

杉 山 久 仁 子

鈴 木  敬 之

香 川  純 一

結 城  崇 文

来 住 野  彰

高  橋   登

安 藤  雅 博

菊 地 原  裕

近 野  久 美

新 海  良 文

鈴 木  朝 子

日 高  規 敦

中村 慎 太 郎

高 松  昌 司

田 中 智 恵 美

谷  あ ず さ

宮 坂  晃 洋

若 狭  浩 二

山 田 翔 太 郎

小 川  達 也

人 木  豪 史

守 田  龍 夫

石 井  良 明

佐 野  和 弘

齋 藤  貴 之

井 上  時 得

伊 藤  貴 弘

秋 山  晴 香

大 塚  浩 志

中 村  孝 志

武  田  茂

高 野  芳 誠

齊  藤   亮

飯 島  一 郎

佐 々木 真 人

齋  藤   和

藤  り|1  和
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塩 沢

草 柳

窪 田

坂 本

小野寺

直 崇

雄 一

多 恵

宏 美

恵美子

結 城  基 樹

大 塚  由 季

和賀井 ゆう子

能 登 あや な

山  岡   献

田 村

新 井

佐 藤

鈴 木

小 沢

戸 部

貴 紀

達 也

研 吾

久 満

山 本  亮 治

中 村  知 弘

小 島 あ ゆみ

尾 作  淳 一

田 後  誠 一

渋  谷   茂

川  上   了

高 野  勇 紀

西  り|1  豊

中 村  政 司

守  屋   涼

高 田  康 宏

島 村  卓 爾

高 山  和 沙

丸 山  佳 奈

大  寄   朗

中 澤  和 志

堀 屋 敷  裕

大 石  健 司

浅 沼  利 行

東 出  大 吾

藤 村  拓 也

高 木  貴 弘

高  野   勇

野 澤  茂 樹

安 倍  美 絵

宮 川  尚 士

星 野  圭 輔

林   聖  子

赤 沼  里 瑛

井 出 三 保 子

田 中  和 広

高  橋   悠  宮 崎  ちひ ろ

会 場 案 内

滝 上

佐 野

小 泉

田 中

平 岡

諏 訪

河 井

人 尾

石 川

中 山

大  貫

吉 川

鈴 木

得  地

星 野

利 恵

和 男

幸 子

晶 子

愛 衣 子

健 一

和 枝

由 廣

美 有

啓 樹

安

亮 平

陽 平

隆

裕 也

会 場 輸 送

典
　
場

式
　
会

技
　
技

競
　
競

練 習 会 場

史
　
男

剛
　
宗



式 典 表 彰 係 係長

係 員

記 録 速 報 係 係長

係員

実 行 委 員 ´、

事務局長

事務局次長

事務局

江 口

大 澤

田 中

江 口

田  村

宮 澤

北 川

笠 原

能 條

田 中

山 口

永 田

竹 村

織 茂

琢 磨

夏 子

亜 衣

千 里

優

純 平

竜 平

道 弘

敏 明

禾ll 不ロ

修 二

健 二

真 宜

由 美 子

大 貫

坂 本

サ ユ リ

祐 美 子

江 藤  利 克  福 野  泰 樹  市 川 佐 智 子

渡 邊  祥 平

滑 川  浩 克

田 嶋  ゆ み

櫻  庭   進

栗 原  は るか

三 田村 敦 朗  芝 野  泰 斗

林

間 宮

川 井

山 城

津 野

濱 田  聖 実

河 合 健 一 郎

早  り|1  卓

典
　
也
　
絵

勝

直

智

口

　

田

　

里

杉
　
岡
　
吉

古 賀

千 坂

寛

明 子

輝

舞 子

勇 人

大 西
直  ―十
月= 今

笹 川

河 口

桑 原

敏 雄

美 佳

啓

正 秋

美 保 子

譲 治

美 穂
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競 技 会 補 助 員

会 場 総 務 係

弁 当 係

関 係 者 受 付 係

藤 平 三 千 男

外 山  佳 子

山 田  貴 子

荒 木  洋 子

柏 木  初 美

中 丸  吉 隆

大 谷  賢 二

自 垣  一 久

安  東   栄

高 橋 満 智 子

日 垣  昌 士

緒 方  克 俊

坪 井  喜 子

青 柳  恵 子

落 合  昭 子

関   明  子

大 久 保  珠 美

田 中 智 枝 子

渡 仲  昇 司

金 子  好 文

渡 仲  昇 司

金 子  好 文

石 井  典 子

尾 崎  あ りか

王 前  祥 子

保 屋 野 ふ み

村 田  雅 文

釘 宮  宏 章

湯 浅  克 之

漆  畑   責

金 子  和 子

小 作  弘 子

天 野  義 雄

小 島  輝 和

遠 藤  真 弓

林

福 田 み ど

石 島  と よ

井 上  和

吉 田  正

村 田  秀

鈴 木 久 美

江 日  正

水 野  和

内  と し

鶴 見  郁

稲 垣  雪

阿  部

野 村  千 枝

野 中 千 代

服 部  敬

石 川  恵

石 井  弘

伊 藤  啓

大 島 マ サ

久 保 田 公

宇 野  昭

小  島

佐 藤  玲

重 村  晴

半 澤  千 栄

米 山  秀

上 別 府  春

渡 邊  娃

高 芝 は つ

大 隅  朝

岡 山  文

河 西  琴

保 田 由紀

(順不同・敬称略 )

鈴 木  光 忠

告 井  健 二

濱 田 友 希 恵

百 瀬  明 子

阿 部 優 美 子

篠  原   佑

柴 崎  英 也

小 室  由 美 子

高 橋  昌 二 郎

保 坂  よ し子

飯 富 美 智 子

杉 嶋  治 男

伊 藤  忠 一

大 貫  和 代

鈴 木  梅 子

唐 木 田 洋 二

高 橋  茂 夫

小 林  幸 子

山 田  通 弘

河 野  章 子

山 田  静 江

諏 訪  康 江

小 林  正 健

比 留 間 安 子

松 本  久 子

諸  田  穣

佐 々木  秀 子

岡 庭  紗 智 子

山 澤  和 子

岩 浜  人 江 子

五 十 嵐 文 次

東  野   至

門 間  良 子

吉 澤  弘 一

今 野

本 部

石 塚

大 貫

橋 本

佐 藤

織 田

上 神 田

岩 松

岩 松

北 川

自 方

山 岸

河 野

紀 田

高 梨

斉 藤

山岸

松 本

須 田

奥 村

藤 田

松 尾

山 岸

鈴 木

金 丸

北 村

北 村

青 木

綱 倉

横 山

有 満

富 恵

雅 順

慎 二

康 弘

恭 平

光 信

マ キ子

正 子

正 樹

二 重 子

柊 次

未 来

恵 治

秀 一

里 香

伸 夫

桂 子

英 樹

道 子

奈 保 子

亜 矢 子

外 喜 子

勇 二

忠 行

明 人

博 之

真 理 子

友 莉 菜

加 代 子

太 一

亜 矢 子

啓 子

ヒデ 子

美 代 子

守

り

子

美

′心

子

子

人

枝

子

弥

枝

護

子

子

子

子

明

子

子

子

子

純

子

当争
ヌ:

子

子

江

子

江

子

子

子

子

中
　
井

田
　
吉

会 場 案 内 係

休 憩 所 係
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環 境 美 化 装 飾 係

輸 送 管 理 係

競 技 会 場 係

式 典 表 彰 係

川 口 親 和

日 置  桂 子

山 口 千鶴 子

清 田  宏 子

岡 田  積 子

吉 原  典 子

山 田  裕 子

宮 地  幸 雄

駒 場  和 子

田 口  幸 子

柴 川  トモ 子

松 永  春 美

塩 田  安 示

森 山  定 雄

荒 木  知 子

落  合   責

百 々  義 夫

福 山  政 夫

中 里  大 夫

横  山  翔

鷲  山  裕

小 林  啓 蔵

押 田  博 之

細 野  信 男

蒲 生  秋 吉

斉 藤  秀 男

宗 村  信 行

蒲 生  秋 吉

斉 藤  秀 男

花 房  伸 子

吉 田  菊 枝

山  下   薫

小 田  隆 士

松 本  良 彦

武 井  博 幸

川 田  知 佳

相 沢  和 宏

山 城  邦 久

高 見 沢  裕

浦  野   章

渋 谷  仲 子

中 野 渡 武 美

水  野   大

能 條  フ ミヨ

小 川  麻 子

津 軽  正 代

山 口 典 男

斉 藤  芳 三

松 島 せ つ 子

森   修  平

藤 見  明 美

篠 原  弓 輝

横 山 ケ イ 子

水 上  町 子

田  中  勲

笠 置

井 上

佐 藤

柴 崎

北 原

西 内

鈴 木

二 村

小座間

菊 地

吉 田

砂 走

近 田

志 田

富  樫

西 内

五 十 嵐

花 沢

石 井

深 川

渡 辺

佐 藤

長 谷 川

山 口

高  橋

加 藤

豊 島

井 上

田 中

関 川

片 岡

遠 藤

千 葉

渡 邊

山  岸

天 音

智 宏

晃 司

保 子

利 子

遼 祐

貴 士

員 弓

美代子

容 子

智 子

良 子

典 子

貴 紀

倫

一 修

洋 子

幸 次

美 津 江

美 麗

拓 哉

宏 則

紘 樹

佳  古

直 也

愛 望

聡

恵 美 子

洋 子

あ さ子

澤 子

文 正

洋 子

恵 美 子

秀 治 郎

暢 大

愛

藤 田

藤 側

西 内

西 内

菅 原

小 黒

柴  田

久 保

鈴 木

笹 田

西 橋

小 松

谷  川

大 澤

石 川

伊舎堂

桑 村

寺 尾

青 島

鈴 木

原

植 田

市 川

南 谷

多 田

清 水

近  藤

美 砂 緒

怜 奈

淳 子

佑 美

あ つ 子

令 子

瑛

保 子

香 代 子

広 美

直 美

暢 雄

巌

重 子

佑 子

サチ子

和 香

和 子

洋 司

嘉 代 子

直  毅

昇  司

玲  子

和 子

麻 衣

美 雪

法 子

利 子

美 裟 子

佳 子

幸

優 海 代

邦 子

孝 喜

智 栄

弘 美

中 澤 ふ さ子

佐 藤  美 穂

黄 川 田  南

黄 川 田 久 枝

武 井  美 子

三 石 東 洋 児

頼 住  悠 斗

森   甫  子

奥 田  昌 行

石 堂  郁 雄

熊 谷  勇 夫

比 留 間 敏 子

田

関
　
増

田
　
西

原

原

宮

香

添 川

吉 村

田 口

保 坂

間 宮

小 野

村 山

京 子

美 枝

谷 川

深 津

博 宣

美 歩

記 録 速 報 係
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駅前案内係 (町田駅 )

駅前案内係 (鶴川駅 )

広 報 記 録 係

イ ベ ン ト運 営 係

打 木  敏 夫

高 杉  香 織

吉 田  昌 生

長  田  剛

宮 高  勇 二

来 田  悦 一

木 村  明 子

秋 田  龍 輝

太 田  忠 寛

金 子  芳 江

平 野 内 玲 奈

田金  さ く ら

鈴 木  愛 子

小 野  愛 生

館 澤 紗 智 子

宮 本  信 也

和 田  晴 美

小 林  美 穂

小 久 保  弘 二

竹  内  巌

長  坂   暖

岡  ひ と み

冨 田  節 夫

館 山  高 幸

木 下  弘 明

山 口 篤 也

安 達  省 吾

井 上  隼 也

林     守

松 崎  善 子

大 澤  恵 子

栗 田  侑 典

酒 井  春 夫

山 崎  正 雄

角 浜 富 美 恵

渡 辺 人 重 子

原 島  秀 宣

伊 地 知 晴 美

木 谷  美 静

池 田  壽 甫

王  暁  蒙

田 後  唯 花

飯 田  綾 子

増 田 恵 美 子

郡 司  春 菜

渡  邊   修

中川 マ サ イ

広 瀬  裕 子

浅 野  ヨシ子

平 林  由 子

り|| ロ

牛 島

長 瀬

原

施

江 藤

加 藤

新 井

井 上

佐 藤

巽

永 井

岡 田

横 竹

田 後

圭 介

新 一

吉 輝

道  子

恩

るみ 子

理 央

智 之

由 美

美 穂

洋

征 男

和 枝

将 文

雅 子

伏 見

山 下

吉村

賀 谷

岩  本

岩 本

池 座

本 田

柿  澤

福 島

佐々木

上  野

山 本

藤 見

下 山

渋 川

萩 原

廣 瀧

島 寄

佐 藤

斉 藤

谷 川

中 島

三 沢

佐 藤

栗 原

山 口

河 野

小 室

千 葉

栗 原

田 村

田極

佐 藤

久 美 子 涌 井

細 野

安 田

清 水

村 山

一 石

岩 崎

藤 原

能 登

森 西

大 谷

禾口 E日

須 山

斎 藤

石 川

竹 内

武 雄

光 晴

正 男

絢 子

富 美 子

靖 江

け い 子

月 子

さつ き

迪 世

直 子

美 津 子

喜 蔵

正 彦

真 衣

悦 子

博 子

由香 利

秀 夫

勉

郁 子

小 百 合

友 子

治

チ ヨ

清四郎

恵

金 雄

守 広

正 恵

典 昭

とき子

ま り

泰 次 郎

盛 孝

久 美 子

博 宣

美 智 江

淳 一

仲 幸

祐 輔

留 美

泰 令

政 治

公 男

祐 輔

健

美 根 子

美 千 子

作 道  百 合 子  吉 開  高 信

福 田

り|| ロ

熊 坂

智 行

真 弓

弘 道

新  藤   歩

藤 田 耕 一 郎

芝 川  幸 弘

中 村  正 和

秋 元  正 澄

川 原  茂 子

市 川  恵 子

岡 田  和 枝

竹 村  静 香

大 石  忠 雄
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総  則

開 催 の 趣 旨

国民体育大会は、広 く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚 して国民の健康増進

と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、国民生

活を明るく豊かにしようとするものである。

第 68回国民体育大会は、多摩・島しょ地域を中心に東京都全域を舞台としてアスリートの夢が

羽ばたく大会とするとともに、第 13回全国障害者スポーツ大会との共通愛称である「スポーツ祭

東京 2013」 のもと一つの祭典として障害のある人とない人の連帯の輪を広げ、スポーツの素
晴らしさや様々な可能性を広く国民にアピールすることでスポーツヘの共感を生み出し、スポー

ッムープメントの醸成により誰もが生涯を通じてスポーツを楽 しむことができる社会の実現を目

指 し、開催するものである。

東日本大震災からの復興に向かう我が国において、スポーツの力で被災地の人々を元気づけ、

東京オリンピック・パラリンピックにつながる大会となるよう、都民をあげて開催する。

実 施 方 針

1 実施競技

2 会期及び会場地

¬~  ■=  立上  ++
■し    ,'ヽ    兄.兄    `,ζ 公開競技

陸上競技、水泳、サツカー、テニス、ポー ト、ホツケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケツトボール、 レスリング、セーリング、
ウエイトリフティング、ハンドボール、自転車、ソフトテニス、卓球、

軟式野球 、相撲 、馬術 、 フェ ンシング、柔道、 ソフ トボール、

バ ドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフツトボール、

山岳、カメー、アーチエリー、空手道、銃剣道、クレー射撃、なぎなた、

ボウリング、ゴルフ

高等学校野球

ビーチバレー

トライアスロン

期△
バ 会場地

平成 25年 9月 28日 (土 )
～10月 8日 (火 )

〔11日 間〕

港区、新宿区、文京区、台東区、墨田区、江東区、品川区 、

大田区、世田谷区、北区、練馬区、足立区、江戸川区、

八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、青梅市、府中市、

昭島市、調布市、町田市、小金井市、小平市、 日野市、

東村山市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、東大和市、

清瀬市、東久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市、羽村市、

あきる野市、西東京市、瑞穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町、

大 島町、三宅村、八丈町、埼玉県長瀞町、千葉県印西市

詠泳,ボートビ■ルー鍬会は下訓訥で難

平成 25年 9月 11日 (水 )
～15日 (日 )

〔5日 間〕

江東区、渋谷区、江戸川区、新島村、神津島村
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3 競技方法
各競技実施要項に示す方法とし、正式競技は都道府県対抗で実施する。

4 ドーピング検査の実施
大会における ドービング防止活動 (ド ービング検査及び ドーピング防止教育啓発活動)は 、

公益財団法人日本アンチ・ ドービング機構が定める「日本 ドービング防止規程」及び別に定め

る「国民体育大会ドービング防止活動に関するガイドライン」に基づき実施する。

なお、治療の目的で禁止物質・禁上方法を用いる必要がある場合は、事前に「治療目的使用

にかかる除外措置」(TUE)に 係る手続きを行うこと。

5 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。

なお、参加資格については、「第 68回 国民体育大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準等

の解釈・説明」を併せて確認すること。

【 公益財団法人日本体育協会ホームページ http:〃wwwiapan・ sports.or」 p/ 1
(1)参加資格
ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日
本国籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。

(ア)「 出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」(「 日本国との平和
条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別

永住者」を含む。)

(イ)少 年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
a 「学校教育法」第 1条 に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「 8 参加申込方
法」で定めた参加申込締切時に 1年以上在籍していること。

b 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」又は「家族滞在」
(中学 3年生)に該当していること。

(ウ)成 年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
a 少年種別年齢域にあった時点において前号 (イ )に該当していた者であること。
b 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会終了時において「留
学」に該当しないこと。

[注 ]上記 (ウ )bに ついて、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する

者は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合

も「留学」と同等に扱う。

イ 選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長 (代表者)と 体育 (ス ポーツ)協会
会長 (代表者)が代表として認め、選抜 した者であること。
ウ 第 66回又は第 67回大会 (都道府県大会及びプロック大会を含む。)に おいて選手及び監
督の資格で参加した者は、次の場合を除き、第 66回又は第 67回大会と異なる都道府県か

ら参加することはできない。

(ア)成 年種別
a 平成 24年度に「学校教育法」第 1条 に規定する学校を卒業した者
b 結婚又は離婚に係る者
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c ふるさと選手制度を活用する者 (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)
[注 ]別 記 3「 JOCエ リー トアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受

け、ふるさと選手として参加する者を含む。

d 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者 (別記 5「東日本大震災に係る選
手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。)

(イ )少 年種別
a 平成 24年度に「学校教育法」第 1条に規定する学校を事業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c 一家転住に係る者 (別記 2「「一家転住等」に伴う特例措置」による。)
d JOCエ リー トアカデミーに在籍する者 (別記 3「 JOCエ リー トアカデミーに係る選手

の参加資格の特例措置」による。)

e 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者 (別記 5「東日本大震災に係る

選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。)

工 選手及び監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ 1競

技に限り参加できる。

力 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することは
できない。

キ 上記のほか、選手については次のとおりとする。
(ア)健 康診断を受け、健康であることが証明された者であること。
(イ)都 道府県大会及びプロツク大会に参加し、これを通過した者であること。
(ウ)ド ービング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。
ク 上記のほか、監督については公益財団法人日本体育協会 (以下「日本体育協会」という。)
公認スポーツ指導者制度に基づ く競技別指導者資格を有する者とし、各競技における対象

資格については当該競技実施要項によるものとする。

なお、第 68回大会における特例として、以下の者の取 り扱いについて、各競技において

別に定める。(「第 68回国民体育大会における監督への公認スポーツ指導者資格の義務付け

に係る取 り扱いについて」参照 )

(ア)平 成 24年度公認スポーツ指導者養成講習会の修了者 (平成25年 10月 1日付認定予定者)

(イ )平 成 25年度公認スポーツ指導者養成講習会の受講者
(2)所 属都道府県

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県か

ら選択することができる。

ア 成年種別
(ア)居 住地を示す現住所
(イ )勤 務地
(ウ)ふ るさと (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)

[注〕別記 3「 JOCエ リー トアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受

け、ふるさと選手として参加する者を含む。

イ 少年種別
(ア)居 住地を示す現住所
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(イ ) 「学校教育法」第 1条 に規定する学校の所在地 (以下「学校所在地」という。)

(ウ)勤 務地
(工)別 記 3「 JOCエ リー トアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校
の所在地

※  「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、平
成 25年 4月 30日 以前から本大会終了時 (平成 25年 10月 8日 )ま で、引き続き当該地に、

それぞれ居住、勤務、又は通学 していなければならない。ただし、次の者はこの限りでは

ない。

[成年種別]

a 別記 4「 トップアスリー トの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける場合
b 別記 5「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適
用を受ける場合

[少年種別]

a 「一家転住」 した場合
b 別記 4「 トップアスリー トの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける場合
c 別記 5「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適
用を受ける場合

(3)選手の年齢基準
ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。
(ア)成 年種別に参加する者は、平成 7年 4月 1日 以前に生まれた者とする。
(イ)少 年種別に参加する者は、平成 7年 4月 2日 から平成 10年 4月 1日 までに生まれた
者とする。

(ウ)年 齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、平成 25年 4月 1日 を基準とす
る。

イ 日本体育協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定す
ることができる。ただし、年齢の下限は中学 3年生 (平成 10年 4月 2日 から平成 11年 4

月 1日 までに生まれた者)と する。

(4)前 記の各事項に疑義のあるときは、日本体育協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、

日本体育協会がその可否を決定する。

別記 1【国民体育大会ふるさと選手制度】

(1)成年種別に出場する選手は、開催基準要項細則第 3項 〔本則第 8項第 1号及び第 10項第
4号 (参加資格及び年齢基準等)〕 に基づき、下記のいずれかを拠点とした都道府県から参

加することができる。

ア 居住地を示す現住所
イ 勤務地
ウ ふるさと
(2)「ふるさと」とは、事業中学校又は事業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県と

する。

ただし、JOCエ リートアカデミーに係る選手については、別記 3「 JOCエ リートアカデミ

ーに係る選手の参加資格の特例措置」第 3項 により取り扱うものとする。
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(3)我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、

日本における滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。

(4)「ふるさと選手制度」を活用 し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」

を登録 しなければならない。

なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。

(5)「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第 3項 ― (1)-1)一 ③ (国内移

動選手の制限)に抵触しないものとする。

(6)「 ふるさと選手制度」の活用については、原則として、 1回 につき2年以上連続とし、利

用できる回数は 2回 までとする。

(7)参加都道府県は「ふるさと選手」を別に定める様式により、当該大会実施要項で定めた参

加申込締切期日までに、日本体育協会宛に提出する。

別記 2【「一家転住等」に伴う特例措置】

転校への特例

1 以下の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限 (開催基準要項細則第 3項 ―

(1)-1)一 ③)に抵触しないものとする。

(1)こ の特例の対象は、少年種別年齢域の参加者に限る。

(2)本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。

なお、「一家転住等」とは概ね次のことを言う。

ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居

(3)転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。

ア 本特例を受けようとする参加者は、下記 2(1)の場合は転居元、下記 2(2)の場合は転

居先が属する都道府県体育 (ス ポーツ)協会 (以下「都道府県体育協会」という。)及 び

都道府県競技団体に対 し、その旨報告すること。

イ 報告を受けた都道府県体育協会及び都道府県競技団体は、下記 2(1)の場合は転居先、

下記 2(2)の場合は転居元が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体に対し、その

旨報告し了承を得ること。

2 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。

(1)転居 した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加するこ

とができる。

ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合
イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合

ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合

(2)転居 した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加するこ

とができる。

ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始され

ていない場合
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別記 3【 JOCエ リー トアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置】

公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「JOCエ リー トアカデミー」に係る選手の

うち、次の (1)に該当する者については、開催基準要項細則第 3項 及び別記 1「国民体育大会ふ

るさと選手制度」に関し、次の (2)ヽ (4)の 特例を適用する。

(1)対 象者
ア 少年種別年齢域の選手で JOCエ リー トアカデミーに在籍する者
イ 成年種別年齢域の選手で JOCエ リー トアカデミーを修了した者、または同アカデミーに
在籍する者

(2)少年種別年齢域の選手の所属都道府県
(1)ア に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、「居住地を示す現住

所」、「学校所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択するこ

とができる。

なお、同アカデミーヘの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学

していた小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

(3)成年種別年齢域の選手の「ふるさと」
(1)イ に定める成年種別年齢域の選手は、別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」 (2)

に定める事業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県のほか、卒業小

学校の所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。

なお、同アカデミーでの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学

していた小学校の所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。

(4)国 内移動選手の制限に係る例外適用
(1)ア に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会 (都道府県大会を含む。)と 異なる都道

府県から参加する場合、開催基準要項細則第 3項 ― (1)-1)― ③ (国内移動選手の制限)
に抵触しないものとする。

[注 ](1)イ に定める成年種別年齢域の選手については、開催基準要項細則第 3項 ― (1)一
1)一 ③ (国内移動選手の制限)の規定に従い取 り扱うものとする。

別記 4【 トップアスリー トの国民体育大会参加資格の特例措置】

l 特例の対象となる選手
本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。

(1)第 30回 オリンピック競技大会 (2012年・ロンドン)に参加した者
(2)平成 25年 4月 30日 時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象
として認めた者

ア JOCア スリー トプログラム強化指定選手
イ 各競技 (種 日)に おける国内ランキング上位 10位以内の者
ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手
※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上の
カテゴリーを対象とする。

2 特例の内容
(1)―予選会の免除

本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びプロック大会を経ずに国民体

-33-



育大会本大会に参加することができるものとする。ただし、プロック大会実施競技種目・

種別においては、当該都道府県代表選手又はチームがプロック大会に参加し、本大会参

加枠を獲得 している場合とする。

(2)資格要件 (日 数要件の緩和 )

本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」

を選択する場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以 下のとおりとする。

ア 居住地を示す現住所
次の要件をいずれも満たすものとする。

(ア)平 成25年 4月 30日 以前から大会終了時まで引き続き、住民票記載の住所に存する都
道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外 (海外を含む。)に おい

て生活している実態がないこと。

なお、生活の実態については、下記要件により判断する。

a 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借 していること
b 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること
c 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担 していること
d 当該住居に主要な家財道具が存すること
(イ )合 宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起
点としていること。

イ 勤務地
次の要件をいずれも満たすものとする。

(ア)平 成25年 4月 30日 以前から大会終了時まで引き続き、雇用主と雇用契約を締結した
上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通勤 し、勤務 してい

ること。

(イ)当 該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。
3 国内移動選手の制限
本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細

則第3項― (1)-1)一③の通りとする。

別記 5【東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置】

l 特例の対象となる被災地域都道府県
震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨

城県、千葉県の 6県 を本特例の適用対象となる被災地域都道府県 (以下「特例対象県」とい

う。)と する。

なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこ

ととする。

2 特例の内容
(1)特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和

ア 以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要
件を満たしていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象
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県における「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たすこ

とができなくなった者

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

(ア)平 成 23年 3月 ll日 (震災発生時)時点において、当該特例対象県内に居住又は

勤務 していた者。もしくは当該特例対象県内の学校教育法第 1条 に規定する学校に

在籍していた者であること。

(イ )災 害が発生しなかったと仮定 した場合、平成 25年 4月 30日 以前から各競技会終了

時まで継続 して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務

地」とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。

(2)避 難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動 した以下の選

手及び監督については、移動先の都道府県から参加することができる。

なお、この場合、第 66回及び第 67回大会に当該特例対象県から参加していても、国

民体育大会開催基準要項細則第 3項 一 (1)-1)一 ③ (国内移動選手の制限)に は抵
触 しないものとする。

【特例の対象者】

被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によつて、当該特例対象

県から移動せざるを得なかった者。

ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

(ア)平 成 23年 3月 11日 時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務 していた者。
もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第 1条 に規定する学校に在籍していた者

であること。

(イ )移 動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」とする
要件を満たしていること。

なお、移動が生じた時期が平成 25年 4月 30日 以降の場合は、移動先の都道府県の

予選会開始までに要件を満たしていることとする。

[注 ]「居住地を示す現住所」及び「学校所在地」として参加を希望する者については、
当該自治体への住所に関する届出又は学籍に係る要件を満たしていなくとも、それ

に準ずる公的な証明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは通学 し

ている実態を有していると日本体育協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場

することができる。

イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から第 68回大会に参加した者が、第
69回大会において、以下のような震災にかかる理由により再度都道府県を移動して参加

する場合は、国民体育大会開催基準要項細則第 3項 ― (1)-1)一 ③ (国内移動選手
の制限)に は抵触しないものとする。

<例 > ○ 避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合
○ 避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」
又は「勤務地」とする場合

○ 他の都道府県に避難先を移す場合
(3)避難等による移動先の属する都道府県において学校を事業した場合の「ふるさと」選択
要件の緩和
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避難等による移動先の属する都道府県において中学校または高等学校を卒業した者が、

成年種別年齢域に達した際、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する場合、

以下のいずれかを「ふるさと」として登録することができる。

① 卒業中学校または卒業高等学校の所在地
② 災害の発生した時点で在籍していた中学校または高等学校の所在地
なお、本特例を適用して上記②の学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、

卒業中学校または事業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録した

「ふるさと」は変更できない。

〔特例の対象者】

平成23～ 24年度に、避難等による移動先の属する都道府県において中学校または高等

学校を卒業した者。

6 各正式競技の総合成績決定方法
各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。

(1)次のア、イの得点を合計 したものを男女総合成績 (天皇杯得点)及 び女子総合成績 (皇后

杯得点)と する。

ア 競技得点
競技得点は、各種別、種目などの第 1位から第 8位 までの都道府県に与え、次のとおり

とする。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り

切れない場合は、少数第 3位以下を切 り捨てる。

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位

種別

4人以下 24′点 21点 18点 15点 12点 9点 6点 3点

40点 35点 30点 25点 20′点 15点 10′点

8人以上 64点 56′点 40点 32.点 24点 16点 8点

種 目 8点 6点 5点 3点 2点 1点

〔注〕「種別」:種別などに与える競技得点   「種目」:種 目などに与える競技得点

イ 参加得点
参加得点は 10点 とし、大会 (プ ロック大会を含む。)に参加した都道府県に与える。

ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加しなかった場合

は与えない。

(2)各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。ただし、天候その他の事情によリー部競

技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員会が協議する。

(3)参加資格違反等に関わる得点等の取 り扱いについては、「国民体育大会における違反に対

する処分に関する規程」によるものとする。

表彰

(1)冬 季大会及び本大会で実施 した全正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に天皇杯を、

同じく女子総合成績第 1位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

(2)冬季大会及び本大会で実施 した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位か

ら第 8位 までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

(3)各 正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に、国民体育大会会長 トロフィーを授与する。

(4)各 IE式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位から第 8位 までの都道府県に、それ

7
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ぞれ表彰状を授与する。

(5)各競技の各種別及び各種目などの第 1位から第 8位 までに賞状を授与する。団体競技の場

合は、その都道府県名とチーム全員 (監督を含む。)の氏名を記載 したものを都道府県用に

1枚、更にその都道府県名と個人名を記載 したもの、又は都道府県名とチーム全員 (監督を

含む。)の氏名を記載したものをチーム全員に授与する。

8 参加申込方法
(1)都道府県の体育協会会長 (代表者)及 び各競技団体会長 (代表者)は 、連署の上、都道府

県大会又はプロック大会において選抜された者及び公益財団法人日本高等学校野球連盟が

選出したチームを、大会会長宛に申込むものとする。

(2)参加申込は、定められた締切日までに国民体育大会参加申込システムにより行う。

(3)参加申込締切日

締 切 日 競   技

①平成 25年 8月 22日 (木 )
水泳、ボー ト、セーリング、自転車、相撲、カメー、

ボウリング、ゴルフ、ビーチバレー、 トライアスロン

②平成 25年 8月 28日 (水 ) 柔 道

③平成25年 9月  4日 (水 )

陸上競技、サッカー、テニス、ホッケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、

ウエイトリフティング、ハンドボール、ソフトテニス、

卓球、軟式野球、馬術、フェンシング、ソフトボール、

バ ド ミ ン トン、 弓 道 、 ラ イ フ ル射 撃 、 剣 道 、

ラグビーフットボール、山岳、アーチェリー、空手道、

銃剣道、クレー射撃、なぎなた、高等学校野球

(4)参加申込様式は、日本体育協会が実施競技団体と協議の上、作成する。

(5)参加申込締切後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を交
代する場合は、次のア～ウ宛に所定の様式にて届け出なければならない。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
イ スポーツ祭東京 2013実 行委員会事務局
ウ スポーツ祭東京 2013各 競技会場地区市町村実行委員会事務局
なお、日本体育協会に対 しては、大会終了後、所定の手続きにより参加申込情報を修正す

ること。

9 棄権手続
参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合

には、所定の棄権手続をとらなければならない。

なお、棄権手続に係る届出については選手交代届と同じ様式を用いること。

10 大会参加負担金

(1)本大会に選手団 (視察員を除く。)を 派遣する都道府県体育協会は、一人当たり次のとお
り参加負担金を納入する。
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11

区    分 負 担 金

少年の種別に参加する選手 1,500111

上記以外の者 (本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等 ) 2,000 1il

(2)大会参加負担金は、各都道府県体育協会で取 りまとめ、次のとおり納入する。

ア 納入締切日
平成 25年 9月 4日 (水 )

イ 納入先
みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729
公益財団法人日本体育協会

宿泊申込

大会参加者は、スポーツ祭東京 2013実 行委員会が指定した所定の様式により、定められ

た締切日までに申込む。

12 参加選手団本部役員編成及び視察員

(1)参加選手団本部役員は、次のとおりとする。

ア 参加選手 500名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 20名以内とする。

イ 参加選手 300名 以上 500名 未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 15名以内とす

る。

ウ 参加選手 300名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 10名 以内とする。

(2)上記役員のほか、 5名以内の顧間を設けることができる。

(3)上記 (1)及び(2)に よる本部役員総数の範囲内で、スポーッドクターを帯同するものとする。

(4)参加選手団本部役員の 1日 あたりの編成人数については、上記 (1)及 び(2)に よる人数を上

限とする。

(5)視察員は、 1都道府県 3名以内とする。ただし、平成 26年以降の国民体育大会の開催が

決定又は内定 している県については、長崎県 100名以内、和歌山県及び岩手県 60名以内、

愛媛県及び福井県 40名以内とする。

13 大会参加章、大会参加記念章及び視察員章の交付

大会参加章、大会参加記念章及び視察員章は、次の者に交付する。

(1)大会参加章

都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技役員

(2)大 会参加記念章

デモンストレーションとしてのスポーツ行事参加者

(3)視察員章
視察員

14 参加上の注意

(1)大会期間中は、交付された大会参加章、大会参加記念章又は視察員章を携帯しなければな

らない。

(2)各都道府県の代表選手は、競技に際し、所属都道府県を明示したュニフォ
ームを着用しな

一

“

―



ければならない。

15 都道府県大会及びブロック大会

正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会 (プロック大会)を 開催

しなければならない。

(1)都 道府県の主催団体は、必要に応 じて日本体育協会及び中央競技団体等関係団体と協議の
上、本要項に基づき実施要領を作成する。

なお、日本体育協会および中央競技団体は、その内容に不備がある場合、適宜指導を行う

ものとする。

(2)都道府県大会の実施にあたり、当該都道府県主催団体は、適正な手続きに則 り決定した代
表選手の選抜方法・選考基準について、予め関係者に周知徹底を図るものとする。

(3)参加者は、実施要項に基づき当該主催団体に申込む。
なお、参加は 1人 1競技に限る。

(4)プロック大会の申込みは、原則として国民体育大会参加申込システムにより行い、様式は
日本体育協会及び当該主催団体が協議の上、作成する。

なお、参加申込システムを使用 しない場合の様式については、当該主催団体において別途

作成する。

(5)都 道府県大会の参加申込様式は、当該主催団体において作成する。
(6)参加料を徴収する場合の金額は、当該主催団体が中央競技団体と協議の上、定める。
(7)競技運営に差 し支えない限 り、東京都選手は当該競技プロック大会を経ることなく本大会
に参加することができる。

16 国民体育大会参加者傷害補償制度

日本体育協会及び都道府県体育協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体制を整え

るとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者による国民体

育大会参加者傷害補償制度を運営する。

(1)本制度の対象となる参加者は、プロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定め
られた選手、監督、選手団本部役員 (顧間を含む)、 視察員並びにその他選手団役員とする。

(2)大会参加の都道府県体育協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加者数
に応 じた制度負担金 (一人当たり 1,000円 )を 、日本体育協会に納入する。

(3)納 入締切日及び納入先については別途日本体育協会から都道府県体育協会へ通知する。
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17 文化プログラム
文化プログラム |
ものとする。

よ、次表のとおりとし、実施については、「文化プログラム実施基準」に基づく

平成25年 2月 28日 現在

プ ロ グ ラ ム タ ^、
  1二  ■■
/ヽ   ′|夕″   Jιし

千代田区
東京囲碁フェスタ 2014

東京みなと祭

三井記念美術館 特別展 国宝「卯花培」と桃山の名陶 ―志野・黄瀬戸・瀬戸黒・織部― 中央区

東京大茶会 2013

「東京文化財ウイーク2013」 都立中央図書館所蔵貴重資料企画展

港区
喜多方ふるさと観光物産展

秩父官記念スポーツ博物館常設展示

大江戸舞祭2013～ 13回本祭り～

東京愛らんどフェア

全国スポーツ写真展

新宿区

「東京 (多摩)プランドで活性化」&「スポーツと発明」の講演展示 (仮称)

野球体育博物館常設展

文京区
日本サッカーミュージアム常設展

「文化財ウイーク」東京都指定有形文化財 (古文書)「上水記」の一般公開

水道歴史展

台東区立書道博物館「中村不折コレクション 江戸時代特集 (仮称)」
台東区

台東区立一葉記念館 特別展「樋ロー葉の『書』」 (仮称 )

墨田区
向島百花園月見の会

墨堤さくらまつり

忠臣蔵関連イベント

東京国際消防防災展2013【同時開催】危機管理産業展2013
東京消防出初式

江東区

ダンスフェスティバル

芸能 花舞台
ライプサーカス

品川区邦楽の調べ

心あったかコンサー ト
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品川区民芸術祭2013

子どもダンスフェステイバル



プ ロ グ ラ ム 名 会 場 地

第37回 日黒区民まつり ll黒区

大田区立郷土博物館  「川瀬巴水～生誕130年記念展ヽ (仮称)」 大田区

第36回せたがやふるさと区民まつり

世田谷区世田谷アー トフリマ

三茶de大道芸

エビスピール記念館常設展示

ンヨ~ト シヨ~ト フィルムフェスティバル &ア ジア 2013 渋谷区

第23回全国ネイチャーダーム研究大会IN東京 東京温故知新ヽ教えてあげたい江戸の魅力ヽ記念講演会

第15回 クプナ・フラ・フェスティバル
中野区

「たしなむスポーッ健康展」～戦前ポスターを中心に～

杉並区立郷土博物館常設展示 杉並区

としま染井吉野桜名所と商店街さんぽ

豊島区

としま池袋東口商人まつり

池袋ジヤズフェスティバル

フォーク&カ ントリーウェストパークフェスティバル2013

としま巣鴨商人まつり

としま池袋西口商人まつり

ふくろ祭り

としま池袋本町商人まつり

としま椎名町商人まつり

みらい館大明まつり

としま大塚商人まつり

フェスティバル/ト ーキョー

駒込染井櫻開花まつり

交通安全運動と巣鴨染井吉野桜まつり

飛鳥山博物館開館15周年記念春期企画展「ボンジュール、ジャポン ゆかしい和のかたちと風景」

」ヒ区
北区民オーケストラ及び北区民混声合唱団 定期演奏会
北とぴあ演劇祭

北とぴあ国際音楽祭2013

第34回 あらかわの伝統技術展
荒川区

荒川ふるさと文化館企画展「東京の水」 (仮称)

植村 1ヽ険館 板橋区

練馬区立石神井公園ふるさと文化館常設展 練馬区

春の花火と千本桜まつり

足立区

しょうぶまつり&ス タンプラリー

足立の花火

あだち区民まつり (A―Festa)

光の祭典
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プ ロ グ ラ ム 名

葛飾柴又寅さん記念館&山田洋次ミュージアム常設展示

葛飾区郷土と天文の博物館常設展示
葛飾区

江戸フィル・スプリングコンサー ト

太鼓連盟発表会

江戸フィル・子どもと親のためのコンサート

新人演奏会

江戸川区

フラワーフェスティバル由木

オヤジバンドフェスティバル

文化財見て歩き

柳家小三治落語会

ンアタ~プロジエクト

フォレスタコンサート

オリンピック関係写真・ポスター展示&レ クチャー

2012年ロンドンパラリンピック大会栄養サポート事業展示

第63回八王子市民文化祭

歴史講座 (生涯学習フェスティバル)

八王子いちよう祭り

第11回八王子車人形と民俗芸能の公演

第3回ガスパール・カサ ド国際チェロ・コンクールin八王子

中学生絵画展

クリスマスジャズライブ

邦楽コンサート

民俗芸能講座

真夏の夜のジヤズ

モーニングコンサート

世界の音楽を南大沢から

南大沢ニユーイヤーコンサート2014

伝統芸能体験・発表講座発表会

郷土の響きシリーズコンサート
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会 場 地

ふれあいこどもまつり

八王子市

「ドラゴンクエスト」コンサート

八王子まつり

子ども甲冑づくり教室



プ ロ グ ラ ム 名 会 場 地

第2回立川いったい音楽まつり

富士見町文化祭

立川市吹奏楽団 第42回定期演奏会

第25回立川よいと祭り

多摩フェスティバル (仮称 )

第56回立川市民文化祭 華道展
立川市

栄町文化会

第39回立川市民合唱祭

第56回立川市民文化祭フェスティバル 展示

第26回大正琴演奏会

第56回立川市民文化祭フェスティバル 公演

第56回立川市民文化祭 立川市ギター倶楽部定期演奏会
吉祥寺美術館常設展示

武蔵野市第 3回武蔵野市 トレジャーハンテイング

吉祥寺アニメワンダーランド

三席産業プラザまるごと夏まつり2013

三鷹市第4回三鷹コミュニティシネマ映画祭

第19回 まちづくリフォトコンテスト作品展

ミュージアムロード&東京国体カメーコースのアカデミハイク

生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭2013

青梅のスポーツ展 (仮称)

市民会館・市立美術館・郷土博物館 3館合同事業イベント
青梅市

青梅市御嶽山のイベント薪神楽

赤塚不二夫記念館開館10周年記念イベント

府中わくわくウォークフェスタ～府中の自然と文化財めぐり～

府中市

府中の森笑劇場第200回記念「江戸落語たっぷり会」

立川管弦楽団第64回定期演奏会

スポーツ祭東京2013記 念特別コンサート
第49回府中市民芸術文化祭

昭島市

第41回昭島市民くじら祭

第7回昭和の森音楽祭

昭島市民文化祭

第45回昭島市産業まつり

青少年フェスティバル
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第5回あきしま郷土芸能まつり



プ ロ グ ラ ム 名 会 場 地

調布市郷土博物館常設展示

第97回調布市美術協会展

野川桜ライトアップ

国領千年乃藤まつり

武者小路実篤記念館 春季展

武者小路実篤記念館 春の特別展
なんじゃもんじゃコンサート

深大寺薪能

第56回調布市郷土芸能祭ばやし保存大会

武者小路実篤記念館 夏休み企画展
調布市花火大会

おらほ仙川夏祭り

キンダー・フィルム・フェスティバル

野川灯籠流し

調布よさこい2013

神代植物公園秋のバラフェスタ

調布市

武者小路実篤記念館 秋季展

下石原八幡神社獅子舞

調布市商工まつり

近藤勇生誕祭

桂幸九 落語会「心が幸せに丸くなる会」

町田市立国際版画美術館反骨の画家 利根山光人 (と ねやま こうじん)展

町田市立博物館開館40周年記念舛田コレクションーベ トナム陶磁の精華―展 (仮称)

スポーツ祭東京 2013こ どもまつり (仮称)
スポーツ特集コーナーの開設

町田市立国際版画美術館静かな詩情 銅版画の色と光展

まちだのスポーツ写真展

スポーツ祭東京 2013町 田市開催記念写真展

スポーツ祭東京 2013開 催前夜祭 (仮称 )

国体おもてなし茶会～一期一会のこころで～

町田市

スポーッデザインギヤラリー (仮称 )

町田市立国際版画美術館縁起もの一版画と絵画で楽しむ吉祥図像展

スポーツ祭東京 2013わ くわく書道展

第 3回 「まちだ観光フオトコンテスト」 2014

町田市花壇コンクール
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文学・ことばをテーマとした講演会・講座 (仮称)

映画会の開催 (ス ポーツ作品特集)



プ ロ グ ラ ム 名 会 場 地

第35回小金井阿波おどり

青少年のための科学の祭典東京大会in小金井

東京大茶会 2013

小金井市

小平ブルーベリーまつり 小平市

多摩ZOO体育大会
立川管弦楽団第 65回定期演奏会 日野市

日野駅周辺史跡・資料見どころガイドツアー

東村山菖蒲まつり 東村山市

並木公民館まつり

国分寺市

本多公民館新緑まつり

恋ヶ窪公民館祭

武蔵国分寺跡資料館常設展示

光公民館まつり

ふれあいまつり・もとまち

いずみ春の祭典

くにたち児童絵画・版画展 国立市

福生市郷土資料室企画展示「福生の成り立ちと人々のあゆみ」

福生市郷土資料室企画展示「平和のための戦争資料展」

福生市郷土資料室企画展示「旧熊川村の世界展 (仮称)」

福生市郷土資料室ミニ展示「スポーツ写真展 (仮称)」

福生市郷土資料室企画展示「ミキノクチ展 (仮称)」

福生市郷土資料室特別展示「資料が語る福生の歴史展 (仮称)」

福生市

狛江古代カップ第23回多摩川いかだレース
狛江市

第 14回多摩川流域郷土芸能フェスティバル

東大和市まちフォトコンテスト

東大和市

第2回東大和市グルメコンテスト"う まかんべぇ～祭"

第28回東大和市環境市民の集い

第43回東大和市民文化祭

フレッシュ名曲コンサー ト

第44回産業まつり

第36回福祉祭

清瀬ひまわリフェスティバル

中里火の花祭り
清瀬市
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プ ロ グ ラ ム 名
■
●́●Л場〈パ

東久留米市郷土資料室常設展示

第42回東久留米舞踊連盟発表会

第19回 春の祭典
東日本大震災復興支援イベント まろにえ祭り

東久留米市吹奏楽団第25回定期演奏会

東久留米市歌謡連盟七夕歌謡祭

東久留米市

ひまわリガーデン武蔵村山

武蔵村山市

観光納涼花火大会

福祉まつり

村山デエダラまつ り

Food(風土)グランプリ

ダンス発表会

パルテノン多摩 マジックサウンドルーム無料開放 多摩市

稲城市
桜・梨の花まつり

稲城市民文化祭

稲城市郷土資料室 郷土資料の展示、公開
はむら花と水のまつり

第38回 はむら夏まつり

第13回はむらふるさとまつり

第44回羽村市文化祭

]」ホ||lj

第44回羽村市産業祭

羽村市郷土博物館 企画展 新収蔵資料展

羽村市郷土博物館 季節展示 鯉のはり/五月人形飾り

羽村市郷土博物館 季節展示 七夕かざり

羽村市郷土博物館 企画展 玉川上水のしくみ

羽村市郷土博物館 季節展示 お月見かざり

羽村市郷土博物館 季節展示 お正月かざり

羽村市郷土博物館 季節展示 まゆ玉かざり

羽村市郷土博物館 企画展 むかしのくらし

羽村市郷土博物館 企画展 ひな人形展

第29回あきる野映画祭

第11回あきる野夏まつり
あきる野市

環境フェスティバル 西東京市

第45回瑞穂町総合文化祭 瑞穂町

-46-

第43回東久留米市民文化祭

大丸用水



プ ロ グ ラ ム 名 会 場 地

日の出桜祭り

ひので夏まつり

日の出町産業まつり

日の出町

第25回払沢の滝ふるさと夏まつり 檜原村

山のふるさと村クラフト体験

せせらぎの里美術館常設展

奥多摩町
奥多摩ふれあい広場フェスティバル2013 奥多摩セラピーウォーク

第36回奥多摩納涼花火大会

奥多摩郷土芸能フェスティバル

ヘプンアーテイス ト公演

大島町郷土資料館常設展示 大島町

利島村郷土資料館企画展示「利島と椿の歴史」 利島ホ|

新島村博物館常設展示 新島村

神津島村

冊RIDE三宅島親子サマーキャンプ (仮称)

冊RIDE三宅島エンデューロレース
三宅村

御蔵島村観光案内所常設展示

八丈島歴史民俗資料館常設展示 八丈町

第37回牛祭り 青ケ島村

小笠原村郷土資料館常設展示 小笠原村

スポ祭ダンスコレクション (仮称 )

調整中東京 アー トポ イン ト計 画「 TERATOTERA」

ヘブンアーティスト公開審査会

子供未来とうきようメッセ

※会場地数は、23区26市 5町 8村
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神事 かつお釣り

神津島村郷土資料館常設展示

御蔵島村

東京グルメの祭典 (仮称 )



18 デモンス トレーションとしてのスポーツ行事

デモンス トレーションとしてのスポーツ行事は、次表のとおりとし、実施については、デモ

ンス トレーションとしてのスポーツ行事実施基準に基づく実施要項による。

行  事  名 会 場 地

インディアカ

イン ドアペタンク

人王子市

昭島市

板橋区、武蔵野市、小平市、国分寺市、

国立市、武蔵村山市、瑞穂町、奥多摩町
ウォーキング

ウォークラリー 文京区

ガーァンゴルフ 杉並区

キンボール 中央区、豊島区、荒川区

グラウン ド・ゴルフ 品川区、葛飾区、人王子市

ゲー トボール 大田区

サーフィン 新島村

3B体操 新宿区

視覚障害者クライミング 東久留米市

自転車 (ヒ ルクライム ) 檜原村

シニアソフ トボール 福生市

障害者ゴルフ 」ヒ区

少年少女スポーツクライミング 東久留米市

少年少女スポーツサッカー 北区、清瀬市、多摩市

少年少女スポーツハン ドボール 多摩市

少林寺拳法 人王子市

スポーツチャンバラ 東大和市

スポーツ吹矢 多摩市

ソフ トバレーボール 練馬区、神津島村

ターゲットバー ドゴルフ 八王子市

ダーツ 葛飾区

太極柔力球 葛飾区

林 道 中野区

ダブルダッチ 府中市

ダンススポーツ 立川市

綱 引 羽村市

7 ..t *if,- tv 東村山市、西東京市

ドッジボール

ドッヂビー

大田区

千代田区、調布市

トランポリン 足立区

人王子市l-t7:.2
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行   事  名 会 場  地

バウンドテニス

)sF)v7=7
葛飾区

三鷹市

小平市パワー リフティング

ハング・パラグライディング

ビーチボール

ビリヤー ド

フィッシング

フォークダンス

大田区

台東区、青梅市、狛江市

豊島区

三宅村

府中市

武術太極拳

フットサル

プラインドサッカー

フラダンス

フラングフツトボ~ル

ふれあいビーチバレー

ふれあいフットサル

中央区

墨田区

人王子市

利島村

中野区

小笠原村

御蔵島村、人丈町、青ヶ島村

ボールルームダンス 中央区

i =zl t,-
ユニバーサル駅伝

立川市

大田区

3 =.rS*t )Vrts y , * 豊島区

ユニホ ック 稲城市

ラジオ体操

レクリエーションダンス

墨田区、杉並区

町田市

ローラースポーツ 江戸川区

※会場地数は、19区 23市 3町 8村

19そ の 他
(1)参加申込及び宿泊申込が、定められた締切 日までに行われない場合、又は、参加負担金が
納入締切日までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

(2)そ の他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。
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1 期   日

第 68 ロ 国民体育大会バ ドミン トン競技会実施要項

平成 25年 10月 4日 (金 )か ら 10月 7日 (月 )ま で (4日 間 )

種   別 10月 4日 (金 ) 10月 5日 (土 ) 10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

成年男子 1 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

成年女子 1 回 戦 2 回 戦 準々決勝 。準決勝 3位決定戦・決勝

少年男子 1・ 2回戦 3 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

少年女子 1 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

2 会   場   町田市   町田市立総合体育館

3 種別及び参加人員

4 競技上の規程及び方法

(1)平成 25年度の公益財団法人日本バ ドミントン協会競技規則・大会運営規程並びに公認審

判員規程による。

(2)各種別とも 1複 2単 による都道府県対抗 トーナメント方式とし、うち 2試合を得た方を勝

ちとし、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、 3位決定戦を行 う。

5 予選方法
プロック大会を通過 したチームが本大会に出場する。 (少年男子は全都道府県が参加 )

プロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとお りとする。

種   別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 合 計 (人 )

成年男子
（
６ 16 64

444
成年女子

ｎ
Ｏ 32 128

少年男子
（
６ 47 188

少年女子
（
０ 16 64

成年

男子

成年

女子

少年

女子
都 道 府 県 名プロック名

北海道北 海 道
，

＾ 4ラ櫻:      」ヒ 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島
ワ

一

ツ

一

一つ

茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川、山梨関    東
，

一

ｎ
Ｏ

∩
∠新潟、長野、富山、石川、福井北 信 越

一
６静岡、愛知、二重、岐阜

，

一 4 ０
∠滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山近    畿
，

一

，

＾鳥取、島根、岡山、広島、山口

香川、徳島、愛媛、高知四   国
に
つ

，

一
つ
こ福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄州九

東京開 催 地
32 1616↓

―
〓
´
ロ
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6 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
総則 5に定めるところによる。

なお、少年種別に参加できる選手は、平成 10年 4月 2日 から平成 11年 4月 1日 までの間に

生まれた中学 3年生を含むものとする。

監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づ く公認バ ドミントン上級

コーチ、公認バ ドミントンコーチ、公認バ ドミントン上級指導員、公認バ ドミントン指導員の

有資格者であることとする。

7 総合成績決定方法
男女総合成績 (天皇杯得点)及 び女子総合成績 (皇后杯得点)は 、競技得点と参加得点の合

計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

(1)競技得点
天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

各種別とも 1位 24点、 2位 21点、 3位 18点 、 4位

15点、 5位 (4チ ーム)各 7.5点の競技得点を与える。

(2)参加得点
大会 (プ ロック大会を含む)に 参加した都道府県に 10点 を与える。ただし、プロック大

会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

8 表   彰
(1)男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位 までの都道府県に、表彰状を授与する。
(2)男女総合成績第 1位の都道府県に、大会会長 トロフィーを授与する。
(3)各種別の第 1位から第 8位 までに賞状を授与する。
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子

子

女

女

年

年

成

少

9 参加申込方法
(1)所定の Webペ ージ(国民体育大会参加申込受付窓口)ヘアクセスし、必要項目を入力の上、
所属都道府県体育協会を通 じて、平成 25年 9月 4日 (水 )ま でに申込手続きを完了する

こと。

(2)締切期限以降は所定の Webページ(国民体育大会参加申込受付窓口)ヘアクセスできな
くなるので、締切期限を厳守すること。

(3)参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等の特別な事情の場合のみ認めるものとし、
その場合は、下記のア、イ、ウの事務局あてに文書で届け出なければならない。ただし、

監督会議開催前までとする。

ア 〒150-8050 東京都渋谷区神南一丁目 1番 1号  岸記念体育会館内
公益財団法人日本バ ドミントン協会

TEL′ 03-3481-2382    FAX 03-3481-2456

イ 〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目8番 1号 東京都庁第一本庁舎 14階北側
スポーツ祭東京 2013実 行委員会事務局
(ス ポーツ祭東京推進部競技課競技係 )

TEL 03-5388-2496    FAX 03-5388-1251



ウ 〒194-0045 東京都町田市南成瀬五丁目 12番地 総合体育館内
スポーツ祭東京 2013町 田市実行委員会事務局
TEl′ 042-724-5830    FAX 042-724-5831

なお、公益財団法人日本体育協会に対 しては、大会終了後、別途、所定の手続 きにより参

加申込情報を修正すること。

10 参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦 15cm、 横 30cmの範囲内に都道府県名を明示すること。

文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

30cm

(夕1)

15 cm

11 その他

(1)組合せ抽選会
日 時  平成 25年 9月 6日 (金) 午後 1時

場 所   岸記念体育会館 会議室
〒150-8050 東京都渋谷区神南一丁目 1番 1号

TEl′ 03-3481-2382    FAX 03-3481-2456

(2)

平成 25年 10月 3日 (木 ) 午後 1時
町田市役所会議室

〒194-0022 東京都町田市森野二丁目 2番 22号

TEL 042-722-3111

(3)

平成 25年 10月 3日 (木 ) 午後 2時 30分

町田市役所会議室

〒194-0022 東京都町田市森野二丁目 2番 22号

TEL 042-722-3111

(4)

平成 25年 10月 7日 (月 )全 競技終了後 (午後 2時頃 )

町田市立総合体育館

〒194-0045 東京都町田市南成瀬五丁目 12番地

TEI′ 042-724-5830    FAX 042-724-5831

議会

時

所

平
Ｔ審

日

場

議会

時

所

督監

日

場

式

時

所

彰表

日

場

__ユニ

呆 一示
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表 彰 式 次 第

1 日 程  平成 25年 10月 7日 (月 )午 後 2時

町田市立総合体育館９
一
　
　
　
う
０

場

　

第

△
〓
　
　
　
沸体

12

順序 次 第 備 考

競技 (決勝戦)終了 *13:00終了予定

表彰式会場ヘレイアウト変更

選手団集合・関係役員整列完了

開式通告

選手団入場

成績発表 総合成績計算委員長

表彰 競技会会長ほか

競技会会長のあいさつ 競技会会長

歓送のことば 競技会名誉会長

国旗儀礼

大会旗・協会旗・都旗・市旗俵礼

競技会終了宣言 競技会委員長

10 開式通告

ll 選手団退場

関係役員解散

■
■
■
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Ｑ
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◇
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表彰式会場図

少年女子

少年男子

成年女子

成年男子

女総合優勝

男女総合優勝

ヽ
′

一ヽ

1売店



競 技 日 程

審

監

議

議

〈
一
　
本
一

判

督

10月 3日 (木 )

10月 3日 (木 )

13時00分

14時 30分

町田市役所会議室

町田市役所会議室

10月 4日  (金 ) 10月 5日 (土 ) 10月 6日  (日 ) 10月 7日  (月 )

少年男子 (B)

1回戦 (7試合 )

9:30～

少年女子 (G)

1回戦 (8試合 )

9:30～

少年女子 (G)

準々決勝 (4試合 )

9:30～

成年男子 (M)

成年女子 (W)

少年男子 (B)

少年女子 (C)

3位決定戦 9:30～

少年男子(B)

1回戦 (8試合)

11 :00～

成年男子 (M)

1回戦 (8試合 )

11 :00～

成年男子 (M)

準々決勝 (4試合 )

9:30～

成年女子 (W)

1回戦 (8試合)

12:30～

成年女子 (W)

2回戦 (8試合 )

12 :30～

成年女子 (W)

準々決勝 (4試合)

ll :30～

成年男子 (M)

成年女子 (W)

少年男子 (B)

少年女子 (C)

決勝戦 11:00～

成年女子 (W)

1回戦 (8試合)

14:α)～

少年男子 (B)

3回戦 (8試合 )

14:α)～

少年男子 (B)

準々決勝 (4試合)

11:30～

少年男子 (B)

2回戦 (8試合)

15:30～

少年女子 (G)

準決勝 (2試合)

13:30～

少年男子(B)

2回戦 (8試合)

17:00～

成年男子 (M)

準決勝 (2試合)

13:30～

成年女子 (W)

準決勝 (2試合)

15 :30～

少年男子 (B)

準決勝 (2試合)

15:30～

総合表彰式 10月 7日 (月 ) 14時00分    町田市立総合体育館

-55-

町

田
市

立

総

合

体

育

館



※ Mは成年男子、Wは成年女子、 Bは少年男子、Gは少年女子

は決勝戦、_ は 3位決定戦※

町田市立総合体育館

開始時間

コー ト

番号月  日 ，

一 5 ７

・ 8

9:30 Bl 1,2 B3 B4 B5 B6 B7

11100 138 B9 B10 Bll B12 B13 B14 B15

Wl W5 W6 Vヽ7 W812:30 V√3 W4

14:00 Vヽ9 W10 Wll W12 Vヽ13 VV1 4 V√ 16

B2315:30 B16 B17 B18 321 B22

第 1日 目

10月 4日

(金 )

17:00 B24 B25 1326 B27 B30 B31

9:30 Gl G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

Ml M5 M6 M7 M811:00 M2 M3

12:30 W17 W18 W19 W20 W21 Vヽ22 Vヽ23 Vヽ24

14:00 B32 B33 B34 B35 B86 B37 B38 B39

第 2日 目

10月 5日

(土 )

M109:30 M9 Mll 1ヽ12

11:30 W25 Vヽ26 W27 W28 134() B41 B42 B43

13:30 G13 G14 M13 M14

15:30 W29 V√ 30 I,44 B45

第 3日 目

10月 6日

(日 )

9:30 4ヽ15 Vゾ31 B46 G15

M16 W32 B47 ⊂ □11100

第 4日 目

10月 7日

(月 ) 14:00 表   彰   式

■||■
■ ■

■||■ ■||■

|■|

回 |

匝亘日
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組 合 せ 表

【 少年男子 (B) 】
1日 2日 3日 4ロ 3日 2日 1曰

四回 口璽田
都道府県名都道府県名

1111:ヽ 2回戦 3回 戦
準々

決勝
1' ・ ■‐ :■ 圏図 臨

11:30

42

44

15:30

45

15:30

43

11:30

決定戦

46

30

２４

２５

２６

２７

２８

２９

∞

３１

３２

３３

３４

３５

８６

３７

３８

３９

知

４１

４２

４３

４４

“

４６

４７

滋賀県

徳島県

静岡県

島根県

沖縄県

奈良県

北海道

茨城県

山形県

鹿児島県

山口県

岐阜県

大阪府

岡山県

新潟県

和歌山県

佐賀県

青森県

宮城県

広島県

岩手県

愛媛県

大分県

福島県

14:00

.,6

14:00
37

14:00
38

24

17:00

25

17:OO

26

17:00
10

11:00

11

11:00
27

17:00

28

17:00
12

11:00

13

11:OO
29

17:00

30

17:00
14

11:00

15

11:00
31

17:00

8

11100

埼玉県

兵庫県

神奈川県

熊本県

京都府

栃木県

秋田県

高知県

鳥取県

香川県

愛知県

石川県

富山県

長崎県

群馬県

福岡県

千葉県

長野県

山梨県

宮崎県

福井県

二重県

東京都

ｌ

∞

２

３０

３

３０

10

ll

12

13

11

15

11,

17

18

19

21
７

３０

22

23

ll130

40

1li30

11

16

15:30

32

14:00

17

15:30

18

15:30

33

14:00

19

15:30

20

15:30

34

14:OO

21

15:30

22

15:30

35

14:00

23

15:30

4

9i30

5

9:30

6

9130

園圏 四ロロ
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組 合 せ 表

【 威年女子 (W) 】
l曰 2日 :,日 ■ 11 3日 2曰 l曰

都道府県名
1回戦 」・19t

準々

決勝

I

準決剛
準々

決勝
L ‐■・、 1'‐ 鳥

岐草県 l

1

12i30

富山県

3

鹿児島県   4

広島県 5

3

12:30

|

京都府

4

12:30

神奈川県   8

1. 9

5

12i30

千葉県   10

11

12:30

l:

茨城県   13
7

12:30

二重県 14

15

秋田県   16

25

11:30

18

12i30

29

15:30

19

12:30

26

n:30

20

12:30

17 石川県

9

14100

18   埼玉県
21

12:30

19   長崎県
10

14:00

20   島根県

27

11:30

21   愛知県
11

14:00

22

23

福岡県

22

12 30

福島県

32

11100

12

14:00

24   香川県
30

15:30

25

26

大阪府

13

14100

山口県

27   北海道
14

14100

28   栃木県
28

1li30

29   官城県

30   大分県
24

12:30
陸決定戦

31 徳島県

16

14100

31

9:30
32   東京都

~¨ ~~~~¬

12:301

_____」

~~~~~~¬

_二到

17

12:30

23

12:30

15

14:00

-58-



組 合 せ 表

【 少年女子 (G) 】

´

都道府県名
211 311 4日 3日 2日

都道府県名
11`'||ヽ ヽ 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 1回戦

埼玉県

島根県

栃木県

福島県

兵庫県

福岡県

鹿児島県

大阪府

3

1

6

4

9:30
ヽ

1,

9:30

13

13130

10

9:30

16

11:00

3位決定戦
:

r―――¬

1 15 1
1 9:30 1

)ヽ 富山県

香川県

愛知県

東京都

福井県

北海道

岡山県

青森県

9 30
10

11

6

9 30
12

13
7

9:30
14

8

9 30

【 成年男子 (M)】

都道府県名

211 1,Il 411 3日 2日

都道府県 7,

ll口 1戦 準々決勝 準決勝 準決勝 準々決勝 l回戦

埼玉県

福岡県

京都府

香川県

北海道

大阪府

宮城県

石川県

1

3

1

6

S

9

9

30

13

13:30

10

9:30

16

11:00

3位決定戦
1

r――¨¬

1 151
: 9:30[

11

9:30

14

13:30

12

9:30

9 千葉県

長崎県

青森県

東京都

岐阜県

山口県

岡山県

富山県

5

11:00
10

11

6

11:00
12

13

7

11:00
14

15

8

11:00
16
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バドミントンQ&A

Q バドミントンのルーツは?
A バドミントンの誕生のもとになった羽根つき遊びは、古くから世界中で楽しまれていました。近世になって、
こうした遊びはバトルドアー・アンド・シャトルコックと呼ばれるようになりました。(バ トルドアーとはラ

ケットのことです。)バ ドミントンの名の由来となったボーフォート公爵の居城バドミントン・ハウスにおい

てもバトルドアー・アンド・シャトルコックが盛んに行われていました。

1860年頃になって、ある玩具業者が、ラケットとシヤトル、それにネットを加えてワンセットにし、
バドミントン・ハウスの名を借りて、「バドミントン・バトルドアー」と名付けて売り出しました。この遊び

の名前が省略されて「バドミントン」と呼ばれるようになったと考えられます。

その後、イギリスの植民地などにさまざまなルールで普及していきました。そこで、ルールを統一しようと

いう動きが生まれて、 1893年にバドミントン協会が設立され、アソシエーション・バドミントンが誕生

したのです。

これが今日、私たちがバドミントンと呼ぶところのものです。

(日本教職員バドミントン連盟100問集より抜粋)

Q バドミントンとは、どんなスポーツですか ?

A①| ネットを挟んでラケットで羽根 (シ ャトル)を打ち合うものです。コートの外に落ちたり、コートの内

や外であっても床に落ちる前に身体やラケットにシャトルがタッチすれば失点 (フ ォルト)になります。

1 試合には、相対する1人が行うシングルスと2人が行うグブルスがあります。

| ダブルスには、男同士、女同士でペアを組むものと、男女でペアを組むもの (ミ ックスダブルス)があ

ります。

②

③

Q バドミントンの トフレ はどんなものですか ?ン

A コルクの台に、ガチヨウ、またはアとルの羽根を16枚取り付けます。重さは5g程しかありません。

Q ラケットの長さや重さはどれ位ですかフ

A 規定ではフレームの全長が68cm以内、幅23cm以内と決められています。重さは80～ 86gが主
流となっています。(カ ーボン、チタン等)

Q 打たれた時のシャトルコックのスピー ドはどれ位ですか
'

Q 新幹線より速いスピードのものをどうして打ち返すことができるのですか
'

A ラケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になると減速します。初速と終速
の差が一番大きいスポーツです。

また、慣れてくると飛んでくるシヤトルのコースを予測できるようになります。
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パドミントンを楽しく見るために

A 下向きに強く打つスマッシュのとき、世界の一流選手の初速は300bを 超えます。その速度は瞬間的に
は新幹線より速いのです。

なお、世界記録はなんと421bになります。【2010年2月 26日ギネス世界記録認定】
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Q どうすれば、得点 (ポイント)になりますかフ

A 2006年 に開催されました兵庫国体までは、サービス権をもっているサイドがラリーに勝った時だけ得
点になりましたが、翌年の秋田国体からはサービス権の有無にかかわらず、ラリーに勝った時にポイントに

なるラリーポイント制に変わりました。

Q 試合の得点は何点で勝敗が決まるのですか
'

A 全ての種日で、 1ゲームは21点で行います。試合は、3ゲームで行い、2ゲームを先取した方が勝ちで
す。

しかし、スコアが20点オールになった時は、その後最初に2点リードした方が勝ちとなります。ただし、
スコアが29点オールになった時は、30点目を得た方が、そのダームの勝者となります。

≪国体バドミントン競技について≫

Q 種別はどのようなものがありますか
'

成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の4種別があります。

参加都道府県はどのように決めるのですか
'

A 「スポーツ祭東京2013 第68回国民体育大会」では、少年男子は47都道府県が、成年女子、少年男
子、少年女子は全国を9プロックに分けて、各プロック大会を勝ち抜いた都道府県が参加します。成年男子

と少年女子は開催県 (東京都)を含む16チーム、成年女子は開催県 (東京都)を含む32チームの参加と

なります。

1チームは、監督 1人・選手3人の4人で編成します。

Q 試合はどのようにして行いますか。
A 8コートを使って、すべて都道府県対抗の団体戦トーナメント方式で行います。
試合は、①ダブルス②シングルス③シングルスの順で行い、先に2勝したチームが勝ちとなります。なお、

勝敗決定後のゲームは行いません。

Q 天皇杯得点・皇后杯得点は、どのようにして決主るの二立か ?
A 得点には、競技得点と参加得点があります。競技得点は、各種別ともに1位 24点、2位 21点、3位 l
8点、4位 15点、5位 (4チ ーム)7.5点です。参加得点は、大会 (プロック大会を含む)に参加した都

道府県に10点を与えるものです。ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加

しなかった場合には与えられません。この競技得点と参加得点の合計が総合得点になります。

天皇杯の対象種別は、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子で、皇后杯の対象種別は、成年女子と少

年女子です。

●
‥
，

n
∠ ′ヽ

0
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都道府県別参加人員一覧表

ブ

ロ

ツ

ク
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成
年
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子

成

年
女

子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

ブ

ロ

ツ

ク

都
道

府
県

監
督

成
年
男
子

成

年

女

子

少
年
男
子

計

」ヒ

海
道

4 3 3 3 16

近

畿

滋賀県 2 3 3 8

3 3 3 3 12

東
」ヒ

青森県 4 3 3 3 3 16 大阪府 4 3 3 3

岩手県 1 3 4 兵庫県 3 3 3 3 12

宮城県 3 3 3 3 12 奈良県 1 3 4

秋田県 2 3 3 8 和歌山県 1 3 4

山形県 1 3

中

国

鳥取県 1 3

福島県 3 3 3 12 島根県 3 3 3 3 12

茨城県 2 3 3 8 岡山県 3 3 3 3 12

栃木県 3 3 3 3 12 2 3 3 8

群馬県 1 4 山口県 3 3 3 12

埼玉県 4 3 3 3 3 16 4 3 3 3 3 16

千葉県 3 3 徳島県 2 3 8

東京都 4 3 3 3 3 16 愛媛県 2 3 3 8

神奈川県 2 3 3 8 高知県 1 3 4

山梨県 1 3 4 福岡県 4 3 3 3

」ヒ
」
1:ヨ

越

新潟県 3 3 8 佐賀県 1 3 4

長野県 1 3 4 長崎県 3 12

富山県 4 3 3 3 3 16 熊本県 2 3 3 8

石川県 3 3 3 3 12 大分県 2 3 3 8

福井県 2 3 3 宮崎県 1 3 4

東
海

静岡県 1 3 4 鹿児島県 3 3 3 3 12

愛知県 3 3 3 12 沖縄県 1 3 4

二重県 2 3 3 8

総計 111 48 96 141 48 444

岐阜県 3 3 3 3 12
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都道府県別出場監督・選手一覧 く威年男子〉

都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

北海道

監督 松 本   章 北海道旅客鉄道株式会社

選 手

竹  村   純 北海道旅客鉄道株式会社

牧 野 公 亮 北海道旅客鉄道株式会社

渡 部   大 北海道旅客鉄道株式会社

青森県

監督 奈良岡   浩 トータルプロジェクト

選 手

東奥保育・福祉専門学院 (教 )

工 藤  敏 裕 青森県立尾上総合高等学校 (教 )

村 井 拓 朗 日本体育大学

宮城県

監督 山 並 正 人 ラケットショップ広瀬

選手

小町谷   輝 Nl~「ファシリティーズ東北支店

鈴 木 大 裕 N‐ロソルコ仙台センター

堀 り|1 善 生 東日本電信電話株式会社

埼玉県

監督 中 西  洋  介 日本ユニシス(株 )

選 手

遠 藤 大 由 日本ユニシス(株 )

山 田 和 司

和  田   周 NTT東 日本(株 )

千葉県

監督 野 村 和 弘 千葉県庁生活協同組合

選手

大 越   泉 NTT東日本株式会社

NTT東 日本株式会社

桃  田  賢 斗 NTT東日本株式会社

東京都

監督 坂 本  修 日本ユニシス

選手

数 野 健 太 日本ユニシス

上 田 拓 馬 日本ユニシス

早 り|1 賢 日本ユニシス

富山県

監督 荒 木   純 トナミ運輸株式会社

選 手

佐 々木   翔 トナミ運輸株式会社

園 田  啓 悟 トナミ運輸株式会社

嘉 本寸 健 士 トナミ運輸株式会社

石川県

監督 長谷川   進 (有 )ハセガワスポーツ

選手

宮 本 樹 希 日本郵便株式会社

青 山 天 将

伊 東 克 範 K's Sl~YLE

岐阜県

監督 深  田  茂 雄 (株 )丸杉

選手

(株 )丸杉

士
ロ 田 昇

黒  田  匠 馬 (公財)岐阜県体育協会
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佐 藤 伴 哉

日本ユニシス(株 )

竹 内 宏 気

金沢学院大学 (職 )

石 り|1 直 樹
(株 )丸杉



監督・選手名

京都府

監督

選 手

山  口  公  洋 京都府立乙訓高等学校 (教 )

常 山  明 良 三菱自動車京都

林 谷  理 貴 三菱自動車京都

大阪府

監督 谷  田  尚 嗣 大阪偕星学園高等学校 (教 )

井 谷 和 弥 トリッキーバンダース

高 階 知 也 トリッキーバンダース

佐 野 拓 磨 法政大学

岡山県

監督 藤 原 道 弘 JFEスチール (株 )西 日本製鉄所

選手

中 尾 祐 介 (―財)倉敷市体育協会

福  田  卓 郎 法政大学

怒 田  裕 也 関西学院大学

山口県

監督 原 本 俊 也 山口県立下関西高等学校 (教 )

選手

山 平  直 輝 宇部興産株式会社

松 尾  光 平 宇部興産株式会社

米 元 優 樹 宇部興産株式会社

香川県

監督 中 村   亨

選 手

吉 本  尚 弘 (株 )タダノ

木 場 勇 介 香川県バドミントン協会

長谷川  達 也 日本体育大学

福岡県

監督 武 田  信一郎 SSS

選手

具志堅  興  平 トヨタ自動車九州(株 )

原 田  和 憲 トヨタ自動車九州(株 )

森 田  浩 平 九州国際大学

長崎県

監督 茂 見 祥 平 諌早市立西諌早中学校 (教 )

選手

小  り|1 量  平 長崎女子高等学校 (教 )

士
ロ

＋
コ
＋
Ｔ 詠 長崎県立西陵高等学校 (教 )

吉 村 健 吾
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勤務先・学校名

平 野 耕 司 ビーウエイ株式会社

選 手

〈株)タダノ

三菱自動車京都

都道府県



都道府県別出場監督・選手一覧 く成年女子〉

監督・選手名 勤務先・学校名

北海道

監督 松 村 徳 市 北海道旅客鉄道株式会社

選 手

永 野 陽 子 北海道旅客鉄道株式会社

本 田 恵利奈 北翔大学

野 村 有 美 北翔大学

青森県

監督 工 藤 峰 靖 藤崎町教育委員会

選手

島  田 ｂヽｂヽき 早稲田大学

上 代  沙奈絵 専修大学

酒瀬川  美 波 法政大学

宮城県

監督 草 井   篤 七十七銀行

選手

北   はるな 七十七銀行

阪 口  智 郁 七十七銀行

幡 谷  若 奈 七十七銀行

秋田県

監督 原 田  利 雄 い北都銀行

選 手

楠 瀬  由 佳 い北都銀行

穴 井 友 喜 帥北都銀行

村 山 祐 美 帥北都銀行

福島県

監督 朝 倉  裕  朗 小名浜高等学校 (教 )

選 手

高 木 美 季 日本体育大学

早  田  紗 希 ヨネックス株式会社

篠 田 未 来 専修大学

茨城県

監督 大 山 宏 司 日立化成株式会社

選手

平 山  佑 香 日立化成株式会社

井 上 莉 沙 日立化成株式会社

名 田  瑞 希 日立化成株式会社

栃木県

監督 岡 崎 仁 壽 栃木農業高等学校 (教 )

選手

福 井 美 帆 常陽銀行

小 林 美 紀 法政大学

吉 澤  麻 衣 東京女子体育大学

埼玉県

監督 明 石 倫 子 埼玉県バドミントン協会

選手

川 端  すみれ 日本体育大学

廣 り|! 紗 彩 帝京大学

渡 違  あかね N‐日東日本(株 )

千葉県

監督 飯 田 武 司

矢 野  智恵美 NT「東日本株式会社

西 山  夕美子 NTT東 日本株式会社

横  関   彩 ヨネックス株式会社
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中央学院高等学校 (教 )

選手

都道府県



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

東京都

監督 清 水  文 武 日本ユニシス

選手

高 橋  ネし 華 日本ユニシス

松 友  美佐紀 日本ユニシス

土 井 杏 奈 ヨネックス

神奈川県

監督 前 田  吉 憲 (有)WEMBLEY

選 手

イ●
H巳 楓 早稲田大学

岡 田  奏 世 日本大学

高 瀬 秀 穂 慶應義塾大学

新潟県

監督 武 石 達 治 三条商業高等学校 (教 )

選手

岩 野 亜 紀 同志社大学

村 山  果 帆 専修大学

木 村 未 来 TDKラムダ株式会社

富山県

監督

'可

 合  昭 博 公益財団法人 高岡市体育協会

選 手

市 山  端 子 北国銀行

古 西  佳那子 N丁「東日本

中 尾 佳 淑

石川県

監督 毛 利  連 彦 金沢市役所

選 手

木 村 百 花 日本ユニシス株式会社

三 谷  美菜津 NTT東 日本

長谷川  由 季 法政大学

愛知県

監督 中 口 直 人 バドミントンハウスはリーあっぷ

選手

打  田  しづ か
トヨタ自動車株式会社

東海興業株式会社

三重県

監督 松 井 千 夏 暁高等学校 (教 )

選手

パナソニックメディコムネットワークス株式会社

小 路 沙 織 豊田通商株式会社

成 田 渚 関西学院大学

岐阜県

監督 山 田  青 子 有限会社岐阜トリッキーパンダース

選手

脇 田  侑 株式会社文漢堂

江 藤 理 恵 (公財)岐阜県体育協会

山 本 紗 椰 東海学院大学

滋賀県

村 井 健 郎 (有 )ラケットショップイチムラ

選 手

本 郷  由 貴 日本体育大学

河 崎  綾 佳 龍谷大学

浦 谷  夏 未 専修大学

京都府

監督 平 井   悟

選手

高 橋 真 理 龍谷大学

牧 野 美 咲 龍谷大学

樫 山 朋 美 立命館大学
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田

龍谷大学

日本ユニシス株式会社

斎 藤  しお り
室 達   茜

京あみ

真 弓  恵理子

監督
|



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

大阪府

監督 藤 原 瑛 佳 樟蔭東高等学校 (職 )

選手

下 田  菜都美 龍谷大学

樋  口  帆渚実 法政大学

宮 原   唯 龍谷大学

兵庫県

監 督 酒  井  将  之 三菱電機株式会社

選手

大 迫  晴 加
平 野 華 梨 三菱電機株式会社

杉 野 文 保 龍谷大学

島根県

監督 田 部  実智代 株式会社山陰合同銀行

選手

丸 岡  智 子 株式会社山陰合同銀行

山 本  ゆ か り 株式会社山陰合同銀行

濱 崎 真 衣 株式会社山陰合同銀行

広島県

監督 川 田  輝  夫 輝スポーツ

選 手

′!、  ■h  =Eヨ  :2L
・ 1｀  ′じ   ′口   丁 広島ガス株式会社

井  上  静  華 広島ガス株式会社

桜 井  み ど り 広島ガス株式会社

山口県

監督 棟 居 秀 行 株式会社ムネスエスポーツ

選手

安 念 幸 恵 株式会社西京銀行

北 吉 穂 香 株式会社西京銀行

西   友 理 株式会社西京銀行

香川県

監督 谷  口  省 二 (株 )百十四銀行

選 手

落 合 智 世 (株 )百十四銀行

安 藤  真里絵 (株 )百十四銀行

水  口  愛 梨 (株 )百十四銀行

徳島県

監督 加 藤 真 人 和田島小学校(職 )

選 手

若 田 美  沙 関西学院大学

樫 栄 祥 子 同志社大学

前 里 愛 子 京都産業大学

愛媛県

監督 田 坂 厚 司 ラケットショップハマナカ

選手

合 田  侑 希 東海興業株式会社

森 賀 佳 奈 関西学院大学

吉 本 瑞 希 東海学院大学

福岡県

監督 有 田  仁 志 北九州市役所

選手

西日本シティ銀行

古 賀  さやみ 創建サービス

中 村  麻 裕 九州国際大学

長崎県

監督 永 田  美 香 ドリームバドミントンショップ

選手

小 森  愛 美 龍谷大学

田 上  菜美子 東海学院大学

長 嶋 仁 美 長崎大学
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三菱電機株式会社

高 原  里 衣



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

熊本県

監督 吉 冨 桂 子 ルネサス

選 手

峰   歩 美 ルネサス

ルネサス

廣  田  彩 花 ルネサス

大分県

監督 升 巴 勇 希 大分県立大分西高等学校(教 )

選 手

河 原 理 恵 医療法人清栄会清瀬病院

柳   里 奈 医療法人秋水堂若宮病院

鶴 岡  美 空 社会福祉法人 太陽の家

鹿児島県

監督 草 ノ瀬  郁 美 グッドウェーブ

選 手

山 下  杏 利 グッドウェープ

森 山  晴 捺 東海学院大学

長 野 愛 菜 東海学院大学
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福 島  由 紀



都道府県別出場監督・選手一覧 く少年男子〉

都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

北海道

監督 小 倉  隆 司 北海道旅客鉄道株式会社

選 手

吉 り|1  改 旭川実業高等学校

青 木  佑希也 旭川実業高等学校

塚 本 光 希 札幌第一高等学校

青森県

監督 戸 祭   濶 青森山田高等学校 (教 )

選 手

佐々木  勇 輔 青森山田高等学校

岡 野 伸 哉 青森山田高等学校

川 音  勇 稀 青森山田高等学校

岩手県

監督 菊 地   亨 花北青雲高等学校 (教 )

選 手

菊 地 裕 太 前沢高等学校

木 村 大 均 前沢高等学校

筑 後   和 花北青雲高等学校

宮城県

監督 畑 山 辰 徳 聖ウルスラ学院英智高等学校 (教 )

選手

浅 原  利希哉 聖ウルスラ学院英智高等学校

菅 原  栄 史 聖ウルスラ学院英智高等学校

高 橋 歩 夢

秋田県

監督 藤 田 理 秋田県立秋田高等学校教諭

選手

本 り|1 文 勝 秋田県立大曲工業高等学校

佐々木  秋 星 秋田県立秋田高等学校

大 関  隼太郎 秋田県立秋田工業高等学校

山形県

監督 小 野 和 之 山形県立鶴岡工業高等学校教諭

選手

三 浦 恭 平 山形県立鶴岡工業高等学校

丸 山 恭 平 山形県立鶴岡工業高等学校

菊 地 琢 真 山形県立長井工業高等学校

福島県

監督 大 堀   均 富岡高等学校 (教 )

選手

保 木 卓 朗 富岡高等学校

小 林 優 吾 富岡高等学校

古 賀   穂 富岡高等学校

茨城県

監督 木 内 広 史

選手

島 添 隼 也 常総学院高等学校

責 藤 隼 佑 常総学院高等学校

林   翔 太 常総学院高等学校

栃木県

監督 遠 井   努 宇都宮南高等学校 (教 )

選手

大 堀   新 作新学院高等学校

上 野 貴 弘 作新学院高等学校

宇賀神  崇 行 宇都宮南高等学校
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聖ウルスラ学院英智高等学校

常総学院高等学校 (教 )



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

群馬県

監督 本  田  亮 介 桐生市立商業高等学校 (教 )

選手

早乙女  拓 也 伊勢崎清明高等学校

蕪 木  辰 義 桐生市立商業高等学校

藤 沢   悠 桐生市立商業高等学校

埼玉県

監督 大 屋 貴 司 埼玉栄高等学校 (教 )

選手

五十嵐   優 埼玉栄高等学校

中 里 裕 貴 埼玉栄高等学校

小野寺  裕 介 埼玉栄高等学校

監督 稲 田 聡 西武台千葉高等学校 (教 )

選 手

上 村   聡 西武台千葉高等学校

早 り|1 航 平 西武台千葉高等学校

森   公 平 西武台千葉高等学校

東京都

関 根   忠 淑徳巣鴨高等学校 (教 )

塩 田 敦

山 崎 真 央 淑徳巣鴨高等学校

中 村 大 志 関東第一高等学校

神奈川県

五十嵐   功 川崎市立川崎総合科学高等学校 (教 )

選 手

菊 野   真 横浜高等学校

今 井 喬 介 横浜高等学校

― ノ瀬  力 瑠 川崎市立川崎総合科学高等学校

山梨県

監督 滝 り|1  修 甲府市立甲府商業高等学校 (教 )

選手

中 山  寛 人 甲斐清和高等学校

古 屋   樹 甲斐清和高等学校

“
■  7~    0し
1,:t:     `:1             ,さ

`,i

甲斐清和高等学校

新潟県

監督 山 縣 泰 弘 北越高等学校 (教 )

選手

池 田  拓 馬 北越高等学校

本 間 雄 大 新潟県立佐渡高等学校

中 沢 郁 巳 北越高等学校

長野県

監督 小 山  智 之 大町北高等学校教員

選 手

早 り|1  竣 大町北高等学校

松 瀬 隼 斗 蘇南高等学校

"ヨ

田 知  大 蘇南高等学校

富山県

監督 中 田  真 琴 高岡第一高等学校(教 )

選 手

前 田  賢史朗
高岡第一高等学校

弓 長 英 博 高岡第一高等学校

石川県

監督 水 内   浩 金沢市立工業高等学校 (教 )

選手

袋 井  由 樹 金沢市立工業高等学校

尾 崎 公 哉 金沢市立工業高等学校

芝 野 誠 人 金沢市立工業高等学校
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千葉県

淑徳巣鴨高等学校

選手

監督

高岡第一高等学校

谷 口  友 章

監督



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

福井県

監督 坂 井 茂 則 足羽高校 (教 )

選手

牧 野 桂 大 勝山高校

服 部 秀 治 足羽高校

南 京  孝 実 足羽高校

静岡県

監督 岩 沢   猛 静岡県立伊東高等学校 (教 )

選 手

工 藤 有 智 静岡県立伊東高等学校

斉 藤  尚 吾 静岡県立伊東高等学校

川 島  健 静岡県立富士高等学校

愛知県

監督 峰   登志郎 株式会社ジェイテクト

選手

小 笠 裕 貴 名古屋経済大学市鄭高等学校

石 塚 巧 馬 名古屋経済大学市鄭高等学校

安 藤 大 地 名古屋経済大学市鄭高等学校

二重県

監督 新 門  耕 暁高等学校 (教 )

選手

山 り|1 莉 輝 暁高等学校

山 り|1  連 暁高等学校

間 部 徳 馬 暁高等学校

岐阜県

監督 奥 村 浩 司 各務原市教育委員会

選手

古 田  将 也 岐阜県立岐阜商業高等学校

和 蒼  汰 岐阜県立大垣北高等学校

山野内  佳 貴 岐阜県立岐阜商業高等学校

滋賀県

監督 仲 尾  修 比叡山高等学校 (教 )

選手

西 り|1 裕次郎 比叡山高等学校

宮   雄  大 比叡山高等学校

清 水 智 彦 比叡山高等学校

京都府

監督 中 村   稔 京都府立西城陽高等学校 (教 )

選手

大 狩 光 貴 京都府立乙訓高等学校

常 塚   光 京都府立乙訓高等学校

久保田  優 巳 京都府立乙訓高等学校

大阪府

監督 有 田 圭 東大阪大学柏原高等学校 (教 )

選手

下 農   走 東大阪大学柏原高等学校

常 山  幹 太 東大阪大学柏原高等学校

疋  田  聖  也 東大阪大学柏原高等学校

兵庫県

監督 友 金 幸 雄 神戸村野工業高等学校 (教 )

選手

島 優 神戸村野工業高等学校

水  口  恭 兵
福 本 光 喜 神戸村野工業高等学校

奈良県

中 谷 敏 昭 天理大学 (教 )

選手

森 山   翼 奈良大学附属高校

東 浦 功 基 奈良大学附属高校

鷹 本  大 希 奈良高校
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田

神戸村野工業高等学校

~需
|



都道府県 監督・選手名

和歌山県

監督 坂  田  智 也 和歌山県立耐久高等学校 (教 )

選手

福 岡  祥  平 和歌山県立那賀高等学校

仲   優
弓 倉 義 己 和歌山県立田辺高等学校

鳥取県

監督 松 本 源 喜 ラケットショップ・フタバ

選 手

松 本  健太郎 米子北高校

中 野 克 哉 鳥取敬愛高校

湯 谷  郁 斗 鳥取敬愛高校

島根県

監督 安 達 俊 夫 カナツ技建工業株式会社

選 手

小 村   肇 島根県立大東高等学校
‐IIHI      ::=:        :1::テ      _1[し
ラ「
「
     「
11       ′,F     .,号1 島根県立大東高等学校

山 崎 敬 太 島根県立大東高等学校

岡山県

監督 松 り|1 大 記 岡山県立水島工業高等学校 (教 )

選手

渡 遅 貴 宏 岡山県立水島工業高等学校

古 城   晃 岡山県立水島工業高等学校

松 岡  航 平 岡山県立水島工業高等学校

広島県

宮 本  幸  弘 広島ガス株式会社

選 手

藤 井 湧 真 広島県立安芸府中高等学校

小  り|1 知  仁 広島城北高等学校

宮 本 康 平 広島県立安芸府中高等学校

山口県

監督 松 原 康 則 山口県立徳山高校 (教 )

選手

桐 田  和 樹 山口県立柳井商工高等学校

古 り|1 優 太 山口県立柳井商工高等学校

岩 永   廉 山口県立柳井商工高等学校

香川県

・ ::1「    ^      ‐     ・ 11・・
′メ:      :二 :       社      ^ 県立高松東高等学校 (教 )

選手

猪  熊  心太朗
菅   康 太 高松第一高等学校

宮 武 佑 輔 県立坂出工業高等学校

徳島県

監督 岡佐古  拓 也 徳島県立城東高校(教 )

選 手

野 村  陸 人 徳島県立城東高校

大 前  勇 斗 徳島県立徳島商業高校

樫  山  哲 也 徳島県立徳島商業高校

愛媛県

監督 徳 永   督 新田高等学校 (教 )

選 手

吾 野  文 人 新田高等学校

東   優 太 新田高等学校

國  本  遼太郎 新田高等学校

高知県

監督 川 添  周 三 高知商業高等学校 (教 )

選手

今 村 悠 希 高知西高等学校

稲 盛  晃 平 高知商業高等学校

久 保  勇 也 高知商業高等学校
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勤務先・学校名

和歌山県立新翔高等学校

監督

監督

県立高松東高等学校



都道府県 監督・選手名 勤務先・学校名

福岡県

監督 成 富 勝 彦 自由ヶ丘高等学校 (教 )

選 手

成 富  勇 太
原  口  拓 巳 自由ヶ丘高等学校

馬 場 湧 生

佐賀県

監督 田 中  昌 樹 多久東部小学校 (教 )

選 手

福 島   将 小城高等学校

黒 岩 聖 也 唐津南高等学校

川 原  聡 麿

長崎県

監督 林   貴 昭 長崎県立西陵高等学校 (教 )

選 手

前 田 晃 司 長崎県立西陵高等学校

徳 永 大 和 長崎県立西陵高等学校

須  賀  健 太郎 長崎県立西陵高等学校

熊本県

監督 ●= 置 | 
ミと  一

1‐  辱   ′ロ  ー 熊本県立八代東高等学校 (教 )

選手

西   智 寛 熊本県立八代東高等学校

藤 慶 熊本県立八代東高等学校

富 岡 寿 将 熊本県立八代東高等学校

大分県

監督 渡 連 仁 友 大分県立別府鶴見丘高等学校(教 )

選 手

佐 藤 宏 亮 大分県立別府鶴見丘高等学校

吉 田  拓 真 大分県立別府鶴見丘高等学校

江  口  恵 哉

宮崎県

監督 藤 田  道 久 的ワークマン

選 手

山 下   京 日章学園高等学校

小森園  隆 平 日章学園高等学校

春 成 星 哉 日章学園高等学校

監督 壱 崎 和 彦 鹿児島高校 (教 )

選手

北 原 圭 介 鹿児島高校

中 馬 雄 太 鹿児島高校

中 尾 重 太 鹿児島工業高校

沖縄県

監督 赤 嶺   靖 沖縄県立南風原高等学校 (教 )

選 手

神 谷 真 吾 沖縄県立沖縄水産高等高校

上 原 正 太

西 平  賢 矢 沖縄県立糸満高等学校
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自由ヶ丘高等学校

九州国際大学付属高等学校

佐賀市立大和中学校

行

大分県立別府鶴見丘高等学校

鹿児島県

沖縄県立沖縄水産高等学校



都道府県別出場監督・選手一覧 く少年女子〉

監督 。選手名 勤務先・学校名

北海道

監 督 妹 尾 将 義

選手

松 本  麻 佑 とわの森三愛高等学校

松 本 理 沙 帯広大谷高等学校

上 坂  千葉未 帯広大谷高等学校

青森県

藤 田 真  人 青森山田高等学校 (教 )

選手

宮 浦 玲 奈 青森山田高等学校

青森山田高等学校

永 原  和可那 青森山田高等学校

福島県

監督 渡 部  訓 生 勿来工業高等学校 (教 )

選手

濱 北  も も 富岡高等学校

東 野 有 紗 富岡高等学校

川 上  紗恵奈 富岡高等学校

栃木県

監督 遠 藤 敦 史 作新学院高等学校 (教 )

選手

長谷川  琴 音 作新学院高等学校

関 町  理紗子
海老原  詩 織 小山第二中学校

埼玉県

監督 山 田  秀 樹 ユニアデックス(株 )

選 手

中 西 貴 映 埼玉県立大宮東高等学校

清 水   望 埼玉県立大宮東高等学校

川 島  里 羅

東京都

監督 大 石   宏 日本橋女学館高等学校 (教 )

選手

仲 井  由希乃
武 田  紗 貴 日本橋女学校高等学校

谷 澤  安 衣 日本橋女学館高等学校

富山県

監督 越 田 芳  成 高岡工芸高等学校(教 )

選 手

松 田  蒼
金 浦  紗 樹 富山国際大学付属高等学校

中 村   幸 富山国際大学付属高等学校

福井県

小 林 陽 年 勝山高校 (教 )

選手

西 江 彩 花 勝山高校

鈴 木  咲 貴
gt t +tia, 勝山高校

愛知県

飯  田  香 里 豊川高等学校 (職 )

選手

小 りll 由 香 岡崎城西高等学校

石 井  梨 紗 岡崎城西高等学校

山 藤 千 彩 豊川高等学校
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とわの森三愛高等学校 (教 )

監督

永 田  麗

作新学院高等学校

日本橋女学館高等学校

富山国際大学付属高等学校

埼玉栄高等学校

監督

勝山高校

都道府県

監督



都道府県 監督 ・選手名 勤務先・学校名

大阪府

監督 西  上  正 大阪市立五条小学校 (教 )

選手

森   みず穂 四天王寺高等学校

今 井 優 歩 四天王寺高等学校

結 城   杏

兵庫県

監督 寺 町 彰 浩 園田学園高等学校 (教 )

選 手

柏 原  み  き 園田学園高等学校

宇都宮  茉 佑 園田学園高等学校

溝 端  三彩起 園田学園高等学校

島根県

監督 足 立  弘 健 島根県立情報科学高等学校 (教 )

菅 野 菜 々 松徳学院高等学校

池  内  萌  絵 松徳学院高等学校

三 島  由 里 松徳学院高等学校

岡山県

監督 尾 崎 勝 久 岡山県立倉敷中央高等学校 (教 )

選手

加 藤 美 幸 岡山県立倉敷中央高等学校

黒 澤 裟 妃 岡山県立倉敷中央高等学校

岡山県立倉敷中央高等学校

香川県

監督 土 居 純 子 県立高松商業高等学校 (教 )

選 手

三 枝 舞 奈 県立高松商業高等学校

木 場  叶 華 県立高松商業高等学校

十 河 茉 由 県立高松商業高等学校

福岡県

監督 明 神  憲

選手

中 野 愛 美 九州国際大学付属高等学校

松 岡  英 美 九州国際大学付属高等学校

寺 田  桃 香 九州国際大学付属高等学校

鹿児島県

監督 草 ノ瀬  公―郎 グッドウェーブ

選手

牟 田  香菜子 鹿児島女子高校

長 野 来 夢 鹿児島女子高校

里  中  梨 佳 鹿児島高校

-75-

四天王寺高等学校

選 手

井 上  美 沙

九州国際大学付属高等学校 (教 )



競技成績決定方法

男女総合成績 (天皇杯得点)及 び女子総合成績 (皇后杯得点 )は 、競技得点と参加得点の

合計 とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有 し、次の順位を欠位 とする。

1 競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子
　
子

男

女

年

年

成
　
成

子
　
子

男
　
女

年

年

少

少

子
　
子

女

女

年

年

成
　
少

各種別とも1位 24点、2位 21点 、3位 18点 、4位 15

点、5位 (4チ ーム)各 7.5点の競技得点を与える。

2 参加得点

大会 (プロック大会を含む。)に参加 した都道府県に 10点 を与える。

ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場

合は与えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表
成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 男女総合成績 (天皇杯 ) 女子総合成績 (皇后杯 )

都道府県名

イ(1

競
1支

イ||
占

順

千、|

競
オ支
イ:;
占

順

　

　

位

競
技
得
点

川頁

1立

競
技
得
点

競
技

得
点

参
加

得
点

〈
ロ

言[

総
合

順
位

競
技
得
点

参
加
得
点

合

　

　

計

総
合

順
位

備

　

考

北 海道

青 森
■■ ・千
徊
~,‐

官 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

10 群 馬

11 埼 玉

12

13 東 京

14 神 奈川

15 山 梨

16 新 潟

17 長 野

18 富 山

石 川

20 福 井

21 静 岡

22 愛 知

23 重

24 岐 阜

25 滋 賀

26 京 都

27 大 阪

2ド 兵 庫

奈 良

30 和 歌山

31 鳥 取

32 島 根

33 岡 山
34 広 島

35 山 口

36 香 川

37 徳 島

38 愛 媛

39 高 知

40 福 岡

41 佐 賀

42 長 崎

43 熊 本

大 分

宮 崎45

鹿 児島46

沖 縄

■■■■■■■■■■■■■■■■|

■■■■■■■■■■■■■■■■|
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■■■■■■■■■■■■■■■■|

■■■■■■■■■■■■■■■■|

■■■■■■■■■■■■■■■■|

■■■■■■■■■■■■■■■■|

■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■

副〓 ■目〓〓〓 〓〓 ■ 置

■■|■■‖■■|

■■|■■‖■■|

■■■■‖■■|

■■‖■|■■|

■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■|■■‖■■
■■‖■|■■
■■■■‖■■

|

■■‖■|■■|

■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■旧■‖■■|

■■■■‖■■
■■‖■|■■
■■■■‖■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
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■■‖■|■■
■■|■■‖■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
■■‖■|■■
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一
一一
一

一
一一
一

一
一一
一■■‖■■■■
■■‖■ll■■
■■‖■■■■
■■‖■■■■
■■‖■■■■
■■‖■■■■
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‐一日

一一一一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一一
一
‐一日

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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4

過 去 の 成 績 一 覧 表

YMCA ―プン

5

24

25

266 大

3位

"|」

エ
ア

占
日
＾ イ立 2位

北海道  佐 藤   保一般男子 単 東 京  広 田 敏 秀

佐 藤   保
●
メ

一
二
三

一
■
１

コ

十

１

１

１

北海道一般男子 複
広

　

藤
東 工只

田 敏 秀

井 光 男

岡

　

相

淳

　

万馬 士
ロ

神奈川  遠 藤 文 子神奈川  吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里一般女子 単

小 林 歌 子

中 村 多 喜
神奈川

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

一般女子 複
吉

　

遠

田

　

藤

とよ子

神奈川

文  子

ヽ
△

′ ヽ

3位2位
男ll

位ll慎

種
1位

保

郎

俊

守

三
英

藤

上

西

林

佐

村
葛

若

北海道

秀

男

宏

久

敏

光

淳

康

田

井

宮

田

広

藤
小

山

東 一泉

一
吉

次

道
一

淳

万

直

武

馬

谷

本

岡

相

大

松

神奈川一般男子

代
栄
子
子

絹
　
信
京

藤
藤
賀
岡

伊
安
佐
片

北海道

子
子
子

子

鈴
綾

久
照

谷

江

田
田与

水

堀
保
伊

愛 知一般女子

とよ子
文 子
歌 子
とみ子

田

藤
林

川

遠
小

荒

神奈川

」=

明
喬
実

一

道

弘
　
昂

松

井
井

岡
村

江

藤

神奈川
男
雄
司
重

光
成
健

川
辺
竹

ロ

一一石
渡
大

野

愛  知高校男子

裕

二

一
羞

周
健
宣
一

田
山
塚
中

石
神
大
島

北海道

′ ヽ

3 イ立2位
り||

旧

い

」
ι
ム
ド 1位

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

知愛

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

下

阜岐

秀

明

久

敏

道

康

田

　
　

田

広

岡

山

一泉東一般男子

代

子

子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

北海道

悦 子
まさえ

人重子

原

田

登

貝

高

石

江

田

田与

堀

保

伊

子

子

子

綾

久

照

愛 知一般女子

藤
　
　
中

後

林

田

裕人郎

金太郎

正 則
岐 阜

直

夫
　
一

正

貞

秀江

東

西

諸

石

治

勇

市

興
　
　
健

部

口

松

服

野

立

知愛高校男子
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東 京 藤 井 光 男

神奈川

愛  知



2位 3位口||種  ヵ.1
1 位

実

敬

茂

朗

章

　

方

井

宮

崎

藤

江

小

山

佐

一只東

裕

二
俊

郎三

周

英

豊

田

山

西

坂

石

神

葛

里予

北海道一般男子

秀

明

一
雄

敏

道

昴

秀

田
　

井

原

広

岡

藤

吉

神奈川

子
子
子
子

江知
成
教
京

中

谷
瀬
寺
之
野

一田
中
佐

小

東  京

子
子
子
子
一
橿

綾
久
照
美

堀 江
保 田
伊与田

水 野

愛  知一般女子

原
　

田
倉

貝

登
高
岩

石

まさえ
悦 子
八重子
衣 絵
雄

彦
潔
治

文

一
　

隆

月

田
石
木

望
倉

力
鈴

一只東

男
司
明
則

利
秀
広
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

神奈川

一
夫

三
稔

秀
晴
圭
　
一

江
上
本

田

諸

井

山
上

石 川高校男子

子

子

子

緑

ゝ
、

良

美

光

川

野

田
島

大

竜

藤

中

神奈川高校女子

子

子

子

子

津

延

貞

美

一

瀬

尾

原笠

広

西

小

関

兵  庫

子

子

子

明

美

照

弘

久

藤

嵐

藤

藤

十

佐

五
斎

佐

山 形

7 27

28

29

8

9

り1

2位 3位
男ll

位

種
1位

一般男子

秀

豊

久

博

敏

　

順

田

治

崎

田

広

佐

川

杉

神奈川

日
７
　

一
　

Ｒ
Ｐ

Ｏ
Ｘ

ロ
フ

　

一　

白
い

ヽ
ロ

一

光

秀

十

井

江

川

原

藤

=′ロロ

相

萩

東  京

太

健

龍

哲

金

竹

岡
波

大

松

丹

林

言
l

B`」
岐 阜

白

＾

遼

4ヽ
■曇
力L

4ヽ

藤
林
川
野

文 子
歌 子
とみ子
智 子

神奈川

子
江

子
子

久
弘
貴
悦

重

元
津
部

井

岡
梅
阿
荒

道海レし

原

　
谷
駒

貝
登
島

町

石

まさえ
悦 子
須磨子
ヤス子

一般女子

三
三
男

一

桂
貞
喜
健

江 尻
辻

半田外
岡 崎

石  川

啓

夫

彦

明

レ
ベ

“
り

′
ム

ル
■
手↑
コ，

川
岡
井
藤

越
花
折
内

神奈川高校男子

片 石
加 藤
長谷川
井 桁

敏
則
男
充

兼
正
龍
啓

北海道

高校女子

子

子

子

子

美富

京

範

幸

堀

津

藤

本

西

谷

佐

松

宮 城

子
　
子
　
子

誉

武
　
寿

西

山
　
鍋

大

秋

真

香  川

子

子

子

子

代

良

光

美

澄

川

田
野

野多

大

藤

竜

波

神奈川

撼ll
サ1慎 」

ι
′，
■

種
1位 位2 3位

一般男子

治

司

三

忠

健

龍

越

竹

岡

玉

大

松

阜岐

勇

治

夫

興

貞

口

部

熊

野

服

稲

・

知愛

水

谷

木

清

釣

荒

山富

正

友 一
亥久男

一般女子

子

子

子

美富

範

京

堀

藤

津

西

佐

谷

官 城 原

谷

登

貝

澁

悦 子
まさえ

信

石  川

子

子

子

久

照

綾

保 田
愛 知  伊与田

堀 江

高校男子

建

正

昭

砿

雅

場

友

藤

豊

御

伊

愛 知
彦

三

昇

嘉

桂

村

尻

谷

西

江

島

石  川

宮 沢 健 一

神奈川  伊豆内   宏
渡 辺   潔

高校女子

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

島福

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡

沢

室

竹

大

大

大

知愛

節 子
久美子

泰 子
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1立

ガ」種
1位 2位 3

一般男子

秀

博

明

敏
　
　
道

田

田

広

杉

岡

神奈川

司

三

弘

健

龍

竹

岡

井

大

松

酒

阜岐

友 一
亥久男

満

谷

木

木

釣

荒

高

山富

江

子

子

久貴

悦

重

梅

阿

下

,幸

部

山

北海道一般女子

武 田 信 子

伊 藤 桂 子

Ⅲ,,

子

子

子

みと

歌

良

‐
,C

′j、

大

川

林

川

神奈川

高校男子

一　
英
　
一

栄

克

順

永 井
東 京  北 島

小野岡

方

　

　

谷

レ
し
　

日
●

　

ヒ
ド

↓
「
　

日
ｐ

　

Ч
И

匡

功

外喜彦

石  川

紀

房

至

生 田 仁
形  板 垣 隆
羽 角

山

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

岡  山

子

節

子

功
　
　
静

木

津

丼

々佐

三

菅

宮 城

子

代

子

豊

純

怜

田

田

ホす

水

藤

藤

香  川高校女子

10回

ll

30

31

32 静

2ゝ
」|

YMCA・ 田

ズヌ
|| ^

2ゝ
り|

12

合優

士 講堂 総合優勝

1位 2位 3位
号」

百
只 位

種
,=1■

`目

俊

利

``=H」

前

石

利

田

原

」」

道

岡  山一般男子

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

神奈川

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

上

増

武

阪大

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

庫兵一般女子

子

江

子

美冨

静

範

西 堀
宮 城  小野寺

佐 藤

子

子

子

文

節

政

野

田

本

友

権

光

山岡

房

孝

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鑓

形山|

雄

智

之

好
　
　
裕

宮

村

藤

小

中

齊

神奈川

夫

徳
　
一

邦

正

竜

四ツ柳

北海道  小田桐
岩 本

高校男子

節

英 子
与志子

,甫

倉

,甫

宮 城  沼
工

子

子

メキ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

香 川

子

子

純

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

山岡高校女子

3位1位 2位
種  別

夫

雄

二

貞

嘉

周

中

野

山

島

星

神

北海道

朗

博

男

芳
　
　
和

藤

田

倉

佐

杉

新

神奈川

雄

潔

三

文
　
　
峻

月

石

木

望

力

鈴

一只東一般男子

子

子

子

良

歌

英

大

′j、

石

川

林

川

神奈川

子

子

子

節

政

桂

田

本

林

権

光

ガヽ

岡  山

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

Ｌ

下

横

井

山

香 川一般女子

隆

裕

豊

英

野

脇

田

平

森

富

根島

夫

男

章

明

和

知

井

田

酒

村

堀

石

雄

智

勝

好
　
　
敏

小

中

鈴

宮

本す

木

神奈川高校男子

田

田

田

有

長

松

石

順 子
悠喜子

富美子

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

田

山

｛呂

外茂子

久 子
ツヤ子

島

下

川

香 川高校女子

-80-



13

14

15回

33

4

35

子高校体

体 合優 jl

△

東

者lζ エエ

′ヽ

種  別
1位 位ウ 3位

敏

啓

夫

兼
　
　
牧

石

川

岡

μ―η

越

花

東  京

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

弘

弘

志

芳

益

清

谷

田

王

高

上

松

阪大一般男子

子

子

子

歌

良

文

林

川

見

小

大

三

神奈川

子

子

子

節

政

桂

田

本

林

権

光

4ヽ

岡  山一般女子

キヌエ

久 子
外茂子

井

下

島

横

山

田

香

高校男子

弘

憲

賢

義

義

森

垣

林

金

板

イヽ

山 形

春

司

肇

幸

武

未
・
水ヽ

一月

鈴

宮

貝

一只東

一　
嗣

正

晃

高

安

森

榎

中

奈 良

高校女子

本

木

本

藤

有

福

香

文 子
とみ子

和 子

洋

玲

桂

島

島

尾野

高

中

栂

子

子

子

富  山

子

子

子

久紀

節

光

崎

　

　

多

山

川

竹

石  川

別

百

Ｘ 位

種
1位 2位 3位

一般男子 神奈川

朗

久

潔

〓
々
曰
曰

藤

藤

口

佐

佐

関

治

夫

男

正

明

和

田

井

田

新

酒

村

石

志

博

貢

清

康
王

松

松

松

イヽ

小

大 阪

一般女子

良 子
文 子
みや子

川

見

野

大

三

椎
神奈川

横

山

宮

香  川
キヌエ

久 子
ツヤ子

井

下

川

子

子

子

愛

洋

玲

坪

島

島

大

高

中
富  山

教員男子

博

剛

治義

田

本

塚

杉

山

石
神奈川

雄

夫

郎四

茂

敏

敬

藤

来

野

佐

宝

ヨヒ

大 阪
郎

司

規

志登

和

直

田

川

田

■,
¬~

市
,,

東 京

高校男子
一
広

宏

紘

忠

昭

部

藤

斐

渡

後

甲

城宮 北海道

彦

晃

聡

康

将

瀬

中

木

龍

竹

梅

彦

三

充

洋

恵

拓

本

崎

坂

山

岡

小

神奈川

高校女子

文 子
とみ子

和 子

本

木

本

藤

有

福

香
利 子
セツ子

待 子

沢

村

原

伊

志

石
静  岡

桂 子
美智子

美智子

尾

　

井

野栂

橘

酒
富  山

B」

薔
只
，
，

種

Ｌ
ι
′，
いl 2位 3位

一般男子
一
英

肇

栄

克

井

島

戸

永

北

貝

一泉東
朗

治

勤

芳

啓

藤

藤

石

佐

遠

砥
神奈川

男

徳

雄

久亥

三

幸

木

沢

野

荒

扇

大
富  山

一般女子

子

子

子

洋

玲

桂

島

島

尾子，日ナ

高

中

栂
富 山

工
子

子

チ

政

満

坂

村

山

脇

木

横

田秋

村

沢

村

野

伊

志

岡静
志津江

利 子
セツ子

教員男子

北 方   匡
河原山 晴 夫
茂 藤   寛

石  川
博

剛

治義

田
本

塚

杉

山

石
神奈川

三

隆

司

竜

安

裕

越

坂

木

宮

脇

鈴
秋  田

高校男子

三

充

彦

一恵

拓

敏

岡 崎
小 坂
長谷川

神奈川

彦

男

一

勝

勇

清

藤

沢

橋

佐

出

高

形山
争

淳

祐洋

部

原

藤

阿

笠

伊

潟新

高校女子

一　
井

田

一薔

酉

平

「
‥
―

．、．

山富
美智子

美智子

敦 子

一子

子

子

一文

信

久

一井横

林

森

香

一子

子

子

一奉

七

文

橋

沢

崎

高

石

長
秋  田

-81-

神奈川



別
‘
里

順  位 1位 2 位 3位

一般男子

敏

一
男

兼

栄

忠

石

井

野

片

永

星

一泉東 神奈川

朗

三

治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
山 形

板

IL

」ヒ

房

男

任

隆

勇

垣

沢

村

一般女子

栂野尾

1舌

酒 井

桂 子
美智子

美智子

富  山
子

子

子

政

満

奉

オく ホ|
秋 田 横 山

高 橋

子

子

子

ヤツ
和

文

川

本

井

宮

福

横
香  川

教員男子

匡

夫

三

晴

桂

」ヒ 方
河原山

江 尻
石  川

田

田

山

杉

岡

秋

博

敬三郎

捷 彦
神奈川

隆

司

喜

安

裕

弘

坂

木

橋

脇

鈴

高
秋  田

平

秋

早

山 梨
田

山

川

勲

男

博

真高校男子
一
司

昭

紘

武

義

竹

沢

野

大

安

星

潟新

光

潔

治

富

　

直

ホす
,南

本

中

松

松
北

'毎

道

子

子

子

弘

詔

淳

佐 藤
山 形  小笠原

失 口

子

江

子

紀

博

昭

木

野

山

高

天
影

静 岡
美津子

綾 子
モモ子

伊

横

大

藤

山

Fi

秋  田高校女子

16回 36

37

田

口

△
田

合優 者|'17

18回  昭 △

1位 2位
号」

百
凩

」
ι
■
い

岳
里

英

雄

一

克

好

陽

」ヒ 島
愛 知  小 宮

長谷川

一般男子

男

豊

雄

忠

　

鎮

星
■1

井

野

田

Fヨ

東 京
治

勝

三

啓

敏

恵

藤

木

崎

遠

鈴

岡
神奈川

橘   美智子
富 山  酒 井 美智子

栂野尾 桂 子

子

子

子

政

満

奉

村

山

橋

本

横

高
秋  田一般女子

子

子

子

和

文

久

本

井

福

横

森
香 川

隆

司

光

安

裕

俊

坂

木

崎

脇

鈴

真
秋  田教員男子

匡

夫

三

晴

桂

北 方
河原山

江 尻
石  川

博

彦

郎三

捷

敬

田

山

田

杉

秋

岡
神奈川

昭

勇

明

国

　

義

谷

川

上

谷

奥

長

三
青 森

田

川

野

務

男

紀

治

善

本
‐
夕!0

F可

新 潟
征

夫

誠

一
孝

一

野

田

西

須

関

一只東高校男子

子

代

子

淳

百

泰

塚

政

村

昔
同
重

七
岡 山

子

子

子

妙

光

和

崎

村

橘

室

河

山富

シ

子

子

ヨ

ト

サ

幸

塚

門

瀬

大

大

間
秋  田高校女子

2位
男」

一
ι
右
世

岳
Ｐ

1位
男

豊

茂

忠

　

春

野

田

崎

星

富

山

根島

雄

司

一

鎮

武

栄

門

永

井

官

堺

一泉東

雄

憲

隆

好

善

文

宮

垣

熊

小

板

稲

知愛一般男子

桂 子
美智子

光 子

尾

井

崎

子
―
田
，栂

酒

室
富  山

子

子

子

茂外

文

久

島

井

田

横

森
香 川一般女子

子

子

子

満

奉

文

山

橋

崎

横

高

長

田秋

吉 弘
敬四郎

輝 明

古

野

岡

世大

」ヒ
μ́
月

大  阪
田

田

山

杉

岡
秋

博

敬三郎

捷 彦
神奈川

匡

夫

三

晴

桂

ヨ1`  方

河原山

江 尻

石  川教員男子

福 島 智 徳

北海道  林     守
久保田 和 男

一
　

和

村

屋

関

中

古

一　
一示

一　

東

誠

安
正

夫

男

春

義

光

一

野

田

口

・星

裏

樋

一　

潟

一　
新

子

子

子

幸

裕

泰

森

田

田

ゼr

「
つ

局

ホす
北海道

子

子

子

和

純

泰

藤

沢

内

後

茂

竹

潟

一　
新

子

子

子代

和

昭

千

沢

本

出

ロリ

松

4ヽ

栃 木高校女子

-82-

3位

3位

高校男子



川貞
一

′

一

■
い

号」
ｉ
摯

1 1立 3位2位

‐投男子

好

善

隆

宮

垣
后

4ヽ

板

石

雄
●■:
R:::1

日召

愛 知
一
司

一

栄

武

栄

井

永

永

宮

堺

一只東

田

田

下

新

村

松

一
１
７

・

,ア、

`ロ
男

力

正

矛日

・般女子

横

ΠI

森

井 文 子
島 外茂子
久 子

香  川
横

高

長
秋  田

山

橋
111奇

子

子

子

満

奉

文

子

江

子

紀

博

蛍

木

野

后

高

天

岩

阜岐

教員男子
一
司

夫

紘

　

俊

部

井

藤

渡

永

佐

潟新 川石

北  方
河原山

江 尻

匡

夫

三

晴

桂

田

田

山

杉

岡

秋

博
敬二郎
捷 彦

神奈川

高校男子

浩

夫

毅

正

和
鈴
ネ申
11‐

月

木

[]

山

新  潟
芳

　

年

本

壁

森

橋

真

良奈

―ト
メ
`
修

正

博

弘

野

野

林

立

盛

高

山菅
田

口刀ロロ

之

貝リ

高校女子

子

ヨ
枝

カタ

コ
初

木

島

田

植

大

武
栃 木

泰 子
恵美子
八重子

内

本

野

竹

石

高

潟新
佐々木

中 川
加賀谷

フ ミ
美枝子
ユミ子

秋  田

19回 39

20 40

21 日召矛口4 1

△

田 園体
△
優

体 合優 新工

別

位 1位 2位 3位

一般男子

雄

憲

彦

好

善

敏

小 官
愛 知  板 垣

長谷川

一　
「国一　エハ

栄

武

十

永

上

堺

宮

田

一示東

昭

朗

顕

義

立

東

山

牟

条
口

ネL
香 川

一般女子

子

江

子

紀

博

康

木

野

田

高

天

高

阜岐

子

子

子

文

久

和

井

　

藤

横

森

カロ

香  川
子

子

子

和

妙

泰

藤

崎

内

後

石
竹

潟新

教員男子
河原山

北  方
村  西

天

匡

一

一晴

石  川
良

剛

志

茂

　

弘

田

森

嶋

杉

笹

中

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三

柳

山岡

高校男子
一
之

雄

昌

信

邦

尾

前

坪

野栂

寺

中
富  山

堀

杉

尾

山

関

幸 矩
修

美智則

岐 阜
一　
一　
一

年

憲

公

壁

村

野

真

'可滝

奈 良

高校女子

枝

子

子

光

妙

栄

藤

脇

田

近

オ

池

阪大

子

子

子代

葉

良

美

橋

葉

本

高

稲

川

岐 阜
野

崎

田

上

石

吉

木栃
明 美
喜代子
サ ト子

り」

百

Ｘ
工
）
一 1位 2位 3位

般́男子

彦

憲

司

敏

善

武

川

垣

沢

谷長

板

安
愛 知

三

男

勇

恵

真

崎

山

上

岡

秋

三

梨山

司

也

一

武

大

俊

永

中

武

宮

田

春

分大

一般女子

一子

江

子

一紀

博

康

一木

野

田

昔
同
天

青
同

阜岐

　

一

一子

子

操

一和

妙

藤

崎

藤

後

石

カロ

新 潟
子

子

子

満

奉

ユ

山

橋

谷賀

横

高

加

秋  田

教員男子

一良

彦

夫

一茂

憔

功

田
達

山

杉

安

上
北海道

一夫

匡

一

一晴

　

栄

河原山

北 方
原

石  川
勝

志

敏

宅

利

本

三

毛

柳

山岡 ,青

尭

高校男子 宣

秋

一百

八
　

　

ｓ
ｔ

一＝
　̈
　
ピ■

一間

橋

田

一本

高

奥

潟新

一一欠
一
、

‘ 我 妻
宮 城  市 川

寒河江

自lζ

,青

千リ

一
弘

庸

和

健

忠

辻

崎

田

西

西

イヽ

香 川

高校女子
登茂子

幹 子
シゲ子

画

藤

藤

一小

遠

伊

形山

　

一

一子

子

薫

美一恵

悦

間

下

坂

本

日

高
新 潟

一江

子

子

一博

恵

民

一木

口

藤

湯

浦

佐

山岡

　

一

-83-
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別
岳
里

サ|1真  イ立 1位 2位 3  イ」

―投男子

垣

沢

林

憲

司

宏

善

武

一

板

安

イヽ
愛 知

一
洋

啓

島

本

藤

4ヽ

山
ス塁

平

彦
キι、
{ロ

神奈川
一
六

人

栄

十

平

上

橋

堺

田

本

一宗東

一般女子

子

子

江

みと

文

真

木

井

本

有

横

山
香  川

美

子

操

明

和

嵐

藤

藤

十

後

加

新  潟
子

江

子

紀

博

雅

木

野

賀

高

天

虫

阜岐

教員男子

水

木

山

り:
ノ′

史

信

隆

良F
_1′

べ生

清

正

松
山 北海道

良

彦

夫

茂

憔

功

田

達

山

杉

安

上

夫

一
功

和

紘
力:1

渡

菊

′支

占|`

地

宮  城

高校男子

実

保

寛

田

島

口

米
松
谷

山富 昭奈 良
●こ
′j、

葛

公

正
博

野
林

輪

夫

夫

一

幹

哲

純

間

田

戸

門

山

本
官 城

高校女子

沢

子

坂

相

金

高

潟新

マチ子

美和子

薫

子

子

美

恵千

経

清

片

森

下

4ヽ

41

山

香 川
田

枝

Fp

仲 美津江
加代子

波 和 子
栃 木

22 42

23 43

24[コ   日召矛口44

越ヶ谷

型 _
Zゝ

立体 (総合優勝 川

コ _ 合優勝

男」
ｒ
里

順  位 1位 2位 3位

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一泉東一般男子

三

男

登

恵

真

崎

山

中

岡

秋

田

梨山

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小

吉

渡
神奈川

木

野

藤

高

天

安

阜岐
紀 子
博 江
久美子

とも子
小夜子
美津江

橋

野

仲

高

水

田

二只東

美

子

子

明

和

邦

嵐

藤

林
後

イヽ
新 潟

４

‐
一
■
７
エ

一般女子

治

参

身

直

勇

健

藤

原

南

工

芦

本´

ヽ

●
【

匡

一　
一栄

方

西

北

村

原

石

志

勝

敏

毛

〃,

不|」
′́・
し

本

`「

,

尭

岡  山教員男子

昇

宏

男

路

守

田

藤

立

岩

後

足

阜岐

博

治

茂

敏

正

上

島

目

二

草

布

山富

男

男

臣

好

光

政

藤

所

藤

遠

田

伊

形山高校男子

子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武

本

沢

宮

福

赤
香  川

堀

竹

大

川

中

竹

栄美子

礼 子
由里子

新 潟高校女子

子

子

子

よ

泰

き

弘

山

山

崎

平

柴

高
大  阪

3
」
′
′
い1位 2位

一
征

誠

栄

一　
一

〓
―
籠
〓

堺

西

関

一　
一宗

一　

東

平

人

三

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂
神奈川一般男子

三

男

応

恵

真

秀

窪

秋

野

田

は|
田

山 梨

井

下

崎

一永

山

岡

一　
　
Ｒ
Ｐ

一　

　

夕
●

一　
一泉

かおり
三枝子

繁 子

橋

仲

野

高

田
水

一

京

一　
東

とも子

美津江

小夜子

木

野

橋

高

天

高

阜岐
紀 子
博 江
千代美

一般女子

匡

一　
一

栄

一方

　

西

一一北

原

村
石  川

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

一一毛

三
柳

岡  山教員男子

明
参

身

壽

勇

健

田
藤

原

西

工
芦

一一　
本

一　

　

し
く

一　

　

●
月

貴

久

幸

弘

昇

繁

原

田

本

一昔

司

山

〓
´
　

―

―

一　

良

一一　
奈

田

生

辺

内

桐

渡

馬群
通 夫
台次郎

稔
高校男子

早

司

敏

本

小

九

間

泉

原
力i 潟

正

しずか

茂 子
まさ子

~  
望 月

栃 木  石 崎
阿久津

子

子

子

恵

和

島

川

田
谷

一及
脇

紅

一　
阜

一　
岐高校女子

子

子

美

よき

弘

照

山

崎

場

一柴

高

大
人 阪

-84-
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別
岳
Ｔ

順  位 1位 2 1立 3位

‐般男子

三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

梨山 神奈川

平

人

三

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂

孝

一
二

信

昌

健

池 田
東 京  栂野尾

鈴 木

‐般女子

悦 子
マチ子

和 子

中

沢

藤

竹

相

後

潟新 岐 阜
高

天

桑

本

野

原

子

江

子士

紀

博

富

昭 子
喜代子
しずか

本

崎

月

松

石

望

木栃

教員男子

士

夫

彦

彦

邦

和

佐々木

岩 手  佐々木
永 沢

匡

一
之

栄

忠

方

　

本

北

原

松

石

明

参

身

壽

勇

健

田

藤

原

西

工

芦

本Ｆ

ヽ

●
■

高校男子

司

真

美

康

　

繁

内

川

巽

竹

西

良奈

治

治

吾

欽

勇

信

谷

村

山

銭

竹

青
石  川

夫
壮

雄

信

　

吉

橋

藤

藤

高
佐

佐

手岩

高校女子

尾

本

本

西

秋

秋

阪大
真理子
八代美

幸 子

枝

子

江

敏

幸

静

林

井

田

小

藤

池

木栃

美

美

子

秀

清

静

東

　

所

川
森

田

香 川

25

26

27回

45

46

47 太 国

釜石製 険 △ロ 総合優

△

△

り」

百
【

Ｌ
ム
４
い 1位 2 位 3位

一般男子

人

平

樹

直

一
秀

渡

4ヽ

宮

辺

島

川

神奈川

三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩

梨山

夫

満

治

芳

　

義

田

藤

森

河

安

阜岐

一般女子

木

藤

間

美

子

子美

明

和

恵

鈴

後

本
新 潟

子

子

子

よ
）

良

と

陽

田

蓼

山

杉

味

秋
神奈川

田

高

今

静 子
美千子

喜佐子

村

野

川

北海道

教員男子

百
曰
一　
一
虐
“

一良

健

良

田

原

上

保久

藤

藤
滋 賀

隆

味

伸

詳

光

西

藤

森

中

佐
和歌山

生

治

参

節

直

勇

郷

　

藤

本

南

工

本書
澪

高校男子

雄

裕

行

征

　

直

田
木

野

土
鈴

佐

潟新
樹

徹

成

茂

　

忠

本

内

山

倉

岡
和歌山

美

弘

夫

繁

　

基

川

野

井

西

佐

中

良奈

高校女子

尾

本

本

西

秋

秋

阪大
真理子
八代美

幸 子

葉

内

村

千

宮

木

島福
陽 子
すみ子
瑞 江

田
宅

林

平

三

山岡
寿美子
喜久江
一 美

別

」
ι
■
い

種
1位 2位 3位

一般男子

平

人

樹

一
直

秀

小 島
神奈川  渡 辺

宮 川

二
孝

一

健

信

昌

本

田

尾野

鈴

池

栂
東 京

三

男

雄

恵

真

一

田

山

下

窪

秋

岩

梨山

一般女子

一江

子

子

一博

悦

茂

木

中

崎

湯

竹

石

一泉東
代

江

子

香

静

康

本

田
居

橋

池

富

知愛
子

代

美

恵千

幸

清

片

西

ガヽ

小

森

香 川

教員男子

隆

味

夫

詳

幹

西

間

森

中

門
和歌山

晃

借

昇

井

藤

田

別

斉

森

木栃

一匡

一
進

．　
栄

ヨヒ 方
石 ナ|1 原

長谷川

高校男子

一夫

正

弘

基

義

敏

井

田

中

南

辻

良

一

奈

　

一

一夫

行

男

碩

敏

助
下
島

原

山

谷
石  川

悟

勝

一

一西

田
藤

古

角

後

阜岐

高校女子

一子

子

子

一幸

幹

敦

一本

田

田

秋

高

徳

子

子

子ｎＨ
４
＾

洋

浩

真

口

問

田

矢

本

今
山 形

田

野

野

山

平

瀬

葉千
尚 子
美千代
清 美

-85-
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1立

別
■
■

1位 2位 3位

一般男子

平
樹

行

一
秀

教

小

宮

笠

島

川

井

神奈川
関

東 京  栂野尾
池 田

誠

一
孝

一
昌

信

次

保

寛

贋間

島

口

本

松

谷

知愛

博 江
マチ子

悦 子

4-
4｀

沢

中

湯

相

竹

東  京
美

美

生

森

川

長

,」ヒ

`同
秀

弥

東

尾

香 川
江

子

子

博

功

悦

野

沢

野レし卜”

天

広

日
岐 阜

教員男子

英

信

二

良

良

健

上

上

原

藤

藤

藤

賀滋
一
進

修

栄原

長谷川

和 田
石  川

水ヽ

青
同
斉
¨

山 形

井

山

藤

司

三

夫

日
曰
罰
伸

高校男子

美

之

雄

正

博

治

ホす

川

西

梶

上
富  山 芳

弘

繁

光

之

田

部

嵐十

寺

矢

五
福  島

田

重

内

昭

三

夫
奈 良

池

松

坪

文

恵

禾リ

高校女子

子

子

子美

幹

敦

恵

田

田

野

高

徳

植
大  阪

田

野

野

山

平

瀬

葉千
尚 子
美千代

清 美

子

子

子

正

礼

友

田

水

原

堀

清

福

形山

28回

29回 和 49 のまごころ国 茨城 石

30回    昭千口50 た ま し あ をひらこう みえ国体 二重

△

者3)

石 校 体 合優 都

県立松阪高校体 ‖

48

と

位

り」

百
ス

■
■

1位 2位 3位

一般男子

孝

一
満

信

昌

茂

池 田
東 京  栂野尾

今 井

平

樹

行

一
秀

教

小

宮

笠

島

川

井

神奈川

保

次

寛

贋

島

間

口

松

本

谷

知愛

一般女子

茂 子
員知子
きよ子

崎

田

山

石

今

柴

一泉東
田

山

川

子

子

美

静

豊

秀

所

口
東

香 川
村

野

島

田

高

藤

静 子
美千子

百 子
北海道

教員男子

夫

志

隆

幹

隆

間

藤

門

武

森
和歌山 石  川

原   栄 一
長谷‖1   進
高 来 秀 夫

佐

関

大

利 昭
昌 和
健太郎

藤

本

川

茨 城

塚
′
Jヽ

ホす

一
和

博

良

久

信

本

倉

田
奈 良

幸

博

平

博

芳

幸

川

訪

村

谷長

諏

中
福  井高校男子

二
彦

之

孝

俊

信

山

島

藤

米
中
カロ

山 形

好 子
寿弥子

野

川

ホす

オ直

石

」ヒ

大  阪
恵美子

高校女子

和 子
ソノエ

由喜子

根

塚

藤

関

大

佐

潟新
真由美

千英子

幸 子

田

山

辺

牛

片

渡

香

位31位 2位

之

勉

男

営
ｒ
　
　
　
ｎ
】

十
い　
　
イ不

村

泉

沢

河

今

米
富 山

孝
二

治

信

昌

欽

池 田
東 京  栂野尾

銭 谷
般

平

樹

行

一
秀

教

小

宮

笠

島

川

井
神奈川

一　
一
治

紘

純

良

部

戸

岩

渡

木

白

城宮

井

　

生

今

関

桐

一　
馬

一　
群

勇 司
俊 夫
台次郎

一
進

修

栄原

石 川  長谷川
和 田

教 員

子

美

子

雅

明

敦

田

田

原

石

三

藤

山岡

美

子

子

秀

静

豊

東

所

口

一百１１
「
コ

ー，
コ

一，

‥

ｌ

一　

　

＝
Ｈ

一
　

　

―

′

一　
香成年女子

本

田
山

蕩

池

柴

一一　
工泉

一　
東

博 恵
美 加
きよ子

宮 城  沼 沢   隆
宍 戸 隆 夫

士
口
・〈
士
心

庄

直

宏

森

井

本

宮

酒

坂
石  川

浩

夫

司

伸

章

裕

岡

田
島

吉

冨

田

良

一　
奈少年男子

子

保

加

茂

美

川

谷

崎
,■

金
香 川

美

子

花

■
し
　
、
　

「
”

一フ
）
・チ

ロ

野

崎

谷

根

野

一　
重

一　

三少年女子

植
ヨヒ

石

野
ホす
川

恵美子

寿弥子

好 子
大 阪
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成

年

男

子



1位 2位 3位

it 山

今 泉

'可

 ホす
米 沢

勉

之

男

博

和

進

隆

均

正
相 川
米

堂谷内

川石

白●|ラ

川

井

一 平
秀 樹
教 行

小

官

笠
神奈川成

年

男

ｒ 教  員
原

長谷川

和 国

一
進

修

栄

石  川 群  馬
関

今

桐

井

生

夫

司

郎次

俊

勇

台

夫

志

樹

幹

隆

茂

間

藤

本

門

武

山
和歌山

成年女子 東 工只

湯

石

今

木

崎

田

恵

子

子知

博

茂

員
香 川

石

田

牛

原

所

田

子

子

美由

英

静

真

真理子

美津代

幸 子

尾

　

本

西

谷

秋

阪大

少年男子

生

均

嗣

゛
眺　
　
　
日
曰

山

田

本

重

森

坂

石
」ヒ

西

西

|ウ滋 賀
橋

口|

堀

;笙

百1

武

彦

明

二

勝

　

敬

野

原

田

平

上

木

香

少年女子

石 川1 好 子
平   久美子
河 村 茂 美

大 阪
子

子

子

恵

良

友

木

井

藤

青

藤

佐

潟新

子

子

子み

順

睦

ふ

永

枝

野

徳

松

永

工只東

31回  昭和 51 若 国

32回 52

33 和 53 やまびこ

ユ _

`2_

校体 館 (総

△

立 _

1位 2位 3位

舟λ

雄

孝

雄

幹

佳

証

崎

野

田

尾

飯

土

玉埼

孝

一
治

信

昌

欽

池 田
東 京  栂野尾

銭 谷

平

行

弘

一
教

敏

島

井

小

笠

辻
神奈川成

年

男

子 教 員
原   栄 一

石 川1 長谷川   進
舛 田 吉 光

井

原

生

今

栗

桐

馬群
勇 司
恒 夫
台次郎

夫

樹

和

幹

茂

正

間

本

山

門

山

米
和歌山

成年女子

恵

加

子

博

美

茂

木

田

田

湯

池

池

二只東
尾

　

本

西

谷

秋

阪大
真理子
美津代

幸 子

英 子
静 子
真由美

原

所

田

石

田

牛

香

少年男子

司

司

樹

博

忠

和

山

部

田

西

矢

山

賀滋

永

明

忠

光

俊

田

郷

根

角

久

関

木栃
一
悦

二

勇

誠

俊

藤

美

内

丹

楠

島

森青

子

美

子

美久

茂

恵
本す

口

―r

'可原

大 阪
理

香

枝

由

圭

史

田

村

田

浜

田

寺

知高
西

下

沼

葛

山

柳

森青
明 子
奈々子

端 代

1位 2位 3位

投

男

博

夫

光

和

龍

所

場

村

田

大

西

葉千

勇

裕

男法

木

山

棒

鈴

丸

潟新

進

隆

均

正
相 川

石 り|1 米
堂谷内

成

年

男

子 教 員
一進

光

修

一　
　
士
ロ

川

田

田

谷長

舛

和
石  川

司

夫

和

勇

恒

盛

井

原

崎

今

栗

岩

馬群

参

悟

文

勇

　

芳

藤

津

中

工

稲

田

本
ヒ
』ヽ
畜
【

成年女子

代

子

子

津美

幸

文

谷
大 阪  秋 本

東海林

子

江

子

△
ロ
百

富

峰

本

山

口

桶

九

山
福  岡

子

子

枝

久

裕

藤

沼 能
栃 木  日 山

日向野

少年男子

一一憲

二

章

一俊

浩

哲

一石

藤

上

一本

権

井
熊  本

桜 井
形  五十嵐
須 貝

人

弘

徳

雅

正

英
山

浩

司

司

正

悟

栄

科

田

嶋

保

横

川

滋 賀

少年女子

一美

枝

子

一広

一
優

．岡

沢

藤

月

中

斎

潟

一

新

　

一

一一子

子

美

一代一加

康

里

一野

田

賀

一上

高

海
栃  木

一子

子

子ヽミ

裕

恵

ス

川

口

田

′ヽ

原

」ヒ

大  阪
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少年女子



1 1立 2 1立 3位

11

男

1専

之

光

オll
′自‐

所

場

本

田

大

織

葉千

F,―
r‐

,青

明

一
　

敏

島

橋

小

高

菅
神奈川 北海道

男

男

敏

好

敏

正

藤

村

原

遠

木

久

成

年

男

子 教  員
進

修

光士
ロ

川

Ｈ

Ｉ

ヽ
ヽ
ク

Ｅ
一́
く

日
日

＋
ｒ

Ｆ
，

手
↑

ι
′

石  川
司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群 滋  賀
二
信

之

健
良

重

原

上
坂

藤

藤

脇

成年女子

子

枝

代

裕

藤

和

日 山
栃 木  日向野

大 蔦

子

子

子

文

明

恵

林

西

口

海東

葛

原
大  阪

平

山

前
香 川

井

田

川

佐代子

高 子
加代子

少年男子

二

介

章

浩

英

哲

藤

上

上

権

村

井

本ヒ
Ｌ
台
【

浩

太

史

野

西

田

岡

4ヽ

竹

仕

佳

香 川
馬 場 良 浩

栃 木  小野口   正
大 島 正 志

少年女子

スミ子
日出子

美千代

田

田

田

北

植

冨

阪大 新 潟

子

子

子

直

え

栄

井

藤

岡

藤

遠

富

安 代
和 子
貴美子

添

峯

内

川

高

陣

本●
ス

34回

35

36

54 のふ る

55 の

56 びわこ国 滋

国体  宮 者5 民

△

が

△

△

滋

り」

」
ι
た
い

岳
早

1位 2位 3位

長谷川   進
石 川 舛 田 吉 光

堂谷内   均

平

治

明

一　
隆

敏

島

田

小

池

菅

神奈川成年男子

勉

隆

博

正

敏

泉
　
　
上

今

米

二

富 山

代

生

子

津美

弥

典

村

口

谷

若

阪

滋 賀

子

美

子佳

澄

喜

智

松

辺

田

小

渡

柳

愛 知成年女子 辺

岸

端

渡

高

一界東

洋 護
多喜子

陽 子
章

男

幸

哲

幸

和

上

東

田

井

伊

福

熊  本

志

円

樹

正
　
　
正

島

堀

村

大

大

戸

木栃少年男子

幸

夫

二

裕

英

進

本

端

浦

山

竹

松

滋 賀

上

内

田

野

山

山

潟新

満 子
美 子
登美子

代

織

美

全

千

升

田

木

崎

松

新

尾

阪大少年女子

峯

内

山

高

陣

森

本
ヒ
し
い

●
Ｈ
¨

和 子
貴美子

弘 美

3位1位 2位
種 別

司

行

博

勇

克

智

井

庭

木

今

秋

鏑

馬群

伸

茂

美

光
　
　
英

藤

藤

元

佐

須

村

森青

勉

隆

永

泉今

米

林

山富 正

カロ

成年男子

村
　
　
西

河

平

葛

阪大

茂 美
久美子

明 子

谷   美津代
西 村 美千代
磯 野 恵理子

滋 賀

恵

子

美

博

陽

広

木

岸

岡

湯

高

月

一泉東成年女子

仁

博

啓

義
　
　
照

田

松

本

■つ
　
＋り
　
●ヽコ

「
４
　

未

■
　

Ｅ́

石  川

二

次

二

修

健

康

野松

宮

宮

梨山少年男子

二

泰

昌

進
　
　
泰

浦

岡

田

松

片

辻

賀滋

内

崎

田

山

石

本

潟新

美 子
咲知子

佳代子

子

子

美

佳

貴

明

内
　
　
井

山

佃

永

香

子

子

美

美貴

尚

弘

内

峯

山

陣

高

森

熊   本少年女子

-88-
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男」種

順  位 1位 2 1立

司

博

行

勇

智

克

井

木

庭

今

鏑

秋

馬群

勉

男

隆

口
”
　

ピ
Ｌ

‘
↑

　

「
コ

泉

沢

今

米

米

富  山

男

二

弘

好

孝

昌

藤

山

葉

遠

米

千

北海道成年男子

子

子

子

津美

直

純

本

島

田

||

川

原

静  岡成年女子

織

子

美

小

幹

裕

本

田

寺

,可

ぜr
Fコ

′j、

岡 111

村
　
　
奥

河

平

国

阪大

茂 美
久美子

美智子

少年男子

勉

昌

男

泰

吉

川

田

本

西

辻

杉

賀滋

尾

島

田

山

岡

]]

克

辛告

憲

則

キι、

`ロ

石  川

征 美
利 幸
誠一郎

長

新

大

I勺

井

害」

埼  玉

少年女子

子

澄

美

嘉太

香

春

田

井

原

松

石

鴻

大 阪

美

子

みよ

弘

尚

き

山

峯

木

木林
　
昔
同
　
一一耳

熊  本

美

子

苗

奈真

仁

早

沢

崎

貫イヽ

栃 木  岡

37

38

39

57 び

58 力`

59 わかくさ国

大 立 _

△

合優 大

男」

百
只 位

種
1位 2位 3

」
ι
右
い

成年男子

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群

裕

一　
英

圭

芳

木

下

塚

鈴

山

飯

潟新

之

孝

雄

和

佳

裕

藤

野

出

後

飯

井

岡静

成年女子

織

子

美

本

田

原

河

高

中

山岡

小

幹

裕

島

松

田

川

白

原

岡静

直 子
千加子

純 子

子

美

子

代美

広

尚

岡

峯

枝

月

高

東 一思

明
　
一　
昭

英

謙

英

本
　
　
次

―
，　
■ヽ
　
一二

日

″
　

方

，
　

一
二

本レ

ヽ

，
メ

浩

典

洋

泰

喜

藤

本

山

佐

松

村

庫兵

弘

哲

二

昌
　
　
友

見 市
奈 良  小野満

村 山

少年女子

美

子

美

春

貴

正

原

木

崎

鴻

新

官

阪大

村

井

木

上

平

青

本´

ヽ

●
ス

美 香
真由美

きよみ

田

田

名野

真理恵

みどり

智 美

原

本

川

新  潟

1位 2位 3位

成年男子

司

治

二

恭

正

浩

士

藤

藤

工

江

権

本レ

ヽ

●
Л

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群

弘

夫

浩

敏

基

伸

井

岡

辻

中

吉

良奈

成年女子

子

枝

子恵

口
Ｈ
・
　

ｎ
Ｈ

　

た
」
ヽ

口
り

・

´
本

‐
　

ヽ
ヨ
フ

西
　
　
山

葛

星

平

阪大

み

子

代

とか

頁

ロ

て

川

不́

東

野

路

伊

イヽ

小

石  川 山

田

枝

森

三

一只東

美代子

弘 美
知佳子

少年男子

樹

健

康

裕江

中

中

藤

川

川

滋 賀

光

男

行

保

正

繁

井

嶋

田

平

中

室

富 山
一　
美

隆

功

勝

松 元
埼 玉  生井沢

石 橋

少年女子

子

薫

子

貴
　
　
陽

木

村

田

新

今

山

阪大

井 郁 子
池 由扶子
戸 香 織

若

イヽ

青

光

地

田

徳

谷

西

春 子
美知子

青 森
由美子

-89-

3位

少年男子

新 潟



3位位

号」種
1

Ｌ
ι
だ
い

司

夫

夫

勇

恒

康

井

原

内

今

栗

竹

馬群

士
心
　
士
′し、　
一出力
一ユ［

宏

勝

外

本

賀

井

坂

古

坂

矢日愛成年男子

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本ヒ
じ
ヽ

青
パ

林

藤

口

毎東

佐

田

文 子
栄美子

真由美

山 形

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

潟新

子

枝

子恵

■
¨
　

ｎ
Ｈ

　

と
ヽ

手
↑

　

工
↑

　

自
ブ

峯
　
　
山

高

星

平

阪大成年女子

彦

祐

久

和

徳

義

北

村

本

浜

中

小

本ム
●
”
〔

篤

明

谷

本

川

人

彦
″●
T

気

山

中

少年男子

美

修

隆

勝沢

地

橋

井生

菊

石

埼 玉

美

紀

秋

江智

由

智

手

間

井

横

平

乳

青 森新  潟少年女子

島

代

尾

田

田

松

本
ヒ
ヒ
ヽ

●
目
い

志 乃
美智世

知 美

40回   昭和 60年   わかとり

4 11亘1   日召矛口6 1 かいじ国

42 62 国体

エエ 合優 熊本県)

梨梨 勝

市
△ 合優

2
」
ム
″
や 3位

,」

百
只 位

種
1位

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本ヒ一ヽ●澪成年男子

幸

二

次

裕

修

健

本

野

山

松

宮

梨山

子

代

和

幹

英

田

口

藤

高

野

清

梨山

子

美

子

理真

鶴

和

川

谷

向

今

大

田

富  山

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

潟新成年女子

樹

成

高

直

芳

夢

田

田

木

吉

越

城

山一畠

史

努

寿

高
　
　
延

田

石

佐

内

輿

岩

梨山

猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

久

畑

本

本ヒ
ヒ
ヽ

台
ロ
ハ

元

田

水

秋

太

清

王埼

美佐緒

悦 子
由紀子

美

秋

子美

知

千

喜

尾

利

辺

松

毛

渡

熊  本少年女子

美

美

美

士富

由

由

村

島

庭

田

田

間

一口
田 岡

3
」
ι
た
い2位1位

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本ヒ
ヒ
ヽ

●
澪

夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐

栗

竹

片

馬群成年男子

子

代

代

佳

和

幸

島

路

本

彼

小

水

石  川

子

恵

美

津美

幸

清

本

屋

本

官

大

松

愛 知
川

谷

喜

今

大

伏

真理子

鶴 美
由美子

富 山成年女子

勝

隆

二

英
　
　
秀

根

井

木

関

石

鈴

玉埼

昭

也

美

秀

誠

宗

山

村

龍

本

高

度

本●
ス少年男子

′
一
　
　
４
一
ヽ
　
　
―
′

一「
．　

ヨ
フ
　

′′
″

匡

朱

ゆ

橋

賀

棒

高

加

新 潟

里

田

井

南

岩

水

大 阪

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

官

本ヒ
ヒ
い

０
”
（少年女子

-90-

2位

石  川

子

織

子

扶由

香

匡

池

戸

小

青

棒

夫

嗣

浩

一　
尚

正

下

田

科

森

谷

保

阪大

少年男子

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横

阜岐

鈴 木 草麻生
滋 賀  平 井   肇

小河原   崇
子

子

子佐

高

良

妃



号」種

順  位 1位 2位 3位

成年男子

幸

雄

昇

博

隆

川

場

谷

谷長

石

細

神奈川

勉

幸

男

裕

吉

尾

本

本

オ|

山

杉

．
カ 都

博

夫

也

智

康

哲

木

内

桐

鏑

竹

片

馬|‖

恵

子

理

幸

明

恵

屋

田

々

大

丑

佐

知愛成年女
「

川 真理子
谷 鶴 美
喜 由美子

今

大

伏

富 111

薫

美智世

照 枝

ハ~7

田

磯

ホす

代

崎

大  阪

少年男子

昌

剛

弘

知
　
　
隆

谷

村

賀

大

内

須

玉埼

和

治

樹

忠

謙

秀

藤

本

井

工

藤

村

北海道

肇

崇

晃

平 井
小

'可

原

中 橋
滋 賀

少年女子

子

子

子

佐

志

良

妃

美

田

井

木

岩

水

新

大  阪

枝

子

古

久

直

亜

花

野

見

立

矢

伏

城宮

子

和

子

敬

美

愛

中

甲

宮

原

斐

ホす

1長 本

43回

44回

45回

63 府 公園体

トレー

はまなす国 ヒ

とび め国体

工

2 ・センター 総合 大阪

号」

位

種
1位 つ 位

Ｌ
ι
″
い3

成年男子

幸

雄

昇

博

隆

川

場

谷

谷長

石

細

神奈川

弘

則

一

雅

克

淳

藤

尾

谷

伊

山

角

北海道

勉

幸

男

裕

吉

尾

本

本

村

山

杉

都一泉

成年女子

代

美

子智

英

真

美

口

島

岡

野

中

藤

群  馬

村

山

元

今

奥

秋

阪大

薫

保 子
美佐緒

美

秋

代智

弘

千

実

都
■ニ

■
`
星

木

利

野

東 京

少年男子

片 山 卓 哉

埼 玉  久保田 雄 三
関 根 靖 則

志

裕

宏

厚

和

和

上

田

上

田

本

霜

本し

ヽ

■
月

少年女子

村

日

本

宮

松

阪

本じヽ
●
凛

子

子

子

愛
|.ι、

`[コ

雅

水

利

坂

子

貴

佐

佐妃

三

美

人 阪

子

紀

子

美由

美

久

島

尾

原

庄

寺

篠

佐 賀

ワ」

百
只

」
ι
■
い

種
2位 3位

成年男子

実

健

二兼

田

川

山

福

中

常

重

昌

勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

戸

辻

奥

早

阪大

文

巳

行

秀

正

正

木

村

井

荒

中

石

岡百田

成年女子

水

村

頭

清

田

田

岡福

尚 美
富士美

美奈子

丸 陽 子
手 智江美
田 美 紀

′ヽ」ニ

横

山

静  岡

薫

子

子

保

貴

今 村
大 阪  奥 山

三ツ川

少年男子

宏

一
一
郎市

明

賢

詔

田

瀧

岡

岸

上

片

大  阪

裕

朗

文

和

英

尚

田

部

田

本

岡

前

本μ
毬
●
Л

則

真

樹

靖
　
　
直

根

橋

田

関

高

増

王埼

少年女子

田

木

崎

井

青

浜

玉埼

貴 子
由美子

忍

子

子

子

洋

暢

貴

田

田

田

松

杉

大

阪大

紀

子

美

美

久

知

尾

原

塚

寺

篠

鬼

賀佐
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●
ｒ
　

ｐ
ｐ
　
諄
嘔

オ
Ｐ
　
白
卜
　
Ｊ
Ｔ

嘉

　

一　

英

佐 藤
北海道  郷 路

古 川
井

川

田

1位



別
岳
里

3位

=ri■」

羽

山奇:

達
ヨ
=■t

健

不|」

|‖

l‖

|ン

仁li  り||成年男 r

麟一に
　
一　
一　
士
′じ、

兼

一

川

山

内

中

常

lЦ

1[

昌

勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

戸

辻

奥

早

阪大

子

子

美

陽

陽

仁

4ヽ

上

中

白力ヽ

,兵

尾

川成年女子

子

美

枝

しよ

弘

久

児

木

花

田

都

立

，
１
イ

戸 香 織
真由美

賀 ゆかり

H

森

カロ

神奈川

康

也

男

拓

明

木

鼻

本

青

竹

石

石  川少年男子

二

法

二

慎

秀

裕

田

橋

藤

太

石

佐

葉千

樹

真

′羊

増 田 直
埼 玉  高 橋

加賀谷

子

奈

子支

藍

香

実

田

田

山

,章

安

九

石  川

子

美

泉

淳

裕

本

田

田

橋

山

貴

城宮

重

子

奈

―
、

　

●
ヽ
い
　

０
」
ヽ

，
ノ

　

キ
ァ
¨
　

ヨ

フ

子
―

　

一ヤ

・
　

＋
”

口
，
　

里̈
一
　

■
フ

，
ｐ
立
ロ

高

丹

田

群  馬少年女子

46

47

48

3 石り|

べにばな国

四

石 ,| ,| 合スポーツセンター

4 合優 熊本
曰

5 川 立 _

3位順  位 2位1位

一　
　
ｎ
【
　
ユ
リ

一　
　
‘
↑
　
Ｊ
，

淳

忠

英

谷

藤

川

角

工

古

北海道

「円．　
　
一　
　
士
心

博

清

剛

山

辺

島

西

渡

寺

形山成年男子

日曰
　
生ム
　
ルエ
麻

泰

彰

草

田

井

木

辻

今

鈴

大  阪

児

山

花

田

岡

立

一界東

よし子

登紀子

久 枝

希

香

子

美

美

純

畑

田

林

田

上

本ヒ
し
ヽ

‘
＝
（

大 堀 麻 紀

富 山  佐々木   忍
野々村 美 春

成年女子

茂

文

介

直

政

亮

岡

田

田

片

花

野

本レ
ヽ

●
【

穂

也

博

瑞

順

正

島

渡

部

成

樋

矢

城茨

治

之

責

幸

秀

秀

橋

山

入

高

横

坂

馬群少年男子

村

上

藤

宮

村

伊

本Ｆ
く
台
Л

亜貴子

直 美
真由美

室

藤

井

小

伊

浅

玉埼

恭 子
さおり

康 代

子

子

香

貴

泰

桐

田

井

口

大

水

川

大 阪少年女子

3位2位1位

健

弘

不|」

昌

義

川

部

田

中

磯

吉

重三

嗣

彦

二

尚

昭

兼

田

村

山

谷

植

常

阪大

治

史

弘

英

康

隆

橋

岸

賀

高

峯

須

一泉東成年男子

中 尾 仁 美

香 jll 川1 本 光佐子
磯 崎 照 枝

希

香

子

美

美

純

畑

田

林

田

上

本ヒ
レヽ
●
●
バ

紀

美

子

由美

直

貴

田

上

田

西

村

大

大 阪成年女子

久
　
一　

一

嘉

孝

智

野

宮

木

井

一　
馬

北海道

一　
徳

彦

肇

哲

伸

中

田

倉

田

池

′Jヽ

千 葉

也

博

道

順

正

雅

渡

部

橋

樋

矢

大

城茨少年男子

子

子

子

潤

範

青

田

藤

田

山

;笙

山

富  山

茂

山

村

増

中

田

孝 枝
智香子

裕 美
北海道

子

香

み′ヽ

泰

桐

め

水 井
大 阪  り|1 口

鬼 池
少年女子

-92-

1位 2位

一
嘔



号」

」
′
一

４
い

種
1
エ
ヱ 2 (立 3 イ立

成年男子

弘

哉

三

隆

卓

雄

賀

山

田保

須

片

久

東 工示

日
［
　
曇
ム
　
議
″

泰

彰

日召

田

井

村

辻

今

植

阪大

人
　
一　
昭

篤

公

秀

谷

渕

山

気

岩

本

山菅
田

成年女 r

美

子

子

知

彰

雅

尾

上

本

松

道

阪

一泉東

忍

真由美

人 重

木

辺

野

々佐

渡

高

富  山

景 子
みゆき

幸 恵

野

藤

田

竹

遠

亀

潟新

少年男子

之

人

徹

将

良

井

訪

本

酒

諏

松

賀滋

一　

一　
浩

孝

智

隆

宮

木

西

一　
馬

今

北海道

郎

志

太

一光

正

圭

田

森

田

津

奥

舛

石  川

少年女子

由 佳
めぐみ

美 紀

島

池

橋

福

鬼

市

阪大

子

子

里■″

裕

明

由

部

富

武

谷三
卜
　
士
口
　
士
ロ

福  岡

子

紀

代

依麻

真

貴

田

山

中

岡

亀

群 馬

49

50

51

6 かしゃち国

7 ふくしま国

△
優 大 府

合優

リージョンプラザ △8 ひ ま国

1位 2位 3位

成年男子

哉

均

宏

辰
　
　
泰

谷

堀

野

柳

大

平

島福

人

昭

裕

篤

秀

和

谷

山

田

気

本

本

富  山

二

義

宏

兼

哲

明

山

辺

田

常

渡

岸

阪大

成年女子

子

紀

紀

匡

麻

美

堀

尾

棒

大

寺

島福

子

枝

保

香智

孝

美

山

茂

中

中

増

田

大 阪

忍

子

重

治

八

本

田

野

々佐

松

高

富  山

少年男子

徹

樹

士

裕

馨

本
　
　
国

松

向

川

滋 賀

生

文

平

部
　
　
俣

渡

沈

竹

島福

ヨ||

逸

洋

渉

男

太

正

圭

坂

代

田

徳

栄

舛

石

少年女子

島

糸

中

片

堀

石

珠 美
由希子

哲 子

子

子

子知

青

陽

真

田

橋

藤

山

石

加

富  山

子

瞳

子

明
　
　
華

富

石

田

吉

大

稗

岡福

男」種

順 位 1位 2位 3位

成年男子

宏

昭

裕

彰

貴

和

井

内

田

今

谷

本

富  山
宏

文

茂

和

政

上

田

田

霜

花

福

本レК
台
Ｒ

樹

伸

哉

秀

嘉

直

井

藤

澤

村

佐

水

北海道

成年女子

美

美

恵

緒奈

由

理

□

石

橋

河

明

市

野

藤

矢

竹

斎

住

潟新

福 井 奈 美

広 島  吉 ,|1   愛
渡 辺 夕 子

少年男子

太

明

相

圭

浩

忠

田
　
　
井

舛

車

酒

石

彦

介

宙

公

洋

吹

西

嶺

小

中

長

玉埼

司

介

良

忠

伸

束

下

瓶

大

木

二

本し
ヽ

●
【

少年女子

美

史

蒻

里川

脇

井

岩

李

玉埼

幸

子

子

美

弘

純

浦

峰

本

杉

永

橋

本μ
Ｋ
青
′

香

旋

華

知

有

美

岡
　
　
城

吉

鄭

安

阪大

-93-

富  山

子

り

美

お

景

か

直



"」

‘
軍

順  位 1位 2
，
）
一

3位

成年男子

昇

彦

弘

三

文

隆

雄

嶋

田

賀

田保

兒

町

須

久

東 工宗

生

二
彦

宏

峰

兼

昭

明

井

山

村

田

松

常

植

岸

阪大

森

清 水
棟 居
五十嵐

美

武

行

智

裁

文

秀

一

百
田

Ⅲ

¨

成年女子

巳
子
子
枝
香

克
貴

智
孝

崎

田
山

茂

宮
井
中

増

大 阪
佐
　
奈

妃
泰
未

口
井
井
辺

谷
水
水
渡

章
子
子
子

奈  良 '可
■当|
Fワ

i可

市

合 日召 博
野 人 重
回 奈緒美
橋 美 紀

富  山

寛

一
也
也

泰
修
和
和

禾ロ
イ中
水

ネ冨

田

尾

谷
川

大 阪

二
良

也
史

浩
　
真
寿

権

二
大

中

藤
瓶
束
ホす

台

月 本

彼
車
,酉

茶

範
明
相
靖

重
浩
忠
徳

島
　
井
谷

石  川少年男子

修
幸

恵

理

美

　

恵

田
井

田

村

和

田
舛

田

石

一
美

華

子

工

麻

美

永

上

永

城

水

西

福

安

速

阪大少年女子

子

り

子

緒

お

智

か

景

奈

野

　

内

好

樽

森

中

三

岡福

53 10 か

9 なみはや

がわ・ゆめ

52回

54

△

ま と 国

大 スホ
°―ツセンター体

ノヽ

合優 大阪府 )

合優

り|

11
△

2位
号」

隋
瞑 一立

種
1位

生

宏

充

士

峰

明

　

馨

井

田
井

口

松

E三
′千

松

川

大  阪

勉

生
夫

司

麻草
紀

宏

泉

木

井

山

今

鈴
今

大

富  山

昇

彦

弘

〓

文

隆

清

嶋

田
賀

辺

兒

町

須

渡

一只東成年男子

部
倉
坂
松

磯
米
大
岩

城茨

和 弘
加奈子
千 尋
絵理子

博
重
美

美

結

昭

八
奈

由

合

野

口
石

河
高

河
明

富  山成年女子

章
子

子
恵

泰

治

理

口
井

田
橋

谷
水

松
市

良奈

務
彦
史
宗

竜
政
和

根
村
山
崎

関
橋
■ア
¬~

川

埼  玉

範
相
靖
淳

重
忠
徳

島
井
谷
下

彼
酒
茶
山

石  川

二
也
史
平

浩
真
寿
祥

藤
束
村

見

権
大

中
茂

本´

ヽ

●
凛少年男子

之
子

代

希

信

聡

美

亜

田
綱

尾

尾

吉

末

赤

赤

分大

勝

子

美

差

倫

絵

笙

藤

熊

口
　
一

加

大

山

謝

玉埼

子

子

恵

子穂

智

景

乃

美

野

内

本

尾

樽

中

藤

松

福  岡少年女子

3位2位1位
:」

百

ス

種

敬
博

和
丈

宮
田

二
前

石

舛

清神奈川

山

香 川

場

田
水

本

田

隆

圭

隆

昭
静
潤

雄

太

志

香

子

ヤ

lL

IL

勉

夫

司

紀

宏

今

今

大

泉

井

山
富  山

り|

久

宏

文

司

武之

和

政

忠

黒

上

田

束

石

霜

花

大

熊  本成年男子

平  合
うと  ,さ   /:｀  本ヨ
^ 
効
 中  島 暁  子

加奈子
巳

み
り
子
一

ぐ

お

　

一

克
め
か
整

崎
池
　
埜

宮
鬼
森
関

一一　

阪

一　

　

ユ
′成年女子

茂
池

土

見 祥 平
田 ネL緒奈熊  :本

実
介

治
翔

谷
村
藤
本々

渋
安

佐
佐

東 二泉
康

翔少年男子

敏

椰

織

査

正

暁

詩

ま
．

島

　

下

岡

中

陳

大

広

一　
　
ｒＬ

一
　

埼

雄

晴

子

加

幸

千
舞

理
一

東

上

本

口

伊

田
松

野

本レ
ヽ

台
澪

神

尾

本

坂
一

明

松

藤

脇

憲 一
美穂子

乃 恵
一

Ｒ
ヒ

若

ｎ
一

福  岡少年女子

-94-

3位



1位 3位
,」

工
里

順  位

雄

太

志

輔

隆

圭

隆

裕

場

田

水

川

石

舛

清

古

神奈川成年男子

勉

夫

昭

司

紀

貴

宏

泉

井

内

山

今

今

谷

大

山富

介

文

治

高

村

イし
|‖

l‐

:¬

嗜:

ul

上

井

陽

政

良

博

IL 本

成年女子

鳥
倉
縄
松

下
米
長
岩

城茨

,羊  市l
加奈子
美佳子
絵理子

1対

‖|

|'Ч

努
r
日青

予

ネ羊
千・

`=:_″、

多
本
11

大  阪

博
香
子
子

昭
静
潤
青

合
本

田
田

河
山
山
山

山富

少年男子
翔

　

雄

谷

藤

木

田

々

渋

佐

佐
池

′|=
メモ
1/、

`ロ
翔

東 京

明
介

夫
遠

英
佳

隆
志

形

口

山

川
米

劉

山富

司

平
大

純

一
幸

圭

口
坂

田
村

井

早

石
竹

北海道

少年女子

仁

子

代

琳

理栄

靖

調

高 屋
贋 瀬
今別府
」彙
■‐|″

土  木
ロ  オ木

二
幸

代

晶

正

美

幸

谷

村

井

麦

田

今

劉

山富

三

美

子

香

鯉

也

良

友

真

早

野

田

山

津

春

松

西

宇

長 崎

55回

56

57 ●レ
¬
~

成 12年  2000年 や ま

13 。みや

14 よさこい 曰
南国 、■スホ

°一ツセンター

合優

△

ワ」

百
只 位

種
1位 2位 3位

成年男子

勉

助

太

司

大

圭

忠

泉

川

田

東

今

吉

外

大

山富

介

高

文

治

陽

博

政

良

中

井

田

上

村

古

花

田

本し
ヽ
台
Л

彪

尚

士

洋

條

村

井

谷賀

中

中

福

加

―

一
〓

「

一

成年女子

一
子
美
希

新
悦
友
亜

村
本
田
尾

中
寺
松
赤

葉千

夫
子
澄
恵

一
裕
真
知

島
浦
木
津

小
松
正
梅

城茨

博
子
幸

佳

昭
潤
美

知

合
田
村
伯

河
山

田
佐

山富

実
仁

一
士

尚

雄
慎

谷
浦

田
開

渋
山
池
新

一界東

司
伸
史
也

貴
元
敦
知

屋
藤
　
上

大
斉
堤
井

玉埼

潤
生
博
平

峰
克
佳

祭
脇
原

戸
岩
長
鉦

森青

少年女子

屋   仁
諄 琳

瀬 栄理子
」府 靖 代

高

楊

廣

今

土  木
同   オ木

中

佐

劉
ノ、7 井 幸

富  山

田

伯

庄 二
美沙都

日
:I::

之

衣

美

子衣

信

麻

一
麻

田

部

満

本

吉

服

倉

橋

大  分

"」

位

種
1位 2位 3

」
ι
■
い

成年男子

勉

夫

太

司

紀

圭

忠

泉

井

田

束

今

今

舛

大

山富

樹

哉

司

博

英

直

裕

正

川

澤

上

原

古

水

三

長

ヨヒ,毎道

義

士

一

哲

馨

孝

辺

口
宮

人 阪

渡

川

成年女子

〓

香
美
希

可
静
友
亜

村
本
田
尾

中
山
松
赤

一

葉

　

一

１

　

一

尚 子
美佳子

宮 城 イヽ
長
川

縄

夫

子

子
幸
奈

久

良

加
美

合

田
倉

井

落

岩
米

田
一

■́
ヽ
　
　
　
　
　
一

コ
”
月
．　
　
　
　
　
一

東

　

一

少年男子

実

一
士
平

雄
慎
洋

谷

田
開
木

渋
池
新
高

一泉東

司
也
祐
巳

貴
知
駿
克

屋
上
山
井

大
井
秋
五
一

玉

　

一

埼

　

一

洋
太

一

公
健

口
野

山
数

賀滋

少年女子

仁

子

代

子

理栄

靖

知

高 屋
廣 瀬
今別府
月ヽ  初,

青 森

治

侑

舞

佳

伸

　

　

裕

藤

田
藤
　
一

尾
脇

後

埜

岐 阜

裕

美

優

希

貴

朝

　

咲

田
嶋

山

村

常

田
平

松
一

卜
ヽ

　

　

　

一

Ｌ
″

　

　

　

一

宮

　

一

-95-

2 位

埼  玉

少年男子



号」種

順  位
l 位 2位 3位

成年男子

昇

三
哉

裕

嶋

田
山

水

保

兒

久

片

清

丼t
雄

卓

弘

記

久

一

道

大

勝

浩

原

川

崎

伯

藤

松

尾

佐

山岡

雄

篤

平

道

田
井

下
木

原

草

山

鈴

城宮

千り

'羊知

成年女子

一
子
美
希

新
悦

友

亜

村
本

田
尾

中
寺
松
赤

葉千

人

子

子

子

佳

正
尚

美

幸

山
′
Jヽ

F
蓼C

徳

並

川

縄

水

宮 城

宏

子

子

代

彰

聡

景

幸

井

綱

内

井

今

末

中

今

本ヒ
じ
い

●
Ｈ
¨

少年男子

上

野

川
山奇:

信

太

一
平

良

健

賢

修

藤

数

早

早

滋 賀

司

介

明

克

貴

祐

俊

俊

屋

尾

田
形

大

中

黒

宗

玉埼

徳

平

生

森

重

洋

善

小

高

堀

林

林

木
川

東 工思

少年女子

裕

優

希

よさ

貴

　
咲
ま

田
山
村
植

常
平
松
麻

宮  城

高 屋
4ヽ  初ロ
藤 澤
今別府

仁
知 子
美佑紀

香 里
青 森

参

美

順

み

勇

征

美

ひ

藤

村

田

工
吉

前

岡

本ヒ
ｋ
台
ロ

シ
ヽ

58回 15 NEW!!わ かふ

59回  平 16年 の

れの おかやま国 岡

体 合優 東 者6

玉

ヒ体 館 (
△

玉

，
し

，．
」 体

17 △

60

3位
リリ

百
只 位

種
1位 2位

司

章

純

博

隆

　

　

正

倉

本
村

原

小

松

竹

長

北海道成年男子

勉

大

司

也

圭

忠

真

泉

田
束

束

今

舛

大

大

富 山
彪
孝
士
立

英

剛

洋

條

田
井

西

中

山
福

中

玉埼

子
幸

里
代

良
美
映

靖

岩 田
田 井
媚 山
今別府

東 一只

人

子

子

優

佳

正

尚

美

並

川
縄

山

山

小

長

平

宮 城成年女子

宏

子
美

順

彰

聡
好
美

井

網
谷

田

今
末

幡
前

本ヒし
い

●
Ｈ
＾

信

一
平

士

良

賢

修

剛

上

川

崎

下

藤
早
ロ
■~

川

滋 賀

和

由

司

輝

好

大

和

帰 山
遠 藤
山 田
小松谷

埼  玉少年男子

実
生

生
也

真
善
知

渋

藤

堀

高

谷

田

川

階

束 工宗

裕

希

よ

や

さ

責

咲

ま

あ

田
村

植

阪

常

松

麻

大

宮 城

弘
織

奈

静

康
沙

春

舒

倉
橋

上

名
高

井

李

玉埼

仁

里

と

希

さ

香

ち
瑞

屋

府

間

井

０
″

高

今

本
藤

青 森少年女子

3位2位
BU

百
只

‘
里

1位
彦
徹

士
盗

文
　
馨

田
本

回
水

町

松
川

,青

東
．
カ

彪

孝

士

介

條

田
井

西

中

山

福

中

王埼 英

岡1

'羊

成年男子

一

純

太

司

也
一

圭

忠

墓

本

田
束

墓

荒

舛

大

大
一

富 山

宏
子
代
順
一

彰

聡
幸
美

井
綱
井

田

′、■
末
今
日1

熊  本

治

愛

侑

伸尾 藤
後 藤
脇 田
宣_旦 4[ 当生

ラ人三

岐 阜成年女子

昭
郁
恵

貴
　
郁

内
坂
谷

・谷
脇
多

信
平
太

良
修

昭

上
崎
中

大 阪

滋 賀

||

早

田

貴
行
也

文
祐
達

奇

白

ｔ

一嘔
一

山

イ

´
‥

フ
一

西

佐

三

米

一一
　

ｕ

一
　

岡

優_壺L

司

司

希

貴

純

智

屋

　

橋

大

林

三

上

埼 玉少年男子

中

野

出

車

浜

樽

南

石

,告 明
麻亜子
恵

なつき
一

郎
奈
子
圭

秀

春

翔

智
一

井

上

永

山

，
ｐ
立
ロ田
井

富

作

埼  玉

仁

と
希

佳
一

ち
瑞
全

屋

間

井

岩

高

本

藤

垣

青 森少年女子

-96-
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り」

位

種
1位 」

′
一

イ
，
い2 3位

勉

太

司

遠

圭

忠

志

泉

田
束

今

舛
大

劉

山富

彪

一
也

司

修

知

和

條

尾

上

田

中

仲

井

山

玉埼

之

翔

広

平

木

木
浦

々

鈴

佐

西

鉦

理

オロ

佳

成年女子

子

史

子

香ｈ
ツ

恭

　

倫

ま

室

脇
熊

岡

小

岩

大

広

玉埼

宏

美

代

み″
一

彰

好

幸

ひ

井

谷

井

今

幡

今

岡

本
ヒ
し
い

Ｏ
Ｒ
（

治

愛

侑

美

伸

　

　

征

藤

藤

田
村

尾

後

脇

吉

阜岐

司

馬

一
啓

貴

拓

賢

屋

田
児

木々

大

上

田

佐

埼 玉

元
弘
司

平

直

里

勝

川
木
本す

松

笹

川

福  井

木戸口 二

三

士

悟

浩

修

健

啓

藤

山

村

田

権

武

嘉

園

本

少年女子

明
恵

菜

き

浩

　

唯

さ

野
村

出

車

樽

木

南

石

人

希

恵

佳

真

瑞

理

令

田
井

木

岩

々

藤
藤
佐

垣

」ヒ  木
曰  林

井

森

木

森

立
ロ
田
大

三

中

ラ5'  ::F

舞
佑里子
理 紗

埼 玉

第 61回 18 の く兵 国体 宝
△ △

埼

第 62回 19 秋田わか
ιヽ
フに

△

第 63回  平成 20年 チャレンジ !おおいた国体  大分県  日田市総合体育館
(総合優勝 東京都・熊本県・富山県・青森県 )

秋田

=」

百
只 位

種
1位 位2 3位

成年男子

之

翔

助

平

理

　

俊

佳

木

木

野

々

鈴

佐

菅

鉦

秋  田

勉
靖
遠

一

典
志
健

泉

田
　
田

今
平
劉
菊
一一

山

　

一

之
太

一
平

良
健
賢

修

,酉

数
早
ロ
¬~

井

野
川
山奇:

滋 賀

修
幸
恵

恵

美
知

田
井
津

野

和

田
梅

樽
一

川
　
　
一

石

修
緒
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会 場 案 内 図

田
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東 名

=====■
.

JR横 浜線
●セプンイ
レブン

咸 瀬

長津田

tつくし野

か|ナ台

小日急線

つきみ野 南町 田

, 東急田園都市線

中

名人ロ

浜町 田

小川●谷

中学校

川ヽ二丁目

町田市立総合体育

瀬駅

交 通 機 関

所 在 地  東京都町田市南成瀬5-12

【電車】JR横浜線   威瀬駅より           徒歩 約9分
【バス】神奈中バス   吹上バス椰より         徒歩 約5分

町70   (町 田パスセンター～十日市慮駅)
町72   (町 田パスセンター～長津田駅)
町71   (町 田バスセンター～■葉台釈～中山駅北□)
町73   (町 田バスセンター～青葉台駅)

【車】東名方面から  横浜町田 iCから国道160線「東名入り□」交差点を有折。
日遺2463燎「町田市辻」183を左折、町田街道「町谷原」
交避点を右折。約2キロメートル直進すると生にあります。

町8駅方面から 町田街遍「三塚」18号を生折し、約3キ0メートル直遊し、
「南二小前」の信号の次の183をち折します。

☆駐車場 (有料)、 2時間/100円 (駐車台数250台 )
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競技会場配置図
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競技会場配置図
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練習会場の使用について

1 練習会場

会 場 番 号 練 習 会 場 名 コ ー ト数

第 1練習会場 町田市立サン町田旭体育館

第 2練習会場 東京都立小川高等学校体育館

第 3練習会場 町田市立南成瀬中学校体育館

第 4練習会場 東京都立成瀬高等学校体育館
´
０

第 5練習会場 東京都立町田総合高等学校体育館

2 練習会場の使用方法
(1)各練習会場には受付を設けております。受付で申込をしてから、係員の指示に

従い練習を行なってください。なお、電話等による練習会場使用の事前予約は

受け付けていません。練習会場に行き受付をしてください。

(2)各都道府県代表チームであることが判別できる服装でご来場ください。

(3)貴重品ほか個人及びチームの所有物は、各自及びチームで責任を持って保管し

てください。また、下足も各自で保管するようお願いします。

(4)ゴ ミは各自でお持ち帰りください。
(5)全練習会場にはバス等の大型車両の乗り入れはできません。大型車両で移動さ

れる場合、競技会場の臨時無料駐車場に車両を駐車し、タクシー (タ クシーチ

ケットに記載されている電話番号一覧参照)を利用 し移動してください。

3 練習会場開設期間における各日の使用について

(1)割 り当て練習、自由練習ともに練習時間は原則として 1チーム 1コー ト1時間

30分 とします。

ただし、空きコー ト待ちのチームがない場合は、練習終了後、再受付により引

き続き使用できます。

(2)練習会場の開設日時、割 り当て練習、ブロック指定等の詳細は、「練習会場使用

日程表」でご確認ください。

4 各練習会場の使用上の注意点について

(1)第 1練習会場 (町田市立サン町田旭体育館)

① 体育館内は全面禁煙です。喫煙は指定された場所でお願いします。

② 車両で移動する場合、施設内有料駐車場を利用ください。
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(2)

①

③ トレーニングルーム、多目的室、会議室の利用はできません。
④ 体育館内での食事は禁上です。

アリーナ内は、フタが閉まる容器に入つた飲み物のみ持込ができます。

②

第 2練習会場 (東京都立小川高等学校体育館 )

学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いいたします。なお、学

校敷地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨ては絶対にしないようにしてください。

学校施設内への車両の乗り入れについては、役員の指示に従い安全確保の徹底

をお願いします。特に、 10月 2日 (水)～ 10月 4日 (金)の登下校時 (8
時～ 9時、 15時 30分～ 16時 30分)は多数の生徒が出入りするので、十
分気をつけてください。

また、車両の駐車は役員の指示に従い、指定された場所に駐車するようにして

ください。

体育館及び体育館への連絡通路以外への出入りは禁上です。あらかじめ概要図

を確認 し、立入禁止区域には絶対に立ち入らないでください。

体育館内の トイレ、更衣室は使用できます。

10月 2日 (水)～ 10月 4日 (金)は通常授業をおこなっていますので、授

業の妨げにならないようご協力ください。

体育館内での食事は禁上です。

アリーナ内は、フタが閉まる容器に入った飲み物のみ持込ができます。

(3)

①

′,、
タヽ

第 3練習会場 (町田市立南成瀬中学校体育館 )

学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いいたします。なお、学

校敷地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨ては絶対にしないようにしてください。

学校施設内への車両の乗り入れは禁止です。

駐車は、競技会場の臨時無料駐車場をご利用ください。

会場付近にスクールゾーンがありますので通行の際は十分に注意してください。

体育館及び体育館への連絡通路以外への出入りは禁止です。あらかじめ概要図

を確認 し、立入禁止区域には絶対に立ち入らないでください。

体育館内の トイレ、更衣室は使用できます。

10月 2日 (水 )～ 10月 4日 (金)は通常授業をおこなっていますので、授
業の妨げにならないようご協力ください。

体育館内での食事は禁上です。

アリーナ内は、フタが閉まる容器に入った飲み物のみ持込ができます。

(4)第 4練習会場 (東京都立成瀬高等学校体育館 )

③

④

⑤

⑥

③

④

⑤

⑥
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① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いいたします。なお、学

校敷地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨ては絶対にしないようにしてください。

② 学校施設内への車両の乗り入れは禁上です。

駐車は、競技会場の臨時無料駐車場をご利用ください。

③ 体育館及び体育館への連絡通路以外への出入りは禁止です。あらかじめ概要図

を確認し、立入禁止区域には絶対に立ち入らないでください。

④ 体育館内のトイレは使用できますが、更衣室は使用できません。

更衣場所については、係員の指示に従ってください。

⑤ 10月 2日 (水)～ 10月 4日 (金)は通常授業をおこなっていますので、授

業の妨げにならないようご協力ください。

⑥ 体育館内での食事は禁上です。

アリーナ内は、フタが閉まる容器に入った飲み物のみ持込ができます。

(5)第 5練習会場 (東京都立町田総合高等学校体育館)

① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は学校敷地外でお願いいたします。なお、学

校敷地外での喫煙の際も吸殻等の投げ捨ては絶対にしないようにしてください。

② 学校施設内への車両の乗り入れについては、役員の指示に従い安全確保の徹底

をお願いします。特に、 10月 2日 (水)～ 10月 4日 (金)の登下校時 (8

時～ 9時、 15時 30分～ 16時 30分)は多数の生徒が出入りするので、十

分気をつけてください。

また、車両の駐車は役員の指示に従い、指定された場所に駐車するようにして

ください。

③ 体育館及び体育館への連絡通路以外への出入りは禁止です。あらかじめ概要図

を確認し、立入禁止区域には絶対に立ち入らないでください。

① 体育館内のトイレは使用できますが、更衣室は使用できません。

更衣場所については、係員の指示に従ってください。

⑤ 10月 2日 (水)～ 10月 4日 (金)は通常授業をおこなっていますので、授

業の妨げにならないようご協力ください。

⑥ 体育館内での食事は禁上です。

アリーナ内は、フタが閉まる容器に入った飲み物のみ持込ができます。
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練 習 会 場 使 用 日 程 表

―
■
ｃ
ｃ
ｌ

第 1練習会場 第2練習会場 第3練習会場 第4練習会場 第5練習会場

サン町口旭体育館 小川高校体育館 南成瀬中学校体育館 成瀬高校体育館

10月 2日 13・ 00～ 17:00 東北・九州プロック 13:00～ 17:OO 北海道・関東プロック 中国プロック 東海・近畿プロック 北信越・四国プロック

10月 3日 8:00～ 14〕 00 8100～ 14:00 北海道・関東プロック 東海・近畿プロック 北信越・四国プロック

10月 4日

(金 )

7:15～ 8:15 Bl Bl B2 B2 B3 B3 B4 B4 7i30～ 8〕30 B5 B5 B0 B6 B7 B7 / / / 閉館

8:30～ 10:00 B8 88 B9 B10 B10 Bll Bll 8〕30～ 10:00 B12 B12 010 B10 B14 B,4 B15 B15 /

東北
近畿
プロック

関東
東海
プロック

北海道
北信越
中国
プロック

四国
九州
プロック

10:00～ 11:30 WI Wl V12 W2 V13 W4 V,4 10:00～ 1 li30 W5 V15 W7 V′ , W8 /
1li30～ 10:00 V′ 9 VV9 VV1 0 W10 Wll Wll VV1 2 11:30～ 13〔 00 W13 Wi4 W14 VV1 5 VV1 5 VV1 6 VV1 6 /
13:00～ 14:00 816 B16 017 B17 B18 B18 B19 B19 13:00～ 14:30 B20 e20 B21 B22 B22 B23 B23 /
,4:30～ 16〕 00 B24 B24 B25 B25 B26 026 B27 14:00～ 10:OO B28 B28 B29 B29 030 B30 B01 B31 /
16-00～ 17:00 自由練習 16:00～ 17〕 00 自由練習 自由練習

10月 5日
(■ )

7● 5～ 8:15 Gl Gl G2 G2 G3 G3 G4 G4 7:30～ 8:30 G5 G5 G6 G6 G7 G8 G8
ノ
′

ノ
′

/ 閉 館 閉館

8130～ 10:00 Ml Ml M2 M2 M3 M3 M4 M4 8:30～ 10100 M5 M5 M6 M6 M7 M7 M8 M8 /

自由練習

使用時間
8:30～ 17:00

自由練習
使用時間
8:30～ 17:OO

10:00～ 1 li30 W17 ヽ
～
18 い′18 W19 VV1 9 VV20 ,V20 10100～ 11:30 W21 VV2 1 W22 Vv22 W23 VV23 W24 W24 /

11:30～ 13:00 B32 B00 000 B34 日34 B35 B05 11:30～ 13:00 B86 B36 B37 B37 B38 B38 B39 B39 /
13:00～ 14100

自由練習

10i00～ 14:00

自由練習 自由練習14:30～ 16:00 14130～ 16:00

16100～ 17100

10月 6日
(日 )

7115～ 8〔 15 G9 G9 G10 G10 G,` Gl: G12 7130～ 8:30 M9 M9 M10 Mll Mll M12 M12 / 閉 館 閉館

VV25 W25 W26 VV26 VV27 W27 ′゙28 VV28 8:00～ 10:00 B40 B40 B41 B41 B42 B42 B43 B43 /

自由練習
使用時間
8:30～ 17:00

自由練習

使用時間
8:30～ 17:00

10:00～ 11130 G13 G13 G14 G14 M13 M13 M14 M14 10i00～ 11:00

自由練習 自由練習

11:30～ 13:00 W29 VV29 V,30 ′゙30 B44 B44 B45 B450 11130～ 13100

13:00～ 14〕 30

自由練習

13:00～ 14:30

14・30～ 16:00 14i30～ 16:00

16:00～ 17:00 16:00～ 17:00

10月 フ日
(月 )

7〕 15～ 8:15 M15 M15 W31 W31 B46 B46 G15 G15 /
閉鎖 閉 館 閉鎖 閉鎖8:30～ 10〔00 M16 M16 VV32 W32 847 B47 G16 G16

10:00 閉館

町田総合高校体育館

東北・九州プロック 中国プロック

閉館

B9

W3 W6 W6 W8

VV1 2 W13

B21

B27

G7

VV1 7

B02

16100～ 17:00

G12 M10

8:30～ 10100

/
/



第 1練習会場図 (サン町田旭体育館)
所在地 :東京都町田市旭町 3-20-60

地上駐車場

地下駐車場

入ロレ

ヽ
日:、

ゆ
入ロ
ア

市立旭町体育館

‘
″
小
♪

中1中

特

中̂中

堕||■

トレーニング室
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練習会場

第 2練習会場図 (東京都立小川高等学校)
所在地 :東京都町田市小川 2丁目 1002番地 1

入口

フ

○
○

○

中庭

▼

←入口
ス
テ
ー
ジ

■
‥
‥
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第 3練習会場図 (町田市立南成瀬中学校)
所在地 :東京都町田市南成瀬 7-7-1

← 総合体育館

l  ,

1  1

巳

成瀬クリーンセンター

▲

入口

′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
′
●
′
′
′
′
′
′

入 口
′

▼

（　）

南成瀬中学校

体育館は建物 2階になります。

■
‥
‥ く甲入口

・●
ロ

ｏ●
Ｔ

練習会場

駐車場

‘
ｒ
小
♪

中
八

メЦ

中

だ
Ｕ

ス
テ
ー
ジ

■■■■
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第 4練習会場図 (東京都立成瀬高等学校)
所在地 :東京都町田市成瀬 1222-1

駐

▲
入 口

lF 2F

3F(体育館は建物 3階になります。

駐車場は成瀬クリーンセンター内

臨時駐車場をご利用ください。

)

性
″

`■
ヽ

▼
通路

練習会場

仁
Ｆ
ネ
♪ 中1中
`

ー
（　）

^中
（　）

トレーニング
ルーム

イ
ル
小
♪

■

‥
‥

倉庫

入 口

中̂

ス
テ
ー
ジ

倉庫
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第 5練習会場図 (東京都立町田総合高等学校)
所在地 :東京都町田市木曽西 3-5-1

■

>入口 lF

入 口

仁
Ｆ
ネ
♪

3F(体育館は建物 3階になります。)

練習会場

駐車場

▲
）

イルネｎ
Ｊ■

‥
‥

入 口

メ
=
↑

」

中
ス
テ
ー
ジ
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競 技 上 の 注 意

1 本競技会は、公益財団法人日本バ ドミントン協会平成 25年度競技規則、大会運営規程及び

公認審判員規程により行います。

2 オーダー用紙は、当該対抗戦開始時刻 45分前までに、監督がオーダー交換所へ監督が提出
してください。

ただし、オーダー用紙提出刻限に前の対抗戦が継続している場合は、対抗戦終了後すみや

かに提出してください。指定時刻までに提出されない場合は「棄権」とみなします。

(1)オーダー交換は、オーダー交換所で競技審判副部長立ち合いのもと行います。

※予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意してあります。

(2)対抗戦初戦分のオーダー用紙を監督会議時に配布します。

(3)各対抗戦終了後、勝者チームに主審から次のオーダー用紙を配布します。

3 勝敗は、 2点先取方式とし、勝敗決定後の残 りの試合は打ち切ります。

4 監督・選手は、試合開始予定時刻 20分前に選手招集所に集合して、招集委員の確認を受け、
指示に従ってください。

ただし、前の対抗戦が継続している監督 。選手は試合が終了次第選手招集所に集合して、

招集委員の確認を受け指示に従ってください。この場合、前の対抗戦が終了してから15分

後に次の試合を開始します。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従ってください。

コー ト入場後の公式練習は、各試合ごとに、ダブルスはパー トナー同士、シングルスは

対戦者同士に拠り、 2分以内の練習を認めます。

シャトルは (公財)日 本バ ドミントン協会第 1種検定合格のシャトルを使用します。銘柄

は一対抗内を固定し、銘柄の変更には応じられません。

※使用中のシャトルの交換については、主審の許可を得てください。

インターバルは、競技規則第 16条第 2項によります。
インターバル中、コー トに入れるのは当該選手及びベンチ入りしているチーム構成員のう

ち 2人までとしますが、「20秒」のコールがなされたら、当該選手以外の方は速やかにコー
トから離れてください。

なお、第 1ゲームと第 2ゲームの間及び第 2ゲームと第 3ゲームの間並びに第 3ゲームの

（ｈ
）

一
●
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インターバル中のコー ト上でのア ドバイスは、チェンジエンズした後のエンドに入るように

してください。

9 同一選手による連続試合の場合は、ウェアの着替えのみ認めますが、その場合は必ず主審に

申し出てください。

10 試合が遅れている場合は、同一対抗内の試合を並行して行うことがあります。

※ 複と第 1単が同一選手である場合、複の試合が終了して 10分後に開始します。

11 競技進行の都合により、コー トを変更する場合があります。

12 試合中にコート内で事故が生じた場合、コートに入ることを許されるのは、競技役員長 (

レフェリー)または競技審判部長 (デ ピュティ・ レフェリー)が必要と認める者に限られて

います。

13 競技に際しては、上衣の背面中央に必ず都道府県名のみを明示 (文字は、上衣の色と明確

に区別できる文字色の漢字)してください。

また、試合前の練習を含め、当該選手及びベンチ、コーチ席に入る競技者 (監督・選手)

は、都道府県名表示のある上衣を着用してください。

14 水分の補給について、主審の指示に従ってください。

(1)蓋付のボ トルのみ使用を許可します。

(2)ベンチ内の給水ボ トルは必ずバック等に保管しておいてください。

※クーラーボックスの持ち込みはご遠慮ください。また、氷のうの使用はインターバ

ル中のみ認めます。使用後は必ずバッグ等に保管してください。

15 各試合 (ダブルス又はシングルス)の開始前及び終了時には、勝敗如何に関わらず、主審

及びサービスジヤッジと握手することを心がけてください。

16 競技場フロアでは、携帯電話の電源を切って下さい。

コーチ席でのモバイル機器の使用を禁止いたします。

17 温度環境維持のため、空気調節装置 (エアー・コンディショナー)を使用する場合があり

ます。

18 その他、国民体育大会競技実施要項を遵守してください。
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審 判 上 の 注 意

1 審判員は、平成 25年度公益財団法人日本バ ドミントン協会競技規則、大会運営規程及び公

認審判員規程にのつとり厳正に競技を運営する。

2 競技規則の第 9条 (サービス)、 第 13条 (フ ォル ト)、 第 16条 (プ レーの継続、不品行な

振舞い、罰則)については、厳正に判定する。

3 すべてのグーム中に、一方のサイドのスコアが 11点になったとき、60秒を超えないイン
ターバルを認める。また、第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に 1

20秒を超えないインターバルを認める。[競技規則第 16条第 2項 ]

4 プレーヤーは、どんなことがあっても、体力や息切れを回復できるように、または、ア ドバ

イスを受けるためにプレーを遅らせてはならない。 (競技規則第 16条第 4項 (1)〕

ラケットの破損、ストリングスの切断等のためラケットを交換する場合 (イ ンプレー中は

除く)、 あるいは、靴の紐を締め直す場合などは、主審の許可を得て指示に従わなければなら

ない。

プレーヤーがマッチ (試合)中にア ドバイスを受けることができるのは、シャトルがインプ

レーでない場合に限る。〔競技規則第 16条第 5項 (1)〕

監督・プレーヤーなどが、インプレー中に当該プレーヤーに対して、ア ドバイスすることは

認められない。

プレーヤーは、競技規則第 16条第 2項のインターバルを除き、マッチ (試合)が終了する

まで、主審の許可なしにコー トを離れてはならない。〔競技規則第 16条第 5項 (2)〕
マッチ (試合)中、プレーヤーが汗拭きやそれに伴う水分補給などにより、プレーが遅延し

たり、コー トを離れる場合は、主審の許可を得なければならない。

競技の品位を保つため、色付着衣を使用する場合は、財団法人日本バ ドミントン協会の審査

合格品とする。〔大会運営規程第 23条〕

プレーヤーが競技規則第 16条第4(プ レーの遅延)・ 5(ア ドバイスとコー トを離れるこ
とに関して)・ 6項 (プ レーヤーの禁止行為)に違反した場合、主審は違反したサイ ドに警告
し、一度警告を与えた後、再び違反した場合は、そのサイ ドをフォル トにする。一つのサイ ド

による三度目のフォル トは執拗な違反と見なす。日に余る不品行な振舞い、執拗な違反、第

16条第 2項 (イ ンターバル)の違反には、その違反したサイ ドをフォル トとし、直ちに競技

わ̈

ｈ^
一・

′̈

８

）

-117-



役員長 (レフェリー)に報告する。

9 主審は、もし線審が明らかに間違つたコールをしたと確信する場合には、線審の判定を変更
することができる。 [競技規則第 17条第 5項 ]

10審判員の判定に対して疑間がある場合は当該プレーヤーと監督に限り「質問」することがで

きる。ただし、「抗議」あるいは「異議」であってはならない。

[大会運営規程第 36条 ]
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【 あっせん弁当のご案内 】

(1)昼食弁当のあっせん

スポーツ祭東京 2013町田市開催競技に参加される選手・監督・報道員等の皆さんの昼食弁当をあっせ

んします。

申し込みについては下記をご覧いただき、指定の申込方法でお申し込みください。

(2)昼食弁当料金

1個  900円 (消費税込、お茶、割箸・爪楊枝、お手拭き)です。

(3)あ っせん期間

平成 25年 10月 5日 (土)～ 10月 7日 (月 )

(4)弁当の申込み方法 。支払方法

競技会場での申込み方法 (競技 2日 日以降分)

(ア )弁当を必要とする日の前日までに、競技会場の弁当引換所にて、あっせん弁当申込書兼弁当引

換券に必要事項を記入の上、代金を添え、申し込んでください。(あ っせん弁当申込書兼弁当引

換券は弁当引換所に置いてあります。)

(イ )申込みと同時に、弁当引換券及び弁当代金領収書を申込責任者に交付します。
(ウ )申込み時間は、午前 11時から最終試合終了 30分後までとします。ただし、最終試合終了 3
0分後が午後 7時を越える場合は原則午後 7時 30分までとさせていただきます。

※ 1、 2と もに、申し込み後の変更・取消、またはそれに伴う代金の払い戻し等はできませんので、

1 弁当引換所 (競技会場に設置)での引換時間は、原則として午前 11時から午後 1時までです。
2 弁当は引換券と交換します。
3 弁当引換券の再発行はしませんので、紛失等にご注意ください。

(5)お願い

①

②

③

弁当引換後は、消費期限 (当 日午後 2時)ま でにお召し上がりください。
弁当ガラは、回収しますので、午後 3時までに弁当引換所へ持ってきてください。
「あっせん弁当申込書兼弁当引換券」の作成に当たっては、 3ベージの《記載例》を参考にし
て、必要事項を正確に記入してくださぃ。

(6)その他

1〕 弁当は、競技会場のみでの引き換えとなっております。
2 競技会役員・競技役員については、昼食弁当を支給しますので申込みの必要はありません。
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医療救護のご案内

l 傷病者が発生したとき
(1)競技会場で傷病又は発病したとき
ア 競技会場には「救護所」を設置し、医師、看護師、係員が対応します。
イ 救護所は会場内に「看板」等により所在を示しています。
(2)練習会場で傷病又は発病したとき
練習会場には簡易な救護薬品を備えておりますので、傷病者が発生した場合には、

練習会場係員に申し出てください。

(3)宿舎で傷病又は発病したとき
直接宿舎に申し出て、医療機関の紹介をしてもらうか、緊急な場合は救急車の手配

を依頼してください。なお、医療機関に移送する場合、必ずチーム関係者が同行して

ください。

2 治療の受け方
(1)救護所では、応急処置及び簡易な手当てを行います。また、傷病者を医療機関に移
送する必要がある場合は救急車等の手配を行います。移送する場合は、必ずチーム関

係者が同行してください。なお、医療機関で受診する場合は、救護所で交付する「処

置記録兼診療依頼書」及び「保険証」を医療機関へ提示してください。

(2)診療が終了しましたら、処置結果等その後の状況を速やかに総合体育館にご連絡く
ださい。なお、夜間は実施本部との連絡が取れない場合がありますので、その場合

は翌日にご連絡ください。

(総合体育館電話番号 :042-724・ 5832)

(3)宿合において傷病又は発病をし、医療機関で治療を受ける場合は、チーム関係者が

同行のうえ「健康保険証」を提示してください。

3 医療費の負担
(1)救護所で行う応急処置及び簡単な手当て並びに救急車の利用に要する費用は無料で

す。

(2)医療機関で治療を受けた費用は受診者の負担となりますので、必ず「健康保険証」

を持参してください。「健康保険証」を提示しないで受診した場合は、医療費の全額が

受診者負担となります。また、医療機関までタクシー等を利用した場合の費用も、自

己負担となります。

-120-



選手、監督の輸送についてのご案内

1 タクシー

(1)利 用できる期間

平成 25年 10月 3日 (木)～ 10月 7日 (月 )

(2)利 用できる区間

① 町田市役所、市民ホール、指定宿泊施設、練習会場 (5箇所)、 町田市立総合体育

館の間です。

指定宿泊施設 :ホテルダイアモンド鶴川

ホテル新宿屋

ホテル ザ・エルシィ町田
ホテルリソル町田

ホテル町田ヴィラ

東横イン町田駅小田急線東口

東京・湯河原温泉 万葉の湯
ホテルラポール千寿閣

小田急ホテルセンチュリー相模大野

相模原第一ホテルANNEX
② ①以外の区間を利用した場合の料金は、利用者の負担です。

(3)利用方法
① 乗車には、スポーツ祭東京2013町 田市実行委員会が発行する「タクシーチケッ
ト」が必要です。「タクシーチケット」はチームに対して配付します。

利用できるのは選手及び監督に限ります。同行のスタッフ等は利用できません。

② 利用できるタクシー事業者は、スポーツ祭東京2013町 田市実行委員会が指定し
たタクシー事業者に限ります。

③ タクシーの予約は、利用時に「タクシーチケット」に記載してあるタクシー事業者

に利用者が直接電話をしてください。競技会場、練習会場で料金が発生する待機に

ついては、自己負担の取扱いとなります。 (利用時間が決まっている場合は、早め

の予約をお願いします。特に早朝の利用は前日の予約をお願いします。)

④ 乗車時に「タクシーチケット」を持っていない場合は、自己負担での乗車となりま

す。

(4)タ クシーチケットの発行
① 10月 3日 (木)監督会議時に各チームに「3枚」発行いたします。
② l回戦が 10月 5日 (土)の大会2日 日となるチームには、「6枚」発行いたしま
す。
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③ l回戦以降は、勝ったチームに対して次の試合の「タクシーチケット」を競技会

場内実施本部で発行いたします。 (1回 3枚)

2 シャトルバス
シャトルバスの運行は行いませんので、公共交通機関もしくはタクシーをご利用くだ

さい。

3 持込車両等
(1)競技会場

① 選手・監督

臨時の無料駐車場を用意いたします。

駐車券は特に発行いたしません。

(2)練習会場
① 指定された場所に駐車ください。

② 南成瀬中学、都立成瀬高校は駐車場所がないため、競技会場の臨時無料駐車場をご

利用ください。

(3)宿泊施設
① 宿泊施設に直接お問い合わせください。

4 輸送交通に関するお問い合わせ

(1)10月 3日 (木)ま では、スポーツ祭東京 2013町 田市実行委員会事務局にお問

い合わせください。

(2)大会期間中は、 2F総合案内所 (タ クシー乗車券については、実施本部)

にお問い合わせください。
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スポーツ

(6)関係機関連絡先一覧表 その1

13

◎競技会場
競技名 称 施設住所 施設FAX 案饉本部●

“

実施本部 FAX
′
`レ
ーボール
町田市立総合体育館

町田市南成瀬
5-12

ノ

/
/

/
042-724‐ 5832 042-721-5802

サッカー 町田市立陸上競技場
町 田市野津 田

2035

/
/
/

会■総務携帝

予定

ノ
ノ
/

軟式野球 小野路球場 町田市小野路
2023-1

/

/
/
/
/

携帯予定 /

/

◎交通機 先

◎ 察・消 ど

◎二次救急医 門

◎市内病院
9月 8日 (日 )

く休 日・救急診療 >

称 主  所 電話番号 FAX番1号

堕IE匡望ヒスポーツ振5面口
「
罹蒼屎
~~

5-12円 念合体育館内 042-724-5830

分  類 名  称 電話番号
神奈中 0120-888-810
王 0120-239-966
田 0120-373-465

小 田 0120-591-123
カンツ 0120-519-933
央 0120-888-810

富士交通 0120-881-435

タクシー

東日本 042-792-7777

分  類 名  称 電話番号
警察 町田警察署 042-722-0110

町田消防署 042-722-0119
保健所 町田市保健所 042-722-0621

電話番号
町田市旭町2[馬可 042-722-2230 365日 24時間
町田市下小山田町 1491 042-797-1511

町田慶泉病院 町田市小川 1546-2 042-795-1668
南町田病院 町田市鶴間 1008-1 042-799-6161
町 田 町田市木曽東4-21-43 042-789-0502
お か I田 市根岸町1009-4 042-798-7337

名  称 住___産 電話番号 日

【

南町田病院 町田市鶴間面雨可 042-799-6161 nE'l+EtltE6s* lll9: Oo- *0119I OO

|・ |||14.‐ ….:「 町田市小川 1546-2 042-795-1668 体8敷 3医療tt日外科乗 :119:∞～翌朝脚 :∞
町 田

園田クリニック

栗原 クリニック

田 木 4-21-43 042-789-0502 体日藪急医療機園外科来 :川9:∞ ～ 翌口 棚 :∞
町田市南成瀬1-J西 042-739-7322 当番医   :AM9:00～ PM「00
町田市原町田6-21-28 042-728-5337 当重医_  :AM9:00～ PM5100

岩崎整形・形成外科クリニック 町 田 玉川 園8-8-1 042-726-1505 当番医 AM9:00～PM5:00
山 Π 」 ク リ 町田市野津面可両面

~~~~
042-736-1121 当番医 AM9:00～PM5:00

佐 小 科 町 田 小山田 1-20 042-797-3556 当番医 AM9:00^‐ PM5:00

9月 29日 (日 )

____匹 不
~~~~

Ⅱ 所 電話番号 【ロ

町田病院 町田市木曽東4-21-43 042-789-0502 休
=贅
思医療機関内科系 00～ 翌朝AM9100

町 田 民 院

中沢医
中本|
の 所

Hl村 胃 科クリニブク
はや しクリニ ック

町田市下小山田町 1491 042-797-1511 体 ]藪急医療機関外科系 00～ 翌朝 A“ 9:00

町 田 田T2-15-41 042-722-2230
'日
牧息医療機麟 科系 00～ 翌●AM9.00

町 田 つくし野3-13-40 042-795-5415 当番医 AM9:00～PM5:00
町 田 金 4-42-28 042-799-6656 当番医 AM9:00～PM5:00
町 田 町田3486-1-55本 042-722-2832 当番医 AM9:00～PM5:00
町 田 蔵町5002-2 042-708-8550 当番医 AM9:00～ PM5:OЮ

田2943-1町 田 042-720-8868 当番医 Ш而百雨而
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(7)関係機関連絡先一覧表 その2

く休日・救急診療 >◎市内病院

9月 30日  (月 )

住  所 電話番号 ・応時間
一
几 町田市下小山田町 1491 042-797-1511 内科系

"7100～
翌輌川 8100

10月 1日 火

10月 2日 (水 )

名  称 住  所 電話番号 夜間対応時間
町田慶泉病院 町田市小川1546-2 042-795-1668 6i+# 1fl7:oo-r;^Is:oo

名  称 訴 電話番号 夜間対応時間
町田病院 町田市木皇 記4-21-43 042-789-0502 h++f lnz,oo-pn^rs 66

10月 3日 (木 )

名  称 ね

］ 電話番号 夜間丈
'応

時間

町田市小 | ILl-3-8 042-798-1121 内科系 P“ 7:00～ 翌朝AM8100

10月 4日 (金 )

名  称 住   所 電話番号 夜間
・ヽ
応時間

町田市民病院 町田市旭町2-15-41 042-722-2230 内科系 P‖ 7,00～ 翌朝A‖ 8100

10月 5日 (土 )

名  称 住  所 電話番号 夜問丈応時間

町田慶泉病院 町田市小川 1546-2 042-795-1668 内科系

10月 6日 日)

10月 7日  (月 )

名  称 住   所 電話番号

あけぼの病院 町田市中町 1-11-11 042-728-1111 川9,00～ 里輌
^“

9,00

おか脳神経外科 町田市根岸町1009-4 042-798-7337 休日象念区薇●腱外■■ :A“ 9.∞ ヽ翌 朝AM:0(

町田市民病院 町田市旭町2-15-41 042-722-2230 A“ 9:∞ ～翌朝川9100

町田南ホームクリニック 町田市鶴間684-1 042-788-2581 当番医 AM9:00～ PM5:00

なかまち内科・外科医院 町田市中町3-15-17 042-725-0028 当番医 AM9:00～ PM5:OO

成瀬台クリニック 町田市成瀬台3-8-1 042-725-6131 AM9:00～ PM5:00

検沢クリニック 042-708-8550 AM9:00～PM5:00

小出クリニ ック

町田市大蔵町5002-2

15-40町田市木曽東1- 042-721-2918 AM9:00～PM5100

名  称 住  所 電話番号 対応時間

町田市下小山田町1491 042-797-1511 6f+* iff7:oo-t0u8:oo
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貧益財団法人 日本アンチ・ドービング機構

Japan Anti‐ Doping Agency

■JADAつてなに?
公益財団法人日本アンチ・ドービンク機構 (JADA)は、

スポーツの価値を守るためアンチ・ドービングに目する教育・

啓発活動を推進し、ド…ピング検査等を実施する機目です。

■アンチ0ド…ピングつてなに?
アンチ・ ドーピングとは、競技力を高めるために禁止され

た薬物や方法を使用せず、公正で公平なスポーツに参加

するというアスリートの権利を守り、人間の可能性を栖限

まで追取するスボーツの籠饉を守る活動です。

スポーツを通して人や社会の発展を目的とし、全ての人々

か関わり、促進していくべき活動でもあります。
室伏 広治さん

(睦上″ ンヽマー投げ)

田辺 暉子さん

(員■)

: Real Winner

I=扇
~万

JADAアスリートサイト 雖醒
IR〔
AtC埜,91アスリートにとって必要な情報が入手できます!翻L翻輌,1

アンチ・ドービングガイドブック
アンチ・ドーピングガイドブックWEB版、およ
びAnd子 Oid、 iploneアプリには、ガイドブック

全ての内容が■●されてしヽます。マンガやクイ

ズ形式を用いてアンチ・ドーピングをより詳しアスリートの「良き助言者」役となつて、

アンチ・トービングに  ,
関する9つ の  0 1●  2
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スボーツ祭東京2013
東 日本大震災復興支援

国 民 体 育 大 会

10月 8日 (多Ю9月 28日 (土 )

「会 期 前1
L開催競技」

【総合開会式】
【総合閉会式】

水泳・ボート 9月 11日 (水)～9月 15日 (日 )
ビーチバレー 9月 13日 (金)～ 9月 15日 (日 )

平成25年9月 28日 (土 )
平成25年 10月 8日 (火 )

第13 ロ 全 国障害者 スポー ツ大会

10月 12日 (土 ) 10月 14日 (月・祝 )

第 68回

8 :日 )

区市町村別 競技一覧

埼玉県長瀞町 ライフル射摯(CP以外)

千葉県印西市 クレー射撃

港区 なぎなた 江戸川区 府中市 軟式野球 東大和市

昭島市 軟式野球 清瀬市

ボウリング

サッカー新宿区 ハンドボール

ラグビーフットボール

サッカー

体操(競技.新体操) 陸上競技 東久留米市 山岳 (リード.ボルダリング,サッカー

自転車(ロード・レース)
調布市

サッカー 武蔵村山市 ハンドボール
文京区

レスリング

台東区 フェンシング 軟式野球 サッカー サッカー

墨田区 ハンドボール

八王子市

ゴルフ バレーボール
多摩市

ハンドボール

稲城市水泳(競泳飛込.シンクロ) ′ヽレーボール 軟式野球
町田市

′ヽドミントン 羽村市 バレーボール

軟式野球

セーリング江東区

ライフル射撃(CP)

バスケットボール

自転車(トラック・レース) バスケットボール 自転車(ロード・レース)

品川区 ハンドポール

立川市

軟式野球
小金丼市

弓道(近的.遠的) 馬術

小平市 バレーボール

あきる野市

ソフトボール大田区 カヌー(カヌースプリント)

テニス
武蔵野市

′ヽスケットボール

ラグビーフットボール ホッケー 西東京市
世口谷区

ソフトテニス サッカー ボクシング 瑞穂町

バスケットボール

ソフトボール

渋谷区 水泳(水球) ソフトボール

日野市

空手道 日の出町 サッカー

東村山市 檜原村北区 サッカー

三鷹市

アーチェリー バスケツトボール 自転車(ロード・レース)

国分寺市 奥多摩町練馬区 銃剣道 バレーボール 自転車(□―卜・レース)

柔 道
青梅市

カヌー(カヌースラローム、
カヌーワイルドウォーター) 国立市 相撲ウエイトリフテインク 大島町

足立区
剣道 サッカー 福生市 ソフトボール

府中市
江戸川区 ボート 卓撃 ,自江市 バレーボール

全

曰

障

害

者

ス
ポ

ー

ツ
大

会

ボウリング調布市

正式競技
(13競 技 )

本
大
会

国

民

体

育

大

会

神津島村 ビーチバレー 八丈町 高等学校野球(軟式)高等学校野球 (硬式)

ビーチバレー

八王子市

新島村 三宅村 トライアスロン

千代田区 ドッヂビー 立川市ビリヤード ス 武蔵村山市 ウオーキング
キンボール

豊島区
ユニバーサルホッケー 武蔵野市 ウオーキンク 少年少女スポーツサッカー

武術太極拳 三鷹市障害者ゴルフ パドルテニス 少年少女スボーツハンドボール

ボールルームダンス 青梅市少年少女スポーツサッカー ビーチボール

多摩市

スポーツ吹矢

新宿区 3B体操 荒川区 キンボール ダブルダッチ 稲城市 ユニホック

文京区 ウォークラリー 板橋区
府中市

ウォーキング フォークダンス 羽村市 綱引

台東区 ビーチボール 練馬区 ソフト′ヽレーボール 昭島市 インドアベタンク 西東京市 ティーボール

フットサル 足立区 トランポリン 調布市 瑞穂町
墨田区

ラジオ体操 クラウンド・ゴルフ 町田市

ドッデビー

レクリエーションダンス 檜原村

ウオーキング

自電車(ヒルクライム)

品川区 グラウンド・ゴルフ ダーッ 奥多摩町

目黒区 太極柔力球
小平市

ウォーキング

パワーリフティング 利島村

ウォーキング

フラダンスミニバレー

ゲートボール

葛飾区

バウンドテニス 東村山市 新島村
ドツジポール 江戸川区 国分寺市 神津島村

サーフィン

ソフトパレーボールローラースポーツ

インディアカ 国立市 三宅村
大田区

グラウンド・ゴルフ 福生市 シニアソフトポール

ウォーキンク

ティーボール

ウォーキング

御蔵島村

少林寺拳法 狛江市 ビーチボール 八丈町中野区
鉢道

ハング・パラグライディング
ユニバーサル駅伝

フラッグフットボール 東大和市 スボーツチヤンバラ 青ヶ島村

フイッシング

ふれあいフットサル

ふれあいフットサル

ふれあいフットサルターケットパードゴルフ

ネオテニス 清瀬市 少年少女スボーツサッカー 小笠原村 ふれあいビーチバレー杉並区
ガーデンゴルフ

ラジオ体操

八二子市

視覚障害者クライミング
豊島区 キンポール 立川市

プラインドサッカー

ダンススポーツ
東久留米市

少年少女スボーツクライミング

デモン
ストレーション
としての
スポーツ行事

(57行 事 )

江東区  水泳

世口´ヽ反  卓球含サウントテ
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「
 フライングディスク

渋谷区  ′ヽスケットボール

車綺子バスケットボール |
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フツトベースポール  |

武蔵野市 |グランドソフトボール
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府中干
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田市市  陸上競技

渋谷区

練馬区

ロ 田

′ヽド ントン

レー港区

新宿区

台東区

精神障害者フットサル

ボート

視覚障害者ボウリング

ブラインドサッカー

車いすフェンシング

世田谷区

杉工区

北区

ウィルチェアーラグビー

スポーツ吹矢
ハンドサッカー

ユニカール

グラウンド・ゴルフ

葛飾区

青梅市

府中市

障害者シンク0ナイストスイミング

ボッチャ

ターツ

ゴールボール

スボーツチヤンバラ

府中市  手のひら健康バ
北 区

町田市

||■ スポーツ祭東京 2013ホ ームページ
ゆリーと|スポーッ祭東.京 2 0 1 3 oyunto_toりo)
httpi//t、vitter.(om/yurilto_tokyo

http://www.sports-sai-tokyo20 1 3 j p/
スポーツ祭東京2013
http1//WWW.faCebOOk.CO m/SpOrtS.Saitokyo201 3

【開会式】 平成25年 10月 12日 (土 )

【開会式】 平成25年 10月 14日 (月・祝)

会場 :都内62区市町村及び都外3市町

正式餞 技

(37競 技 )

公口競技
(3競技 )

中央区
北区

オ…プン競技
(17競 技 )

江東区
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ゆリーと

第68回国民体育大会の正式競技、公開競技の競技記録結果を掲載しています。

インターネットEl

http://www. kiroku kensa ku.com/sports-sa i-tokyo201 :
携帯サイト:
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がんは ん

:平成25年9月 10日 (火)>10月 31日 (木)

http://www.keitai.kyogikekka.com/sports-sai-tokyo20'1 5

第68回国民体育大会 都記録本部
平成25年 9月 28日 (■ )～ 10月 8日 (火 )

会期前開催競技
.平
成25年 9月 1,日 (水 )～ 9月 15日 (日 )

電話1042-4263750〔受付時間]9100^20100:∠

第 68回 国民 体 育 大会 ・第 13回 全 国 障害 者 スポ ー ツ大 会

東 京 に 多 摩 に 1;々 |こ 羽 はた けア ス リー ト

2013

お固い合わせ先

0昴 携帯IB“やスマートフオンのバーコードリーダーで

饉み取ると携帯サイトに簡単にアクセスできま,


